
備 考

0 0

(6) (6) (1) (0) (13) (0) （0）

経営学研究科
　会計学専攻（修士課程）

10 2 0 0 12 0 0

(10) (2) (0) (0) (12) (0) （0）

データサイエンス研究科
　データサイエンス専攻（修士課程）

7 6 1 0 14

12 7 1 0 20

0 0

(7) (0) (0) (0) (7) (0) （0）

　ビジネス法務専攻（博士後期課程）
10 1 0 0 11

0 9

(10) (3) (1) (0) (14) (0) （9）
法学研究科
　ビジネス法務専攻（修士課程）

0 1

(10) (1) (0) (0) (11) (0)

　言語文化専攻（博士後期課程）
6 1 0 0 7

(2) (0) (0) (8)

(6) (1) (0) (0) (7)

(0) （0）

（13）

　日本文学専攻（博士後期課程）
6 2 0 0 8 0 0

(6)

0 14 0 13

(9) (4) (1) (0) (14)

データサイエンス研究科
[Graduate School of
Data Science]
データサイエンス専攻
（D）
[Doctoral Program in
Data Science]

博士
（データサイ
エンス学）
【Doctor of
Data
Science】

東京都江東区有明三丁
目３番３号

【基礎となる学部
等】
データサイエンス
学部データサイエ
ンス学科
データサイエンス
研究科データサイ
エンス専攻（修士
課程）

言語文化研究科
　言語文化専攻（修士課程）

9 4 1

既
文学研究科
　日本文学専攻（修士課程）

10 3 1 0 14

　政治経済学専攻（博士後期課程）
7 0 0 0 7

政治経済学研究科
　政治経済学専攻（修士課程）

(9) (2) (0) (0) (11) (0) （0）

(0)

0 0

(0) （0）

（1）

0 4

(12) (7) (1) (0) (20) (0) （4）

（0） （0）

11 0 0

0 人

（6） （6） （1） （0） （13） （0） （0）

0 人 0 人

9 2 0 0

（6） （6） （1） （0） （13）

教

員

組

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設
分

データサイエンス研究科
　データサイエンス専攻（博士後期課程）

7 人 6 人 1 人 0 人 14 人 0 人

計
7 人 6 人 1 人 0 人 14 人

演習 実験・実習 計

データサイエンス研究科
データサイエンス専攻
（博士後期課程）

2科目 7科目 0科目 9科目

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

該当なし

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

16単位

【データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）】
データサイエンスの先端技術を探求し、それらを広く応用するための分野横断型研
究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的データサイエンス教育
研究を実現し、地球規模での課題を対象とした先進的な研究を国際的に先導する
データサイエンス研究プロフェッショナル及び産業界において国際的なイノベー
ションを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルを育成する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

3 3 － 9 令和4年4月
第1年次

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

計

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ムサシノダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 武蔵野大学大学院  (Graduate School of Musashino University)

大 学 本 部 の 位 置 東京都江東区有明三丁目３番３号

計 画 の 区 分 研究科の専攻に係る課程の変更

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　ムサシノダイガク

設 置 者 学校法人　武蔵野大学

大 学 の 目 的
本大学院は、仏教精神に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究め
て、文化の進展に寄与することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
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※通学課程を兼ねる

※通学課程を兼ねる

※通学課程を兼ねる

0 0

(0) （0）

0 4

(7) (1) (0) (16) (0) （4）

(29)

(8)

(6) (2) (0) (0) (8) (0) （27）

6 2 0 0 8

0 3

(8) (0) （3）

0 27

　看護学専攻（博士後期課程）
8 5 0 0 13

通信教育部
　人間社会研究科人間学専攻（修士課程）

0 24

(4) (3) (1) (0) (8) (0) （24）

0 15

(8) (1) (1) (0) (10) (0) （15）

8 1 1 0 10

13 0 28

　仏教学研究科仏教学専攻（修士課程）
4 3 1 0 8

　人間社会研究科実践福祉学専攻
　　　　　　　　　　（修士課程）

(5) (0) (0) (13)

看護学研究科
　看護学専攻（修士課程）

8 7 1 0 16

(16) (0) (13) (0)

(1) (1) (0) (7) (0) （1）

　薬科学専攻（博士後期課程）
15 0 13 0 28

0 0

(15) (0) (13) (0) (28) (0) （0）
薬科学研究科
　薬科学専攻（修士課程）

15 0

(6) (1) (0) (15) (0) （6）

　建築デザイン専攻（修士課程）
5 1 1 0 7

0 6

(8)
教育学研究科
　教育学専攻（修士課程）

8 6 1 0 15

0 1

(5)

工学研究科
　数理工学専攻（修士課程）

8 1 1 0 10

0 0

(6) (1) (0) (0) (7) (0) （0）

6 1 0 0 7

0 5

(8) (1)

(0) （7）

5 2 2 0 9

(1) (0) (10) (0) （5）

0 0

(5) (2) (2) (0) (9) (0) （0）

5

(4) (3) (0) (0) (7) (0) （5）

0 7

16

(4) (3) (1) (0) (8) (0) （16）

4 3 1 0 8

　環境システム専攻（博士後期課程）
5 2 2 0 9

環境学研究科
　環境マネジメント専攻（修士課程）

　数理工学専攻（博士後期課程）

0
　実践福祉学専攻(修士課程）

　仏教学専攻（博士後期課程）
4 3 0 0 7

仏教学研究科
　仏教学専攻（修士課程）

0

0

(5) (2) (2) (0) (9)

5

(8) (1) (1) (0) (10) (0) （5）

(4) (0) (4) (16) (0) （53）

8 1 1 0 10

0 4

(8) (2) (0) (0) （4）
　人間学専攻（博士後期課程）

8 2

人間社会研究科
　人間学専攻（修士課程）

8 4 0 4 16

0 0 10

(0) (10)

0 53

(8)

合 計 108,241.26㎡ 3,060.09㎡ 30,809.54㎡ 142,110.89㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

545.84㎡ 5,482.84㎡

87,224.55㎡ 624.78㎡ 21,306.50㎡ 109,155.83㎡

(87,224.55㎡) (624.78㎡) (21,306.50㎡) (109,155.83㎡)

101,486.04㎡

運 動 場 用 地 22,313.76㎡ 0.00㎡ 12,828.25㎡ 35,142.01㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 82,698.59㎡ 1,352.00㎡ 17,435.45㎡

小 計 105,012.35㎡ 1,352.00㎡ 30,263.70㎡ 136,628.05㎡

そ の 他 3,228.91㎡ 1,708.09㎡

（0） （0）

計
241 15 256

（241） （15） （256）

そ の 他 の 職 員
2 0 2

（2） （0） （2）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
237      人 15       人 252      人

（237）

図 書 館 専 門 職 員
2 0 2

（2） （0） （2）

（15） （252）

技 術 職 員
0 0 0

（0）

0 -

(223) (74) (44) (4) (345) （0） （-）
合　　　　計

223 74 44 4 345

(74) (44) (4) (345)

設

分
(0) （-）

（16）

計
223 74 44 4 345 0 -

(223)

　環境学研究科環境マネジメント専攻
　　　　　　　　　　　　（修士課程）

0 8 0 16

(4) (2) (2) (0) (8) (0)

4 2 2

織

の

概

要

武蔵野大学高等学校
（収容定員1,200人、
運動場必要面積8,400
㎡、校地必要面積は
基準なし）
武蔵野大学中学校
（収容定員750人、運
動場必要面積8,400
㎡、校地必要面積は
基準なし）

大学全体

武蔵野大学高等学校
（収容定員1,200人、
校舎基準面積6,24
㎡）
武蔵野大学中学校
（収容定員750人、校
舎基準面積4,320㎡）
・借用面積 有明4号
館 4,735.4㎡
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学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、手数料　等

885千円 645千円 645千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

 6,025千円

13,946千円 14,382千円 15,254千円

―　千円 ―　千円 ―　千円

―　千円

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

4,159.11㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

5,934.14㎡ 1,092 560,600

テニスコート3面

（0） （90） （17）
計

17,086〔2,315〕　 33〔23〕 20〔20〕　 0 90

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

データサイエンス研究
科データサイエンス専
攻（博士後期課程）

17,086〔2,315〕 33〔23〕 23〔23〕　

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

0 90

（15,630〔2,144〕） （33〔23〕） （20〔20〕） （0）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数

データサイエンス研究科
データサイエンス専攻

14 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

144室 28室 85室
5室 大学全体

大学全体

 3,959千円

10,024千円

　 457千円 　 457千円 　 457千円

21,778千円 21,778千円 21,778千円

 5,508千円  5,680千円

0室

（補助職員7人） （補助職員0人）

標本

点

17

（90） （17）

17

（15,630〔2,144〕） （33〔23〕） （20〔20〕）

―　千円 ―　千円

―　千円 ―　千円 ―　千円

―　千円 ―　千円 ―　千円

研究科単位での算
出不能なため、学
部との合計

共同研究費は大学
全体

図書費には電子
ジャーナル・デー
タベースの整備費
(運用コスト含む)
を含む。

第６年次
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大 学 の 名 称 備　　考

学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

学位又
は称号

定員
超過率

開設
年度

年 人 年次 人 倍

人

文学部 0.94

日本文学文化学科 4 200 2年次
5

875 学士(文学) 0.94 平成23年度 ※平成30年度入学定員増（19人）
※平成31年度2年次編入学定員（5人）
※令和3年度入学定員減（△20人）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ学部 0.93

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 165 3年次
3

666 学士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ) 0.87 平成28年度 ※令和2年度3年次編入学定員（3人）

日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80 3年次
5

330 学士(日本語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ) 0.97 平成28年度 ※令和2年度3年次編入学定員（5人）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 55 3年次
7

234 学士(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ) 1.07 平成28年度 ※令和2年度3年次編入学定員（7人）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 -

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 - - - 学士（文学） - 平成23年度 ※平成28年度より学生募集停止(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科）

法学部 0.95

法律学科 4 190 2年次
3

781 学士（法律学） 0.92 平成26年度 ※平成30年度入学定員増（50人）
※平成31年度2年次編入学定員（5人）
※平成31年度入学定員減（△10人）
※令和2年度2年次編入学定員（△2人）

政治学科 4 100 2年次
3

431 学士（政治学） 1.00 平成26年度 ※平成30年度入学定員増（20人）
※平成31年度2年次編入学定員（5人）
※平成31年度入学定員減（△20人）
※令和2年度2年次編入学定員（△2人）

経済学部 0.99

経済学科 4 175 2年次
3

721 学士（経済学） 0.99 平成26年度 ※平成30年度入学定員増（85人）
※平成31年度2年次編入学定員（5人）
※平成31年度入学定員減（△10人）
※令和2年度2年次編入学定員（△2人）

経営学科 4 - - - 学士（経営学） - 平成26年度 ※平成31年度より学生募集停止（経営学科）

会計ガバナンス学科 4 - - - 学士（会計学） - 平成30年度 ※平成31年度より学生募集停止（会計ガバナンス学科）

経営学部 0.98

経営学科 4 220
2年次
3

666 学士（経営学） 0.97 平成31年度 ※令和2年度2年次編入学定員（3人）

会計ガバナンス学科 4 90 - 270 学士（会計学） 1.00

政治経済学部 -

政治経済学科 4 - - - 学士（政治経済学） - 平成10年度 ※平成26年度より学生募集停止（政治経済学科）

経営学科 4 - - - 学士（経営学） - 平成24年度 ※平成26年度より学生募集停止（経営学科）

アントレプレナーシップ学部 1.21

アントレプレナーシップ学科 4 60 - 60 学士（ビジネス） 1.21 令和3年度

データサイエンス学部 1.01

データサイエンス学科 4 90 - 230
学士（データサイエ
ンス学）

1.01 平成31年度 ※令和3年度入学定員増（20人）

人間科学部 0.96

人間科学科 4 215 2年次
2

888 学士(人間学) 0.99 平成11年度 ※平成30年度入学定員増（37人）
※平成31年度入学定員減(△20人）
※令和2年度2年次編入学定員（△2人）

社会福祉学科 4 145 2年次
4

628 学士（社会福祉学) 0.92 平成20年度 ※平成30年度入学定員増（14人）
※令和3年度入学定員減(△12人）

工学部 0.99

環境システム学科 4 70 - 280 学士(環境システム学) 1.01 平成27年度

数理工学科 4 60 - 240 学士（工学） 0.95 平成27年度

建築デザイン学科 4 70 - 280 学士（工学） 1.00 平成27年度

環境学部 -

環境学科 4 - - - 学士(環境学) - 平成21年度 ※平成27年度より学生募集停止（環境学科）

教育学部 0.99

教育学科 4 120 - 480 学士（教育学） 1.00 平成23年度 ※平成30年度入学定員減（△100人）

幼児教育学科 4 100 - 400 学士（幼児教育学） 0.98 平成30年度

薬学部 0.92

薬学科 6 145 - 915 学士(薬学) 0.92 平成16年度
※平成30年度入学定員増（15人）
※令和3年度入学定員減(△15人）

看護学部 0.93

看護学科 4 125 - 560 学士(看護学) 0.93 平成18年度
※平成30年度入学定員増（25人）
※令和3年度入学定員減(△20人）

通信教育部

人間科学部 3年次 0.75

人間科学科 4 250 700 2,400 学士（人間学） 0.75 平成14年度

教育学部 3年次 0.78

教育学科 4 15 85 206 学士（教育学） 0.78 平成25年度 ※令和3年度入学定員減（△2人）
※令和3年度2年次編入学定員（55人）
※令和3年度3年次編入学定員減（△85人）

既
設
大
学
等
の
状
況

　武蔵野大学

所　在　地

東京都江東区
有明三丁目３番
３号

東京都西東京市
新町一丁目１番
２０号

平成31年度
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

文学研究科

日本文学専攻 2 7 - 14 修士（文学） 0.78 平成26年度

日本文学専攻 3 2 - 6 博士（文学） 0.16 平成29年度

言語文化研究科

言語文化専攻 2 55 - 110
修士（日本語教育学、
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学、
日本語）

0.80 平成22年度

言語文化専攻 3 2 - 6 博士（文学） 0.83 平成29年度

法学研究科

ビジネス法務専攻 2 10 - 20 修士（法学） 0.10 平成30年度

ビジネス法務専攻 3 3 - 3 博士（法学） 0.66 令和3年度

政治経済学研究科

政治経済学専攻 2 10 - 20 修士（政治経済学） 0.20 平成22年度

政治経済学専攻 3 3 - 9 博士
（政治学、経済学）

0.00 平成25年度

経営学研究科

会計学専攻 2 10 - 20 修士（会計学） 0.80 平成31年度

データサイエンス研究科

データサイエンス専攻 2 10 - 10
修士（データサイエ
ンス学）

0.40 令和3年度

人間社会研究科

人間学専攻 2 30 - 60

修士
(臨床心理学、人間行
動学、言語聴覚学)

0.85 平成11年度

人間学専攻 3 3 - 9 博士（人間学） 0.44 平成14年度

実践福祉学専攻 2 7 - 14 修士（社会福祉学） 0.07 平成24年度

仏教学研究科

仏教学専攻 2 5 - 10 修士（仏教学） 0.30 平成28年度

仏教学専攻 3 2 - 6 博士（仏教学) 0.33 平成25年度

環境学研究科

環境マネジメント専攻 2 10 - 20 修士（環境学） 0.45 平成22年度

環境システム専攻 3 2 - 6 博士（環境学） 0.16 平成30年度

工学研究科

数理工学専攻 2 15 - 30 修士（工学） 0.43 平成31年度

数理工学専攻 3 2 - 2 博士（工学） 0.00 令和3年度

建築デザイン専攻 2 15 - 30 修士（工学） 0.36 平成31年度

教育学研究科

教育学専攻 2 10 - 20 修士（教育学） 0.50 平成26年度

薬科学研究科

薬科学専攻 2 5 - 10 修士（薬科学） 0.20 平成24年度

薬科学専攻 3 5 - 15 博士（薬科学） 0.66 平成21年度

看護学研究科

看護学専攻 2 10 - 20 修士（看護学） 0.30 平成22年度

看護学専攻 3 3 - 9 博士（看護学） 0.55 平成25年度

通信教育部

人間社会研究科

人間学専攻 2 60 - 120 修士（人間学） 1.15 平成21年度

実践福祉学専攻 2 10 - 20 修士（社会福祉学） 0.85 平成30年度

仏教学研究科

仏教学専攻 2 20 - 40 修士（仏教学） 1.02 平成28年度

環境学研究科

環境マネジメント専攻 2 10 - 20 修士（環境学） 1.20 平成26年度

附属施設の概要

名　　称：薬用植物園
目　　的：薬学に関する教育研究
所 在 地：東京都西東京市新町一丁目1番20号
設置年月：平成16年4月
規 模 等：土地992㎡、保有植物は67科185種

既
設
大
学
等
の
状
況

　武蔵野大学大学院

東京都江東区有
明三丁目３番３
号

東京都西東京市
新町一丁目１番
２０号
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令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和4年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

武蔵野大学 武蔵野大学

文学部 文学部

日本文学文化学科 200 5 815 日本文学文化学科 200 5 815

グローバル学部 グローバル学部
グローバルコミュニケーション学科 165 3 666 グローバルコミュニケーション学科 165 3 666
日本語コミュニケーション学科 80 5 330 日本語コミュニケーション学科 80 5 330
グローバルビジネス学科 55 7 234 グローバルビジネス学科 55 7 234

法学部 法学部

法律学科 190 3 769 法律学科 190 3 769

政治学科 100 3 409 政治学科 100 3 409

経済学部 経済学部

経済学科 175 3 709 経済学科 175 3 709

経営学部 経営学部

経営学科 220 3 889 経営学科 220 3 889

会計ガバナンス学科 90 － 360 会計ガバナンス学科 90 － 360

アントレプレナーシップ学部 アントレプレナーシップ学部

アントレプレナーシップ学科 60 － 240 アントレプレナーシップ学科 60 － 240

データサイエンス学部 データサイエンス学部

データサイエンス学科 90 － 360 データサイエンス学科 90 － 360

人間科学部 人間科学部

人間科学科 215 2 866 人間科学科 215 2 866

社会福祉学科 145 4 592 社会福祉学科 145 4 592

工学部 工学部

環境システム学科 70 － 280 環境システム学科 70 － 280

数理工学科 60 － 240 数理工学科 60 － 240

建築デザイン学科 70 － 280 建築デザイン学科 70 － 280

教育学部 教育学部

教育学科 120 － 480 教育学科 120 － 480

幼児教育学科 100 － 400 幼児教育学科 100 － 400

薬学部 薬学部

薬学科 145 － 870 薬学科 145 － 870

看護学部 看護学部

看護学科 125 － 500 看護学科 125 － 500

　通信教育部 　通信教育部

人間科学部 人間科学部

人間科学科 250 700 2,400 人間科学科 250 700 2,400

教育学部 教育学部

教育学科 15 55 225 教育学科 15 55 225

計 2,740 78 12,914 計 2,740 78 12,914

715 715

学校法人武蔵野大学　設置認可等に関わる組織の移行表

2年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次

2年次

2年次

3年次

2年次

3年次

2年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次

2年次

2年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次

3年次

2年次

2年次

2年次

3年次
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令和3年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和4年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

武蔵野大学大学院 武蔵野大学大学院

　文学研究科 　文学研究科

日本文学専攻（修士課程） 7 － 14 日本文学専攻（修士課程） 7 － 14
日本文学専攻（博士後期課程） 2 － 6 日本文学専攻（博士後期課程） 2 － 6

　 言語文化研究科 　 言語文化研究科

言語文化専攻（修士課程） 55 － 110 言語文化専攻（修士課程） 55 － 110
言語文化専攻（博士後期課程） 2 － 6 言語文化専攻（博士後期課程） 2 － 6

　法学研究科 　法学研究科

ビジネス法務専攻（修士課程） 10 － 20 ビジネス法務専攻（修士課程） 10 － 20
ビジネス法務専攻（博士後期課程） 3 － 9 ビジネス法務専攻（博士後期課程） 3 － 9

　政治経済学研究科 　政治経済学研究科

政治経済学専攻（修士課程） 10 － 20 政治経済学専攻（修士課程） 10 － 20
政治経済学専攻（博士後期課程） 3 － 9 政治経済学専攻（博士後期課程） 3 － 9

　経営学研究科 　経営学研究科

会計学専攻（修士課程） 10 － 20 会計学専攻（修士課程） 10 － 20

　データサイエンス研究科 　データサイエンス研究科
データサイエンス専攻（修士課程） 10 － 20 データサイエンス専攻（修士課程） 10 － 20

データサイエンス専攻（博士後期課程） 3 － 9 課程変更(届出）

　人間社会研究科 　人間社会研究科

人間学専攻（修士課程） 30 － 60 人間学専攻（修士課程） 30 － 60

人間学専攻（博士後期課程） 3 － 9 人間学専攻（博士後期課程） 3 － 9

実践福祉学専攻（修士課程） 7 － 14 実践福祉学専攻（修士課程） 7 － 14

　仏教学研究科 　仏教学研究科

       仏教学専攻（修士課程） 5 － 10        仏教学専攻（修士課程） 5 － 10

仏教学専攻（博士後期課程） 2 － 6 仏教学専攻（博士後期課程） 2 － 6

　環境学研究科 　環境学研究科

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（修士課程） 10 － 20 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（修士課程） 10 － 20
環境ｼｽﾃﾑ専攻（博士後期課程） 2 － 6 環境ｼｽﾃﾑ専攻（博士後期課程） 2 － 6

　工学研究科 　工学研究科

数理工学専攻（修士課程） 15 － 30 数理工学専攻（修士課程） 15 － 30
数理工学専攻（博士後期課程） 2 － 6 数理工学専攻（博士後期課程） 2 － 6

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻（修士課程） 15 － 30 建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻（修士課程） 15 － 30

　教育学研究科 　教育学研究科

教育学専攻（修士課程） 10 － 20 教育学専攻（修士課程） 10 － 20

　薬科学研究科 　薬科学研究科

薬科学専攻（修士課程） 5 － 10 薬科学専攻（修士課程） 5 － 10

薬科学専攻（博士後期課程） 5 － 15 薬科学専攻（博士後期課程） 5 － 15

　看護学研究科 　看護学研究科

看護学専攻（修士課程） 10 － 20 看護学専攻（修士課程） 10 － 20

看護学専攻（博士後期課程） 3 － 9 看護学専攻（博士後期課程） 3 － 9

　通信教育部 　通信教育部

　     人間社会研究科 　     人間社会研究科

人間学専攻（修士課程） 60 － 120 人間学専攻（修士課程） 60 － 120
実践福祉学専攻（修士課程） 10 － 20 実践福祉学専攻（修士課程） 10 － 20

仏教学研究科 仏教学研究科 

仏教学専攻（修士課程） 20 － 40 仏教学専攻（修士課程） 20 － 40

環境学研究科 環境学研究科
環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（修士課程） 10 － 20 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（修士課程） 10 － 20

計 336 699 計 339 708
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 〇 7 共同

1後 1 〇 6 1 共同

－ 2 0 0 7 6 1 0 0 0 ―

2前 1 ○ 4 4 1 共同

2後 1 ○ 4 4 1 共同

－ 0 2 0 4 4 1 0 0 0 ―

2前 1 ○ 5 3 共同

2後 1 ○ 5 3 共同

－ 0 2 0 5 3 0 0 0 0 ―

1通 4 ○ 7 6 1

2通 4 〇 7 6 1

3通 4 〇 7 6 1

－ 12 0 0 7 6 1 0 0 0 ―

－ 14 4 0 7 6 1 0 0 0 ―

小計（2科目） －

－

１学期の授業期間 14週

授業期間等

１学年の学期区分 2学期

合計（9科目）

学位又は称号 博士（データサイエンス学） 学位又は学科の分野 工学関係、経済学関係

卒業要件及び履修方法

必修14単位、選択2単位（「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」2単位又
は「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」2単位）合計16単位を修得し、
博士論文について本研究科が行う審査及び試験に合格することを修了要
件とする。 100分

専任教員等の配置

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（データサイエンス研究科　データサイエンス専攻（博士後期課程））

科
目
区
分

授業科目の名称
配当
年次

未来創造発展研究(研究指導)１

未来創造発展研究(研究指導)２

未来創造発展研究(研究指導)３

小計（3科目）

１時限の授業時間

発
展
科
目

－

単位数 授業形態

データサイエンス先端発展研究１

データサイエンス先端発展研究２

小計（2科目） －

未来創造発展セミナー１Ａ

未来創造発展セミナー１Ｂ

未来創造発展セミナー２Ａ

未来創造発展セミナー２Ｂ

小計（2科目） －

研
究
指
導
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 1 〇 2
集中
共同

2通 1 〇 2
集中
共同

－ 2 0 0 2 0 0 0 0 0 ―

1通 1 〇 4 オムニバス

2通 1 〇 4 オムニバス

－ 0 2 0 4 0 0 0 0 0 ―

1通 1 〇 2 1 オムニバス

2通 1 〇 2 1 オムニバス

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 0 ―

1通 4 ○ 6 1

2通 4 〇 6 1

3通 4 〇 6 1

－ 12 0 0 6 1 0 0 0 0 ―

－ 14 4 0 6 1 0 0 0 0 ―

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格A4縦型）

合計（9科目） －

小計（2科目） －

研
究
指
導

小計（3科目） －

発
展
科
目

数理工学発展講義１

数理工学発展講義２

数理工学発展セミナー１Ａ

数理工学発展セミナー２Ｂ

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修14単位、選択2単位（「数理工学発展セミナー１Ａ、１Ｂ」2
単位又は「数理工学発展セミナー２Ａ、２Ｂ」2単位）、合計16単
位を修得し、博士論文について本研究科が行う審査及び試験に合
格することを修了要件とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 14週

１時限の授業時間 100分

小計（2科目） －

数理工学発展セミナー１Ｂ

数理工学発展セミナー２Ａ

小計（2科目） －

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

（工学研究科　数理工学専攻（博士後期課程））

数理工学発展研究(研究指導)２

数理工学発展研究(研究指導)３

学位又は称号 博士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

数理工学発展研究(研究指導)１
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2通 4 ○ 2

－ 4 2 0 0 0 0 0 ―

3前 2 ○ 1

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 0 ―

1・2通 4 ○ 4

－ 4 4 0 0 0 0 0 ―

3前 2 ○ 1

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 0 ―

1通 4 ○ 5

2通 4 ○ 5

3通 4 ○ 5

－ 12 0 0 5 0 0 0 0 0 ―

－ 12 12 0 7 0 0 0 0 0 ―

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目12単位、各コースの演習4単位及び特論2単位の合計18単位を修得するとと
もに、博士論文の審査及び試験に合格することを修了要件とする。

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 14週

1時限の授業時間 100分

合計（7科目） －

学位又は称号
博士（政治学）
博士（経済学）

学位又は学科の分野 　法学関係、経済学関係

－

経
済
学

コ
ー

ス

演
習

経済学演習

小計（1科目） －

特
論

政治経済学特論１

小計（1科目） －

研
究
指
導

博士論文研究指導１

博士論文研究指導２

博士論文研究指導３

小計（3科目）

政
治
学

コ
ー

ス

演
習

政治学演習

小計（1科目） －

特
論

政治経済学特論２

小計（1科目） －

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（政治経済学研究科政治経済学専攻（博士後期課程）)

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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別記様式第２号（その２の１）

（環境学研究科　環境システム専攻（博士後期課程））

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 5 2 2 オムニバス

小計（1科目） ― 2 0 0 5 2 2 0 0 0 ―

1後 2 ○ 3 1 1 オムニバス

1後 2 ○ 3 1 1
オムニバス
共同（一部）

小計（2科目） ― 0 4 0 3 1 1 0 0 0 ―

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 2 1 1 オムニバス共同（一部）

小計（2科目） ― 0 4 0 2 1 1 0 0 0 ―

2通 4 ○ 5 2 2

特殊研究（研究指導）1 1通 4 ○ 5 2 2

特殊研究（研究指導）2 2通 4 ○ 5 2 2

特殊研究（研究指導）3 3通 4 ○ 5 2 2

－ 16 0 0 5 2 2 0 0 0 －

― 18 8 0 5 2 2 0 0 0 ―

卒業要件及び履修方法 授業期間等

（環境マネジメント分野）
必修科目18単位、「環境マネジメント科目群」より計4単位、合計22単位を修得するとともに、博士論文
について本研究科が行う審査及び試験に合格することを修了要件とする。
（エコプロダクツ分野）
必修科目18単位、「エコプロダクツ科目群」より計4単位、合計22単位を修得するとともに、博士論文に
ついて本研究科が行う審査及び試験に合格することを修了要件とする。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 14週

１時限の授業時間 100分

小計（9科目） ―

学位又は称号 博士（環境学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係、工学関係

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
科
目
群

エコプロダクツ研究

先端エコプロダクツ演習

―

研
究
指
導

環境学個別研究

小計（4科目） －

共
通
科
目

環境学基盤研究

―

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
群

環境マネジメント研究

先端環境マネジメント演習

―

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 　  育  　 課  　 程　   等   　の  　 概   　要   　

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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別記様式第２号（その２の１）

（データサイエンス学部　データサイエンス学科）

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

仏教（生き方を考える）基礎 1③～④ 2 ○ 兼1

仏教（生き方を考える）発展 3①～② 2 ○ 兼1

小計（2科目） ― 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2 ―

スポーツと身体科学 1①～② 1 ○ 兼7 オムニバス

フィールド・スポーツ 2①～④ 1 ○ 兼1

小計（2科目） ― 0 2 0 0 0 0 0 0 兼7 ―

データサイエンス基礎 1① 1 ○ 1

人工知能基礎 1② 1 ○ 1

メディアリテラシー 1③・④ 1 ○ 1 1

情報技法基礎 1③・④ 1 ○ 1 兼3

情報技法発展Ａ 2①・② 1 ○ 兼1

情報技法発展Ｂ 2②～③ 1 ○ 1

情報技法発展Ｃ 2②～③ 1 ○ 1

プログラミング基礎 1③・④ 1 ○ 2 兼1

プログラミング発展Ａ 2①・② 1 ○ 2

プログラミング発展Ｂ 2②～③ 1 ○ 1

人工知能技術と社会 2③～④ 1 ○ 1

機械学習活用１ 2④ 1 ○ 1

機械学習活用２ 2④ 1 ○ 1

データサイエンス活用１ 2④ 1 ○ 1

データサイエンス活用２ 2④ 1 ○ 1

メディアデザイン 2④ 1 ○ 1

サービスデザイン 2④ 1 ○ 1

人工知能実践プロジェクト 3①～② 2 ○ 1

小計（18科目） ― 2 17 0 2 3 1 2 0 兼3 ―

英語基礎Ａ 1①～② 2 ○ 兼7

英語基礎Ｂ 1①～② 1 ○ 兼4

英語基礎Ｃ 1③～④ 2 ○ 兼7

英語基礎Ｄ 1③～④ 1 ○ 兼4

英語発展Ａ 2①～② 1 ○ 兼2

英語発展Ｂ 2①～② 1 ○ 兼2

英語発展Ｃ 2③～④ 1 ○ 兼2

英語発展Ｄ 2③～④ 1 ○ 兼2

英語綜合Ａ 3①～② 1 ○ 兼2

英語綜合Ｂ 3③～④ 1 ○ 兼2

中国語基礎１ 1①～② 1 ○ 兼7

中国語基礎２ 1③～④ 1 ○ 兼7

中国語発展１ 2①～② 1 ○ 兼1

中国語発展２ 2①～② 1 ○ 兼1

フランス語基礎１ 1①～② 1 ○ 兼2

フランス語基礎２ 1③～④ 1 ○ 兼2

フランス語発展１ 2①～② 1 ○ 兼1

フランス語発展２ 2①～② 1 ○ 兼1

ドイツ語基礎１ 1①～② 1 ○ 兼1

ドイツ語基礎２ 1③～④ 1 ○ 兼1

ドイツ語発展１ 2①～② 1 ○ 兼1

ドイツ語発展２ 2①～② 1 ○ 兼1

スペイン語基礎１ 1①～② 1 ○ 兼3

スペイン語基礎２ 1③～④ 1 ○ 兼3

スペイン語発展１ 2①～② 1 ○ 兼1

スペイン語発展２ 2①～② 1 ○ 兼1

韓国語基礎１ 1①～② 1 ○ 兼4

韓国語基礎２ 1③～④ 1 ○ 兼4

韓国語発展１ 2①～② 1 ○ 兼1

韓国語発展２ 2①～② 1 ○ 兼1

留学準備１ 1①～② 1 ○ 兼1

留学準備２ 1①～② 1 ○ 兼1

英語資格・検定試験対策１ 1①・② 1 ○ 兼2

英語資格・検定試験対策２ 1①・②・③ 1 ○ 兼1

小計（34科目） ― 4 32 0 0 0 0 0 0 兼29 ―
日本語リテラシー 1② 1 ○ 兼3

日本語基礎Ａ 1① 1 ○ 兼5

日本語基礎Ｂ 1② 1 ○ 兼5

日本語基礎Ｃ 1③ 1 ○ 兼5

日本語基礎Ｄ 1④ 1 ○ 兼5

日本語発展Ａ 2① 1 ○ 兼1

日本語発展Ｂ 2② 1 ○ 兼1

日本語発展Ｃ 2③ 1 ○ 兼1

日本語発展Ｄ 2④ 1 兼1

日本事情 1③～④ 2 ○ 兼1

小計（10科目） ― 1 10 0 0 0 0 0 0 兼9 ―
ＳＤＧｓ基礎 1① 1 ○ 兼7

ＳＤＧｓ発展１ 1② 1 ○ 兼6 オムニバス
ＳＤＧｓ発展２ 1③ 1 ○ 兼8 オムニバス
ＳＤＧｓ発展３ 1④ 1 ○ 兼7 オムニバス
ＳＤＧｓ特講 3①～② 2 ○ 兼1

小計（5科目） ― 4 2 0 0 0 0 0 0 兼27 ―

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 　  育  　 課  　 程　   等   　の  　 概   　要   　

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

―

情
報

―

外
国
語

―

教
養
日
本
語

―

C
H
P

―

共
通
科
目

建
学

―
ス
ポ
ー

ツ
・
身

体

基本計画書-12



フィールド・スタディーズ 1①～④ 1 ○ 1 兼39 集中オムニバス
フィールド・スタディーズ１ 1①～④ 1 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ２ 1①～④ 2 ○ 兼4

フィールド・スタディーズ３ 1①～④ 3 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ４ 1①～④ 4 ○ 兼10

フィールド・スタディーズ発展１Ａ 1休 1 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展１Ｂ 1休 2 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展１Ｃ 1休 3 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展１Ｄ 1休 4 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展２Ａ 2休 1 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展２Ｂ 2休 2 ○ 兼12 集中オムニバス
フィールド・スタディーズ発展２Ｃ 2休 3 ○ 兼4 集中オムニバス
フィールド・スタディーズ発展２Ｄ 2休 4 ○ 兼4

フィールド・スタディーズ発展２Ｅ 2休 5 ○ 兼5 集中オムニバス
フィールド・スタディーズ発展３Ａ 3休 1 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展３Ｂ 3休 2 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展３Ｃ 3休 3 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展３Ｄ 3休 4 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展３Ｅ 3休 5 ○ 兼5 集中オムニバス
フィールド・スタディーズ発展４Ａ 4休 1 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展４Ｂ 4休 2 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展４Ｃ 4休 3 ○ 兼1

フィールド・スタディーズ発展４Ｄ 4休 4 ○ 兼1

小計（23科目） ― 1 60 0 0 0 1 0 0 兼50 ―
インターンシップ 2②～④ 1 ○ 兼1

企業協働プロジェクト 2①～④ 2 ○ 兼1

小計（2科目） ― 0 3 0 0 0 0 0 0 兼1 ―
全学教養ゼミナール１ 1①～② 2 ○ 兼2 オムニバス
全学教養ゼミナール２ 1③～④ 2 ○ 兼2

小計（2科目） ― 0 4 0 0 0 0 0 0 兼3 ―
武蔵野市自由講座 1③～④ 2 ○ 兼12 オムニバス
証券ビジネス論 2③～④ 2 ○ 兼1 オムニバス
未来型都市とメディア 2③～④ 2 ○ 兼1 オムニバス
小計（3科目） ― 0 6 0 0 0 0 0 0 兼14 ―

－ 16 136 0 2 3 1 2 0 兼122

　データサイエンス学 1① 2 ○ 1 1

　人類と人工知能（AI） 1③～④ 2 ○ 1

メディアクリエーション・データデザイン演習Ⅰ 1① 1 ○ 1

メディアクリエーション・データデザイン演習Ⅱ 1② 1 ○ 1

データサイエンスプログラミング演習Ⅰ 1③ 1 ○ 1

データサイエンスプログラミング演習Ⅱ 1④ 1 ○ 1

データと数理Ⅰ 2① 2 ○ 1

データと数理Ⅱ 2② 2 ○ 1 1 オムニバス
データと経済統計 1③ 2 ○ 1

データと計量経済学 2③ 2 ○ 1

ソーシャルイノベーションの起こし方 1① 2 ○ 1

グリーンエコノミー基礎 1② 2 ○ 1

サイバーフィジカルシステム 2④ 2 ○ 1 1 オムニバス
機械学習と深層学習 1③ 2 ○ 1

Webテクノロジ 2② 2 ○ 1

複合現実 2④ 2 ○ 兼1

マーケティングデータ分析 2③～④ 2 ○ 1

機械学習デザイン演習Ⅰ 2① 1 ○ 1

機械学習デザイン演習Ⅱ 2② 1 ○ 2 オムニバス
人工知能(AI)デザイン演習Ⅰ 2③ 1 ○ 1

人工知能(AI)デザイン演習Ⅱ 2④ 1 ○ 1

データサイエンス特論 3① 2 ○ 4 オムニバス
情報経済特論 3② 2 ○ 1

データマイニング 3③ 2 ○ 1

小計（24科目） ― 40 0 0 6 4 1 1 1 兼1 ―
　人工知能(AI)テクノロジ  2②～③ 2 ○ 1

マルチメディア知識ベース 3②～③ 2 ○ 1 1 オムニバス
人工知能(AI)・人間協調進化システム 3② 2 ○ 1

人工知能(AI)ゲームクリエーション 3③ 2 ○ 4 オムニバス
ロボティクス・IoT 3②～③ 2 ○ 1

サイバーセキュリティと人工知能(AI) 3④ 2 ○ 1

小計（6科目） ― 0 12 0 2 4 0 0 0 ―
　機械学習アルゴリズムデザイン 2④ 2 ○ 1

　データベースデザイン 3① 2 ○ 1 兼1 オムニバス
　画像・音声認識システム 3③ 2 ○ 1

テキストマイニング 3① 2 ○ 1

時空間データベース 3② 2 ○ 1

リアルワールド解析シミュレータ 3④ 2 ○ 1

小計（6科目） ― 0 12 0 3 2 0 0 0 兼1 ―
マーケティング・オートメーション 3③ 2 ○ 兼1

人工知能(AI)社会の情報倫理 3③ 2 ○ 1

社会・環境・ビジネスデザイン 3① 2 ○ 1

グローバル・ビジネス・ガバナンス 3③ 2 ○ 1

ビジネスモデル創出 3④ 2 ○ 兼1

社会・環境・ビジネスフィールドワーク 3③ 2 ○ 1

小計（6科目） ― 0 12 0 1 1 1 0 0 兼1 ―
　専門コース演習Ⅰ(人工知能（AI）クリエーション) 3① 1 ○ 1 1 オムニバス
　専門コース演習Ⅱ(人工知能（AI）アルゴリズムデザイン) 3② 1 ○ 1 1 オムニバス
　専門コース演習Ⅲ（ソーシャルイノベーション） 3③ 1 ○ 1 1 オムニバス
小計（3科目） ― 3 0 0 3 3 0 0 0 ―
　社会連携活動概論 2① 1 ○ 1 1 オムニバス
　データサイエンス社会実践学習（短期） 2①～④ 1 ○ 1 1 1 1 オムニバス
　データサイエンス社会実践学習（中期） 2①～④ 2 ○ 1 1 1 1 オムニバス
　データサイエンス社会実践学習（長期） 2①～④ 3 ○ 1 1 1 1 オムニバス
　データサイエンス社会実践学習（海外） 2①～④ 4 ○ 2 1 1 オムニバス
小計（5科目） ― 1 10 0 3 1 1 1 1 ―

　未来創造PJ-AⅠ 1③～④ 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-BⅠ 1③～④ 2 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-AⅡ 2①～② 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-BⅡ 2①～② 2 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-AⅢ 2③～④ 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-BⅢ 2③～④ 2 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　未来創造PJ-AⅣ 3①～② 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

  未来創造PJ-BⅣ 3①～② 2 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　卒業論文創成課題 3③～④ 2 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　卒業論文Ⅰ 4①～② 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

　卒業論文Ⅱ 4③～④ 4 ○ 7 5 1 2 オムニバス

小計（11科目） ― 10 24 0 7 5 1 2 0 ―

54 70 0 7 5 2 2 1 兼3

― 70 206 0 8 7 2 2 1 兼125 ―

―

フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ

―
イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ ―

全
学
教
養

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

―

寄
付
講
座 ―

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型
科
目

―

共通科目（小計101科目）

学
科
科
目

専
門
共
通
科
目

―

専
門
コ
ー

ス
科
目

A
I
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
・
コ
ー

ス

―

A
I
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

デ
ザ
イ
ン
・
コ
ー

ス ―

ソ
ー

シ

ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ

ン
・
コ
ー

ス

―

演
習

―

社
会
連
携
型
教
育 ―

小計（61科目）

小計（162科目） ―
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学位又は称号 学士（データサイエンス学） 学位又は学科の分野 工学関係、経済学関係

１学期の授業期間 ７週

１時限の授業時間 １００分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

共通科目は、必修１６単位。学科科目は必修５４単位を含めて８７単位。自由選択単位は２１単位以上の合計１２４単位以上修得
する。自由選択単位は、共通科目、学科科目、５大学単位認定科目、他学部・他学科の学科科目の単位をあてることができる。多
様なメディアを利用して行うデータサイエンス社会実践学修は（短期）１単位、（中期）２単位、（長期）３単位、（海外）４単位とし、
データサイエンス学部学科科目の選択科目として履修することができる。

１学年の学期区分 ４学期
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別記様式第２号（その２の１）

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程））

必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

データサイエンス先端研究 1前 2 ○ 4 オムニバス

小計（1科目） ― 2 0 0 4 0 0 0 0 ―

マルチメディア知識ベース特論 1・2前 2 ○ 1

データ・テキストマイニング特論 1・2前 2 ○ 1

人工知能特論 1・2前 2 ○ 1

機械学習特論 1・2前 2 ○ 1

サイバー・フィジカルシステム特論 1・2後 2 ○ 1

サイバーセキュリティ特論 1・2後 2 ○ 1

複合現実特論 1・2後 2 ○ 1

ロボティクス特論 1・2後 2 ○ 1

グローバル環境データベースシステム特論 1・2後 2 ○ 1

情報経済・データサイエンス特論 1・2前 2 ○ 1

データサイエンス・ビジネスデザイン特論 1・2後 2 ○ 1

ソーシャルイノベーション特論 1・2後 2 ○ 1

小計（12科目） ― 0 24 0 6 6 0 0 0 ―

国際連携データサイエンス特別研究１(インターンシップ) 1・2通 2 ○ 6 6 集中

国際連携データサイエンス特別研究２(インターンシップ) 1・2通 4 ○ 6 6 集中

小計（2科目） ― 0 6 0 6 6 0 0 0 ―

未来創造特別研究１ 1前 2 ○ 6 6 1

未来創造特別研究２ 1後 2 ○ 6 6 1

未来創造特別研究３ 2前 4 ○ 6 6 1

未来創造特別研究４ 2後 4 ○ 6 6 1

小計（4科目） ― 12 0 0 6 6 1 0 0 ―

― 14 30 0 6 6 1 0 0 ―

卒業要件及び履修方法 授業期間等

必修科目14単位、選択科目で専門科目：データサイエンス技術より2単位以上(選択必修)、
データサイエンス応用より2単位以上(選択必修)、ソーシャルイノベーションより2単位以上(選
択必修)とし、計16単位、合計30単位を修得するとともに、修士論文について本研究科が行う
審査及び試験に合格することを修了要件とする。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

合計（19科目） ―

学位又は称号 修士（データサイエンス学） 学位又は学科の分野 工学関係、経済学関係

―

―

―

―

共
通

科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術

デ
ー

タ
サ
イ

エ
ン
ス
応
用

専
門
科
目

専
門
実
践

科
目

研
究
指
導

ソ
ー

シ

ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 　  育  　 課  　 程　   等   　の  　 概   　要   　

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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別紙様式第2号（その3の1）

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

データサイエンス先
端発展研究１

データサイエンス分野における世界的なレベルの先端研究を広く俯瞰し、その基礎から発展にわたる技
術、知識を修得することは重要である。本講義では、社会、経済、医療、科学技術、環境などの多様な
分野・領域で、新たな事実の解明、価値創造をするデータサイエンス研究について、大局的かつ、具体
的な最新研究事例を取り上げて解説し、この分野の最先端研究を先導するための技術、知識を修得す
る。データサイエンス分野の最先端のビジネス、技術と社会応用に関する最新研究動向について、それ
ら分野の研究者及び実践者の知見をベースとした解説、実習を中心に講義を行う。この講義では、特
に、人工知能、知識ベース、サイバーフィジカルシステム、知能機械学研究とＶＲ応用、データサイエ
ンス・ビジネスモデリング、データサイエンス・ソーシャルイノベーション、マルチデータベースシス
テムを中心とし、履修者の対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得のため、担当教員と受講
内容を組み立て、独自の研究テーマの発展への知見と技術を修得する。

（共同／全７回、対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得）
（１　タッサネー　チャロエンポーン）データサイエンス・ソーシャルイノベーション
（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ）人工知能（ＡＩ)研究とデータサイエンス・ビジネスモ
デリング
（３　石橋　直樹）データサイエンスとマルチデータベースシステム
（４　岩田　洋夫）　データサイエンス、知能機械学研究とＶＲ研究
（５　北川　高嗣）　データサイエンスと社会価値創造
（６　清木　康）　データサイエンス、人工知能（ＡＩ)と知識ベース研究
（７　武藤　佳恭）　サイバーフィジカルシステムと人工知能（ＡＩ)研究

共同

データサイエンス先
端発展研究２

データサイエンス先端発展研究１に引き続き、本講義では、社会、経済、医療、科学技術、環境などの
多様な分野・領域で、新たな事実の解明、価値創造するデータサイエンス研究について、大局的かつ、
具体的な最新研究事例を取り上げて解説し、この分野の最先端研究を先導するための技術、知識を修得
する。データサイエンス分野の最先端のビジネス、技術と社会応用に関する最新研究動向について、そ
れら分野の研究者及び実践者の知見をベースとした解説、実習を中心に講義を行う。この講義では、特
に、人工知能、知識ベース、サイバーフィジカルシステム、データサイエンス・ビジネスモデリングを
中心とし、履修者の対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得のため、担当教員と受講内容を
組み立て、独自の研究テーマの発展への知見と技術を修得する。

（共同／全７回、対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得）
（８　佐々木　史織）　データサイエンスと時空間データベース研究
（９　中西　崇文）　データサイエンス、人工知能（ＡＩ)と感性情報処理研究
（１０　中村　亮太）　データサイエンス、人工知能（ＡＩ)とＶＲ応用
（１１　林　康弘）　サイバーフィジカルシステムとマルチメディアデータベース研究
（１２　福原 義久）人工知能（ＡＩ)研究と機械学習応用
（１３　渡邉　紀文）人工知能（ＡＩ)研究とロボティクス応用
（１４　長谷川　理）データサイエンスとe-learning応用

共同

未来創造発展セミ
ナー１Ａ

未来創造発展セミナー１Ａは、未来創造発展研究における研究活動において、履修者自身の研究に関し
てプレゼンテーションを行い担当教員と履修者同士で研究討議を行う科目である。履修者は、担当教員
以外の教員の指導や他の履修者のコメントを受けながら、博士後期課程における履修者自身のデータサ
イエンス研究の広がりと深さを創造する。

（共同／全７回）
（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/６　清木　康/１１　林　康弘）
ＡＩシステムデザイン、データテキストマイニング、セマンティック・コンピューティング、ＡＩ応用

（７　武藤　佳恭/１２　福原　義久/１３　渡邊　紀文）
ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、機械学習、深層学習、ＡＩ応用

（４　岩田　洋夫／１０　中村　亮太/１４　長谷川　理）
複合現実、ＡＩ応用

共同

未来創造発展セミ
ナー１Ｂ

未来創造発展セミナー１Ａに引き続き、未来創造発展セミナー１Ｂは、未来創造発展研究における研究
活動において、履修者自身の研究に関する発展的なプレゼンテーションを行い、担当教員と履修者同士
で研究討議を行う科目である。履修者は、担当教員以外の教員の指導や他の履修者のコメントを受けな
がら、博士後期課程における履修者自身のデータサイエンス研究の広がりと深さを創造する。

（共同／全７回）
（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/６　清木　康/１１　林　康弘）
ＡＩシステムデザイン、データテキストマイニング、セマンティック・コンピューティング、ＡＩ応用

（７　武藤　佳恭/１２　福原　義久/１３　渡邊　紀文）
ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、機械学習、深層学習、ＡＩ応用

（４　岩田　洋夫／１０　中村　亮太/１４　長谷川　理）
複合現実、ＡＩ応用

共同

未来創造発展セミ
ナー２Ａ

未来創造発展セミナー２Ａは、未来創造発展研究における研究活動において、履修者自身の研究に関す
るプレゼンテーションを行い、担当教員と履修者同士で研究討議を行う科目である。履修者は、担当教
員以外の教員の指導や他の履修者のコメントを受けながら、博士後期課程における履修者自身のデータ
サイエンス応用の広がりとソーシャルイノベーションの発展を創造する。

（共同／全７回）
（１　タッサネー　チャロエンポーン/２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/８　佐々木　史織）
ソーシャルイノベーション/ＡＩ応用

（５　北川　高嗣/９　中西　崇文）
情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション

（１　タッサネー　チャロエンポーン/３　石橋　直樹/６　清木　康/１１　林　康弘）
データサイエンス・ビジネスマーケティング

共同

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授         業          科          目 の 概   要

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程））

発
展
科
目
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別紙様式第2号（その3の1）

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授         業          科          目 の 概   要

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程））

発
展
科
目

未来創造発展セミ
ナー２Ｂ

未来創造発展セミナー２Ａに引き続き、未来創造発展セミナー２Ｂは、未来創造発展研究における研究
活動において、履修者自身の研究に関する発展的なプレゼンテーションを行い、担当教員と履修者同士
で研究討議を行う科目である。履修者は、担当教員以外の教員の指導や他の履修者のコメントを受けな
がら、博士後期課程における履修者自身のデータサイエンス応用の広がりとソーシャルイノベーション
の発展を創造する。

（共同／全７回）
（１　タッサネー　チャロエンポーン/２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/８　佐々木　史織）
ソーシャルイノベーション/ＡＩ応用

（５　北川　高嗣/９　中西　崇文）
情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション

（１　タッサネー　チャロエンポーン/３　石橋　直樹/６　清木　康/１１　林　康弘）
データサイエンス・ビジネスマーケティング

共同

未来創造発展研究
(研究指導)１

未来創造発展研究(研究指導)１は、1年次に設置する4単位の科目である。履修者は、データサイエンス
領域を対象とした以下の研究プロジェクトに参加し、共同的・協調的発展研究活動を実施することによ
り、自身のデータサイエンス研究とともに、他者のデータサイエンス研究との連携による新たな研究発
展の機会を獲得することができる。履修者は、担当教員の指導を受けながら、博士後期課程における研
究テーマを自ら見出し、独創的な研究活動を推進するための計画を策定する。

（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/６　清木　康/１１　林　康弘）
ＡＩシステムデザイン、データテキストマイニング、セマンティック・コンピューティング、ＡＩ応用

（１　タッサネー　チャロエンポーン/２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/８　佐々木　史織）
ソーシャルイノベーション/ＡＩ応用

（７　武藤　佳恭/１２　福原　義久/１３　渡邊　紀文）
ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、ＡＩ応用

（５　北川　高嗣/９　中西　崇文）
情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション

（１　タッサネー　チャロエンポーン/３　石橋　直樹/６　清木　康/１１　林　康弘）
データサイエンス・ビジネスマーケティング

（３　石橋　直樹/７　武藤　佳恭/１２　福原　義久）
機械学習、深層学習、ＡＩ応用

（４　岩田　洋夫／１０　中村　亮太/１４　長谷川　理）
複合現実、ＡＩ応用

未来創造発展研究
(研究指導)２

未来創造発展研究(研究指導)１に引き続き、未来創造発展研究(研究指導)２は、2年次に設置する4単位
の科目である。履修者は、データサイエンス領域を対象とした以下の研究プロジェクトに参加し、共同
的・協調的発展研究活動を実施することにより、自身のデータサイエンス研究とともに、他者のデータ
サイエンス研究との連携による新たな研究発展の機会を獲得することができる。履修者は、担当教員の
指導を受けながら、博士後期課程における独創的な研究テーマのモデル化、実験環境の設計・構築、及
びデータ取集を行い、研究活動を推進する。

（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/６　清木　康/１１　林　康弘）
ＡＩシステムデザイン、データテキストマイニング、セマンティック・コンピューティング、ＡＩ応用

（１　タッサネー　チャロエンポーン/２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/８　佐々木　史織）
ソーシャルイノベーション/ＡＩ応用

（７　武藤　佳恭/１２　福原　義久/１３　渡邊　紀文）
ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、ＡＩ応用

（５　北川　高嗣/９　中西　崇文）
情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション

（１　タッサネー　チャロエンポーン/３　石橋　直樹/６　清木　康/１１　林　康弘）
データサイエンス・ビジネスマーケティング

（３　石橋　直樹/７　武藤　佳恭/１２　福原　義久）
機械学習、深層学習、ＡＩ応用

（４　岩田　洋夫／１０　中村　亮太/１４　長谷川　理）
複合現実、ＡＩ応用

研
究
指
導
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別紙様式第2号（その3の1）

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授         業          科          目 の 概   要

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程））

研
究
指
導

未来創造発展研究
(研究指導)３

未来創造発展研究(研究指導)２に引き続き、未来創発展研究(研究指導)３は、３年次に設置する4単位
の科目である。履修者は、データサイエンス領域を対象とした以下の研究プロジェクトに参加し、共同
的・協調的発展研究活動を実施することにより、自身のデータサイエンス研究とともに、他者のデータ
サイエンス研究との連携による新たな研究発展の機会を獲得することができる。履修者は、担当教員の
指導を受けながら、博士後期課程における独創的でグローバルな研究活動を推進し、研究をまとめる。

（２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/６　清木　康/１１　林　康弘）
ＡＩシステムデザイン、データテキストマイニング、セマンティック・コンピューティング、ＡＩ応用

（１　タッサネー　チャロエンポーン/２　ウィラット　ソンラートラムワニッチ/８　佐々木　史織）
ソーシャルイノベーション/ＡＩ応用

（７　武藤　佳恭/１２　福原　義久/１３　渡邊　紀文）
ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、ＡＩ応用

（５　北川　高嗣/９　中西　崇文）
情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション

（１　タッサネー　チャロエンポーン/３　石橋　直樹/６　清木　康/１１　林　康弘）
データサイエンス・ビジネスマーケティング

（３　石橋　直樹/７　武藤　佳恭/１２　福原　義久）
機械学習、深層学習、ＡＩ応用

（４　岩田　洋夫／１０　中村　亮太/１４　長谷川　理）
複合現実、ＡＩ応用
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武蔵野大学　葛西国際寮

図面-1



私立大学の位置及び校地の状況を明らかにする図面
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キャンパス広場

モニュメント広場

3号館

1号館

2号館
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学校法人　武蔵野大学　 

有明キャンパス　建物配置図　

有明キャンパス4号館 

2階 5階を借用 

校舎面積（専用）：4,735.40㎡（借用）

　 

6号館 

5号館

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程） 
使用キャンパス
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武蔵野キャンパス　建物配置図
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学校法人　武蔵野大学 

葛西国際寮　敷地図
基本計画書の「校地等」の「その他（専用）」：1360.85㎡ ‥‥
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学校法人　武蔵野大学 

富士見校地　敷地図
校地面積（専用）：15,166.56㎡ ‥‥
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○武蔵野大学大学院学則（案） 

（平成１１年 ４月 １日） 
改正 平成１２年 ４月 １日  平成１３年 ４月 １日 

平成１４年 ４月 １日  平成１５年 ４月 １日 

平成１６年 ４月 １日  平成１７年 ４月 １日 

平成１８年 ４月 １日  平成１９年 ４月 １日 

平成２０年 ４月 １日  平成２１年 ４月 １日 

平成２２年 ４月 １日  平成２３年 ４月 １日 

平成２４年 ４月 １日  平成２５年 ４月 １日 

 平成２６年 ４月 １日  平成２７年 ４月 １日 

平成２８年 ４月 １日  平成２９年 ４月 １日 

 平成３０年 ４月 １日  平成３１年 ４月 １日 

令和 ２年 ４月 １日  令和 ３年 ４月 １日 

令和 ４年 ４月 １日              

         

                     

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本大学院は、武蔵野大学大学院（以下「本大学院」という。）と称する。 

（目的） 

第１条の２ 本大学院は、仏教精神に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥

を究めて、文化の進展に寄与することを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第１条の３ 本大学院は、教育水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成す

るため、教育研究活動等の状況についても自ら点検し、評価を行う。 

２ 点検、評価に関する事項・体制については、別に定める。 

（認証評価） 

第１条の４ 本大学院は、学校教育法に則り、文部科学大臣の認証を受けた者（認証評価

機関）による評価（認証評価）を受けるものとする。 

（学長） 

第１条の５ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

２ 教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見を聴くことが必要なものとして

学長が定めるものについては、別に定める。 

（課程） 

第２条 本大学院に修士課程及び博士課程を置く。 

２ 修士課程は学部における一般的並びに専門的教養の基礎の上に、広い視野に立って精

深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要

な高度の能力を養うことを目的とする。 

（１） 文学研究科 

ア 日本文学専攻 

    日本文学に関する総合的・体系的な学識をもち、日本文学や伝統文化の研究者や、
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その知識を活用する職業人等の高度な専門性を発揮できる人材を養成する。 

（２） 言語文化研究科 

ア 言語文化専攻 

自国又は英米の言語文化・文学の研究を中心とした総合的・体系的な学識をもつ

高度な専門性を備えた人材の育成、又は主として留学生を対象とした日本語による

ビジネス・コミュニケーションに必要な能力を有する高度職業人の育成を目的とす

る。 

（３） 法学研究科 

ア ビジネス法務専攻 

   民事取引法分野についての十分な学識を基礎に、金融法務、企業法務の現代的な

課題について理論と実務の双方からアプローチでき、新たなルールや取引スキーム

を開発できる能力を持った法務専門家を養成する。 

（４） 政治経済学研究科 

ア 政治経済学専攻 

政治及び経済の現状分析と理念の構築、政治及び経済の新たな制度設計・政策提

示並びに制度及び政策の実現という３つの課題に積極的に取り組むために必要な能

力とシティズンシップ・マインドを併せ備え、現場での問題解決を行える人材の養

成を目的とする。 

（５） 経営学研究科 

ア 会計学専攻 

企業を中心とする組織の経営に関する総合的・体系的な学識を持ち、現代社会が

抱える諸課題の解決に向けて会計学や経営学の専門的知識を適切に活用して原因を

探求し、他者と協働して解決へと取り組める人材を育成する。 

（６） データサイエンス研究科 

ア データサイエンス専攻 

“急速な技術と社会の革新”、“グローバルかつ複雑な社会問題”、“広域ある

いは地域的な環境問題”など多くの課題に対して、また夢のある創造的社会、独創

的技術の実現に向けて、データサイエンスの優れた研究成果と新たな社会的価値を

発信し、時代の変化を先導する国際的リーダーを育成する。 

（７） 人間社会研究科 

ア 人間学専攻 

人間の心的機能の問題を客観的に理解できる応用心理学の専門家、臨床心理の専

門家、言語聴覚士などの人間理解能力をもつ人材の育成を目的とする。 

イ 実践福祉学専攻 

高度な専門知識の修得と実践知の理論化により、“人”と“社会”に対する深い

洞察に基づく専門的倫理をもち、困難事例に対する援助技能はもちろんのこと、社
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会福祉の現場で必要とされるケースマネジメント力等の実践力を有し、指導・管理

能力に秀でた高度な社会福祉専門職業人を養成する。 

（８） 仏教学研究科

ア 仏教学専攻

仏教の歴史と思想を専門的に学び、自己及び社会のもつ課題に対して仏教的にア

プローチし、現代における仏教の意義を考究することで文化の興隆と深化に寄与で

きる研究者や宗教者及び職業人の育成を目的とする。 

（９） 工学研究科

ア 数理工学専攻

モデル構築と解析を 2つの柱とする数理工学の専門能力を身に付け、工学の諸問

題のみならず自然現象、社会現象に対してその本質を見抜き、理解し、問題解決に

役立てることができる高度専門職業人及び研究者を育成する。 

イ 建築デザイン専攻

建築学の体系的な知を基盤に、建築デザインの創発的な実践力を身に付け、人間

が構築する環境の諸課題に取組み、人間社会の発展を支え未来を切り拓く構想力と

実行力を備えた高度専門職業人及び研究者を育成する。 

（１０） 環境学研究科

ア 環境マネジメント専攻

持続可能な社会に向かうための中長期的社会変革ビジョンをもち、環境経営のた

めの環境マネジメントの推進者及びエコプロダクツの推進者として、環境マネジメ

ント能力を発揮して、企業及び地域の低炭素化、又は環境都市の実現に貢献できる

人材を養成することを目的とする。 

（１１） 教育学研究科

ア 教育学専攻

 初等及び中等教育における高い教育力を有し、教育現場において活躍できる専門

的知識と方法論を身に付けた高度専門職業人、又は教育の本質と現実的課題を問い

つづける研究姿勢と時代の要請にこたえる実践力を身に付けた研究者を養成する。 

（１２） 薬科学研究科

ア 薬科学専攻

創造性・柔軟性に富み、創薬、生命科学等幅広い分野で広く深い知識と探求力を

持ち、国際的にも活躍できる薬科学研究者及び医薬品の臨床開発並びに評価・承認

審査の知識を持ち、その実際を理解し医薬品開発の発展に努め、薬科学の進展に寄

与することのできる人材の養成を目的とする。 

（１３） 看護学研究科

ア 看護学専攻

仏教精神を基盤とし、広い視野を持って清深な学識を修め、専門性の高い看護実
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践能力や教育研究能力を備えた看護実践のスペシャリスト、管理者及び教育者を育

成する。 

３ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他

の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学

識を養うことを目的とする。 

（１） 文学研究科

ア 日本文学専攻

日本文学・文化に関する専門的な学識と深い理解をもち、高い研究能力と応用

力を有して日本文学・文化の発展に寄与する研究者や、その知識を活用する職業

人等の高度な専門性を発揮できる人材を養成する。 

（２） 言語文化研究科

ア 言語文化専攻

日本の言語・文化・言語教育、並びに多文化共生社会に対応するための研究を究

め、多文化共生社会を担う卓越した異文化理解力や言語運用能力を有してグローバ

ルに活躍する、日本の言語・文化・言語教育の研究者を養成する。

（３） 法学研究科

ア ビジネス法務専攻

ビジネス法務のレベルを高められる、実務に通じた研究者の養成に加えて、ビジ

ネスの現場において起業家のサポートやビジネスの拡大に伴うリスクの発見・分析

等を行う、いわゆる予防法務・戦略法務に携わる法務人材の指導・育成を行うこと

ができる実務家教員や、世界をリードしていくことができるレベルの研究者の養成

を目的とする。 

（４） 政治経済学研究科

ア 政治経済学専攻

 世界で生じている政治・経済の問題を解決するために、政治学又は経済学の高度

な専門知識をもち、政治と経済の関係性にも着目して、新たな解決策を提示できる

人材の養成を目的とする。 

（５） データサイエンス研究科

ア データサイエンス専攻

データサイエンスの先端技術を探求し、それらを広く応用するための分野横断型

研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的データサイエンス教

育研究を実現し、地球規模での課題を対象とした先進的な研究を国際的に先導する

データサイエンス研究プロフェッショナル及び産業界において国際的なイノベーシ

ョンを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルの育成を目的とす

る。 

（６） 人間社会研究科
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ア 人間学専攻 

建学の仏教精神に基づいて人間を深く理解し人間尊重の立場に立った研究活動を

行い、人間の精神と心理身体機能と社会行動とを総合的に考察できる高度の研究能

力及びその基礎となる豊かな学識を有する宗教家や応用心理学の研究者及び高度な

心理臨床の専門家を育成することを目的とする。 

（７） 仏教学研究科 

ア 仏教学専攻 

建学の仏教精神に則り、仏教学に関する高度に専門的な知識を修得し、その深

奥を究めて、文化思想の進展に寄与する人材を育成する。特に、人類が直面する

文明的危機、歴史的・社会的諸課題に対して、仏教の真理観、人間観と諸科学の

最新の成果を総合し人間尊重の立場に立って実践的に解決できる人材の養成を目

的とする。 

（８） 工学研究科 

ア 数理工学専攻 

数理モデルの構築とその解析を柱とする数理工学の高度な専門能力を身につけ、

工学の諸問題のみならず自然現象、社会現象における現実課題に対して独創的か

つ自立した研究を行うことで、産業の発展、技術革新及び持続可能な社会の構築

に貢献する研究者を育成する。 
（９） 環境学研究科 

ア 環境システム専攻 

人類が持続可能な社会に向かうための、中長期的社会変革ビジョンと高い倫理観

をもち、環境マネジメントやエコプロダクツに関わる環境システムの高度な知識と

能力を発揮して、企業や地域、大学等において、地球規模から国や家庭に至るまで

の幅広い持続可能な社会の構築実現に貢献できる人材を養成することを目的とす

る。 

（１０） 薬科学研究科 

ア 薬科学専攻 

創造性・柔軟性に富み、創薬、医療、生命科学等幅広い分野で広く深い知識と探

求力を持ち、国際的にも活躍できる高度薬科学研究者の養成及び、高度専門医療の

知識と、先進的な薬物療法を創造するための研究能力と研究マインドを身に付け、

最新の医薬品情報等を医師に提供し、薬物治療に貢献するなど、臨床現場で活躍で

きる高度実務薬科学研究者の養成を目的とする。 

（１１） 看護学研究科 

ア 看護学専攻 

看護の研究、教育の向上に寄与する高度に専門的な業務に従事するために、高い

学識と行動力を持ち、創造性高く、応用的で開発的な研究を行う研究者としての能
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力を培い、倫理観の高い研究者・教育者となれる資質を育成することを目的とす

る。 

（教育方法の特例） 

第２条の２ 次の研究科又は専攻に、夜間においても教育を行う課程を置く。 

文学研究科          日本文学専攻      修士課程 

言語文化研究科      言語文化専攻         修士課程 

法学研究科            ビジネス法務専攻        修士課程 

政治経済学研究科  政治経済学専攻         修士課程 

経営学研究科         会計学専攻           修士課程 

人間社会研究科      人間学専攻          修士課程 

人間社会研究科      実践福祉学専攻   修士課程 

仏教学研究科         仏教学専攻            修士課程 

工学研究科          数理工学専攻           修士課程 

環境学研究科   環境マネジメント専攻  修士課程 

教育学研究科         教育学専攻            修士課程 

看護学研究科   看護学専攻   修士課程 

文学研究科          日本文学専攻           博士後期課程 

言語文化研究科        言語文化専攻           博士後期課程 

政治経済学研究科       政治経済学専攻          博士後期課程 

人間社会研究科          人間学専攻   博士後期課程 

仏教学研究科         仏教学専攻                      博士後期課程 

環境学研究科           環境システム専攻         博士後期課程 

看護学研究科         看護学専攻                      博士後期課程 

（標準修業年限及び在学期間） 

第２条の３ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。ただし、人間学専攻の臨床心理

学コースを除き優れた業績を上げた者については、１年以上在学すれば足りるものと

する。 

２ 大学院設置基準第３条第３項に基づいて設置した次の研究科については、標準修業年

限を１年とすることができる。 

（１） 法学研究科 ビジネス法務専攻 社会人 1年制短期コース 

（２） 人間社会研究科 人間学専攻言語聴覚コース 社会人１年制短期コース 

（３） 人間社会研究科 実践福祉学専攻 社会人１年制短期コース 

（４） 環境学研究科 環境マネジメント専攻 社会人１年制短期コース 

３ 博士課程の標準修業年限は５年とし、これを前期２年及び後期３年の課程に区分し、

前期２年の課程は、これを修士課程として取扱うものとする。 

４ 本学則において、前項の前期２年の課程は「修士課程」といい、後期３年の課程は「博
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士後期課程」という。 

５ 在学期間は、修士課程は４年、博士後期課程は、６年を超えることができない。 

６ 第１項の規定にかかわらず、職業を有している等、特段の事情を有する者については、

標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し修了すること（以

下「長期履修制度」という。）ができる。ただし、前項に定める在学期間を超えることは

できない。 

７ 第１１条の２の規程により本大学院に入学する前に修得した単位（第１５条の規定に

より入学資格を有した後、修得したものに限る。）を本大学院において修得したものとみ

なす場合であって、当該単位の修得により本大学院の修士課程又は博士課程の教育課程

の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案し

て１年を超えない範囲で本大学院が定める期間在学したものとみなすことができる。 

（研究科･専攻及び学生定員） 

第３条 本大学院に次の研究科及び専攻を置き、定員は次の表に掲げるとおりとする。 

研究科 

修士課程 博士後期課程 

専攻 入学定員 収容定員 専攻 入学定員 
収容定

員 

文学 日本文学 ７名 １４名 日本文学 ２名 ６名 

言語文化 言語文化 ５５名 １１０名 言語文化 ２名 ６名 

法学 
ビジネス法

務 
１０名 ２０名 

ビジネス法

務 
３名 ９名 

政治経済学 政治経済学 １０名 ２０名 政治経済学 ３名 ９名 

経営学 会計学専攻 １０名 ２０名 － － － 

データサイ

エンス 

データサイ

エンス 
１０名 ２０名 

データサイ

エンス 
３名 ９名 

人間社会 
人間学 ３０名 ６０名 人間学 ３名 ９名 

実践福祉学 ７名 １４名 － － － 

仏教学 仏教学 ５名 １０名 仏教学 ２名 ６名 

工学 

数理工学 １５名 ３０名 数理工学 ２名 ６名 

建築デザイ

ン 
１５名 ３０名 － － － 

環境学 
環境マネジ

メント 
１０名 ２０名 

環境システ

ム 
２名 ６名 

教育学 教育学 １０名 ２０名 － － － 

薬科学 薬科学 ５名 １０名 薬科学 ５名 １５名 

看護学 看護学 １０名 ２０名 看護学 ３名 ９名 

 

第２章 学年、学期及び休業日 

（学年・学期及び休業日） 

学則-7



第４条 学年、学期及び休業日については、武蔵野大学学則(以下、「大学学則」という。)

を準用する。 

 

第３章 授業科目及び履修方法並びに単位算定基準 

（授業科目） 

第５条 大学院の授業科目及び履修単位数は、別表（１）のとおりとする。 

（単位算定基準） 

第６条 履修単位数の算定基準については、大学学則を準用する。 

 

第４章 試験及び単位の認定並びに学位の授与 

（試験及び単位の認定） 

第７条 授業科目を履修した者に対しては、試験その他の方法によりその合格者に、所定

の単位を与える。成績評価は、Ｓ（１００点～９０点）、Ａ(８９点～８０点）、Ｂ（７

９点～７０点）、Ｃ（６９点～６０点）、Ｄ（５９点～０点）とし、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣ

を合格、Ｄを不合格とする。 

（最終試験） 

第８条 最終試験は、学位論文の審査及び口述試問とする。 

２ 最終試験の判定は、合格、不合格の２種類とする。 

第９条 （削 除） 

（学位論文の審査） 

第１０条 修士論文は、在学期間中に審査を行う。 

２ 博士論文は、論文を受理した後、１年以内に審査を行う。 

（他大学院等における授業科目の履修） 

第１１条 本大学院において教育上有益と認めるときは、他大学の大学院又は研究所等と

の協議に基づき、学生に当該大学院又は研究所等の授業科目を履修させることができ

る。 

２ 前項の規定により履修した授業科目については、１５単位を超えない範囲で単位を認

めることができる。ただし、仏教学研究科仏教学専攻における仏教系５大学（駒澤大学、

大正大学、立正大学、東洋大学、武蔵野大学）の単位互換認定科目については、８単位

を上限として上記の１５単位に含めることができる。 

３ 前２項は、国内外の大学院等へ留学した場合にも適用する。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１１条の２ 本大学院において教育上有益と認めるときは、学生が本大学院に入学する

前に大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得

した単位を含む）を、１５単位を超えない範囲で本大学院に入学した後の本大学院にお

ける授業科目の履修により修得したものとして認定することができる。 
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２ 前項の規定により修得した単位については、前条と合わせて２０単位を超えない範囲

で認めることができる。 

（学部科目の履修） 

第１１条の３ 研究科委員会において教育上有益と認めるときは、８単位を上限に学生

に学部の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により修得した単位は、本大学院の修了に必要な単位に算入しない。 

第１２条 本大学院修士課程の所定の３０単位以上（人間学専攻臨床心理学コースについ

ては３４単位以上、看護学専攻専門看護師コースについては４２単位以上）を修得し、

かつ必要な研究指導を受けた上、第８条に定める最終試験に合格した者には、学長が

研究科委員会の意見を聴き、修士課程を修了したと認定し、次の学位を授与する。 

日本文学専攻 修士（文学） 

言語文化専攻 修士（日本語教育学）、修士（異文化コミュニケーション学）、

修士（日本語） 

ビジネス法務専攻 修士（法学） 

政治経済学専攻 修士（政治経済学） 

会計学専攻 修士（会計学） 

データサイエンス専攻 修士（データサイエンス学） 

人間学専攻 修士（臨床心理学）、修士（人間行動学）、修士（言語聴覚学) 

実践福祉学専攻 修士（社会福祉学） 

仏教学専攻 修士（仏教学） 

数理工学専攻 修士 (工学) 

建築デザイン専攻 修士 (工学) 

環境マネジメント専攻 修士（環境学） 

教育学専攻 修士（教育学） 

薬科学専攻 修士（薬科学） 

看護学専攻 修士（看護学） 

２ 前項の規定にかかわらず、本大学院において適当と認められる時は、特定の課題につ

いての研究成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。 

（博士課程修了の要件及び学位） 

第１２条の２ 本大学院日本文学専攻博士後期課程については所定の２０単位以上、言語

文化専攻博士後期課程については所定の２４単位以上、ビジネス法務専攻博士後期課程

については所定の１８単位以上、政治経済学専攻博士後期課程については所定の１８単

位以上、データサイエンス専攻博士後期課程については所定の１６単位以上、人間学専

攻博士後期課程については所定の２０単位以上、仏教学専攻博士後期課程については所

定の２０単位以上、数理工学専攻博士後期課程については所定の１６単位以上、環境シ

ステム専攻博士後期課程については所定の２２単位以上、薬科学専攻博士後期課程につ

いては所定の３２単位以上、看護学専攻博士後期課程については所定の１４単位以上を

修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、第８条に定める最終試験に合格した者には、

学長が研究科委員会の意見を聴き、博士課程を修了したと認定し、次の学位を授与する。 

日本文学専攻 博士（文学） 
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言語文化専攻 博士（文学） 

ビジネス法務専攻 博士（法学） 

政治経済学専攻 博士（政治学）、博士（経済学） 

データサイエンス専攻 博士（データサイエンス学） 

人間学専攻 博士（人間学） 

仏教学専攻  博士（仏教学） 

数理工学専攻 博士（工学） 

環境システム専攻 博士（環境学） 

薬科学専攻 博士（薬科学） 

看護学専攻 博士（看護学） 

２ 前項に定めるもののほか、博士論文を提出して、本大学院の行う審査に合格し、かつ、

博士課程を修了した者と同等以上の学力を有すると認められた者にも、博士の学位を授

与することができる。 

 

第５章 教員免許状授与の所要資格の取得 

（教員免許状の取得） 

第１３条 高等学校教諭一種免許状、中学校教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状の所

有者が修士の学位を授与されたときは、高等学校教諭専修免許状、中学校教諭専修免

許状、小学校教諭専修免許状を取得することができる。取得できる教員免許状の種類

は、次のとおりとする。 

研究科 専攻 教員免許状の種類 

文学 日本文学 

中学校教諭専修免許状（国語） 

高等学校教諭専修免許状（国語） 

高等学校教諭専修免許状（書道） 

人間社会 人間学 高等学校教諭専修免許状（公民） 

工学 数理工学 
中学校教諭専修免許状（数学） 

高等学校教諭専修免許状（数学） 

教育学 教育学 

小学校教諭専修免許状 

中学校教諭専修免許状（国語） 

高等学校教諭専修免許状（国語） 

高等学校教諭専修免許状（書道） 

中学校教諭専修免許状（英語） 

高等学校教諭専修免許状（英語） 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

 

第６章 入学、休学、転研究科・転専攻・転コース、転学、留学及び除籍 

（入学の時期） 
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第１４条 入学は原則として毎年１回、時期は学年の始めとする。ただし、必要とされる

場合には、年に２回とし、時期は別に定める。 

（入学資格） 

第１５条 本大学院修士課程に入学することができる者は、次の各号の一つに該当する者

とする。 

（１） 大学を卒業した者

（２） 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

（３） 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者

（４） 文部科学大臣の指定した者

（５） 大学に３年以上在学し、本大学院において、所定の単位を優れた成績をもって

修得したものと認めた者 

（６） 本大学院において、個別の入学資格審査により大学を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で、２２歳に達した者 

（７） 本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者。た

だし、社会人として入学できる者については別に定める。 

２ ビジネス法務専攻（社会人 1 年制短期コース）は、第１項を満たした上、大学又は大

学院において民法、会社法、民事訴訟法のいずれか計４単位以上を含む法律科目１６単

位を修得している者とする。 

３ 人間学専攻言語聴覚コース（社会人１年制短期コース）は、第１項を満たした上、言

語聴覚士の資格を有し、入学後も言語聴覚士として勤務するもので、３年以上の実務経

験を有する者とする。 

４ 実践福祉学専攻（社会人１年制短期コース）は、第１項を満たした上、社会福祉領域、

又は関連領域(医療、教育、行政等)における専門的職業人として３年以上の実務経験及

び実践的な知見を有する者とする。

５ 環境マネジメント専攻（社会人１年制短期コース）は、第１項を満たした上、環境マ

ネジメントシステム審査員の資格を有するか、若しくは企業において環境関係の実務に

３年以上の経験を有する者とする。

６ 本大学院博士後期課程に入学することができる者は、次の各号の一つに該当する者と

する。

（１） 修士の学位を有する者

（２） 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者

（３） 文部科学大臣の指定した者

（４） 本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者。

ただし、社会人として入学できる者については別に定める。 

（選考）

第１６条 入学志願者に対しては選考を行う。選考の方法等については、別に定める。 
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（出願） 

第１７条 入学志願者は、本大学院所定の入学願書その他の書類に入学検定料を添えて、

指定の期日までに提出しなければならない。 

（手続き） 

第１８条 第１６条に定める選考に合格した者は、大学院所定の書類に学費を添えて指定

の期日までに入学の手続きをしなければならない。 

２ 正当な理由なく前項の手続きをしない者は、合格を取消すことがある。 

（許可） 

第１８条の２ 合格した者のうちから前条の手続きを行った者について、学長が研究科委

員会の意見を聴き、入学を許可する。 

（保証人） 

第１９条 保証人については、大学学則を準用する。 

（休学） 

第２０条 病気又はやむを得ない理由により２カ月以上修学できない者は、医師の診断書

又は詳細な理由を記載した休学願を提出し、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 学長は病気等のため、修学が困難と認められる場合休学を命ずることができる。 

３ 休学期間は、原則として当該年度内とする。ただし、やむを得ない場合には、その期

間を６カ月ごとに延長することができる。 

４ 休学の期間は、通算して修士課程は２年、博士後期課程は３年を超えることができな

い。 

５ 休学期間は、在学年限に算入しない。 

（転研究科・転専攻・転コース） 

第２０条の２ 本大学院の学生が、通信教育課程への転研究科・転専攻・転コースを願い

出た場合において、それが教育上有益と認められるときは、学長がこれを許可すること

がある。 

２ 転研究科・転専攻・転コースに関する規程は別に定める。 

（転入学・復学・再入学・復籍・留学・退学・転学及び除籍） 

第２１条 転入学・復学・再入学・復籍・留学・退学・転学籍及び除籍については、大学

学則を準用する。 

 

第７章 学費 

（学費） 

第２２条 本大学院の学費は、別表（２）のとおりとする。 

（納入方法及び時期） 

第２３条 学費の納入方法及び納入時期については、別表（２）備考のとおりとする。 

（転入学・復学・再入学・休学中・留学中の学費） 
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第２４条 転入学・復学・再入学・休学中・留学中の学費については、別に定める。 

 

第８章 教員及び運営組織 

（指導教員） 

第２５条 本大学院における教育研究の指導を担当する教員は、武蔵野大学（以下「本学」

という。）の教授とする。ただし、准教授、講師及び助教に担当させることがある。 

（研究科委員会） 

第２６条 本大学院の各研究科に、研究科委員会を置く。 

２ 研究科委員会は、研究科長及び研究科長が指名した研究科委員をもって構成する。 

３ 研究科委員会は、研究科長が招集しその議長となる。 

（審議事項） 

第２７条 研究科委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。  

（１） 学生の入学及び課程の修了に関する事項 

（２） 学位の授与に関する事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の

意見を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

（４） 学生の休学･退学・再入学･転学･留学に関する事項 

（５） 教育課程に関する事項 

（６） 学生の指導及び賞罰に関する事項 

（７） 上記各号に関する諸規程の制定・改廃に関する事項 

（８） その他教育及び研究に関する重要事項 

（９） 研究科運営上研究科長が必要と認めた事項 

２ 前項第１号から第３号については、学長に意見を述べることとし、第４号以降につい

ては、学長の求めに応じ学長に意見を述べることができる。 

 

第９章 研究指導施設・付属施設、厚生施設、保健施設 

（研究指導施設・付属施設、厚生施設、保健施設） 

第２８条 本大学院に学生研究室及び演習室を置き、本学の付属施設、厚生施設、保健施

設を使用することができる。 

 

第１０章 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生 

（研究生） 

第２９条 本大学院において、特定課題の研究を希望する者があるときは、選考の上、研

究生として受入れを許可することがある。 

２ 研究生に関する規程は、別に定める。 

（科目等履修生） 

学則-13



第３０条 第１５条に定める各号に該当する者で、授業科目の履修を申し出た者には、本

大学院の教育に支障のない限り選考の上、科目等履修生として受入れを許可することが

ある。 

２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

（特別聴講学生） 

第３１条 他の大学院の学生で、本大学院において授業科目の履修を願い出た者には、当

該大学院との協議に基づき、特別聴講学生として受入れを許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関する規程は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第３２条 外国人で大学院において教育を受ける目的を持って入国し、本大学院に入学を

志願する者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

（学則の準用） 

第３３条 研究生、科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生には、別に規定するほ

か、大学学則を準用する。ただし、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生については、

大学学則の第６条、第２２条、第２２条の２は準用しない。 

２ 研究生・科目等履修生及び特別聴講学生の履修料は、別に定める。 

 

第１１章  学生寮 

（学生寮） 

第３４条 本学に学生寮を設ける。 

２ 学生寮に関する規程は別に定める。 

 

第１２章  賞罰 

（表彰） 

第３５条 次の各号の一に該当する者に対し、学長は、これを賞することができる。 

（１） 成績特に優秀なる者 

（２） 品行方正にして他学生の模範となる者 

２ 前項以外にも、学長が特別に優秀と認めた者については、これを賞することができる。  

（懲戒） 

第３６条 本学の学則に背き又は本学の秩序を乱し、学生としての本分に反した行為のあ

るときは、学長はこれを懲戒する。懲戒は、譴責、停学及び退学とする。 

２ 前項の退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

（２） 学業を怠り成績不良で成業の見込みがないと認められた者 

（３） 正当な理由なくして出席が常でない者 
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（４） 著しく学生の本分に反し、本学の秩序を乱した者 

３ 第１項の懲戒が正式に決定するまでの期間、学長は当該学生に対し、自宅謹慎を命じ

ることができる。なお、停学の懲戒を受けた場合、自宅謹慎期間を停学期間に含めるこ

とができる。 

４ 懲戒に関しては、別に定める。 

 

附 則 

この学則は、平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（第５条別表(1)、第１１条の２、第２項、第１５条第６号、第７号の一部改

正） 

この学則は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、平成１２年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第２２条の規定にかかわらず従前の例による。 

附 則（第１条第２項、第３項、第２条、第２項、第３項、第３条、第５条別表(1)、

第１２条、第１２条第２項、第１３条、第２２条別表(2)の一部改正） 

この学則は、平成１３年４月１日から施行する。ただし、平成１３年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第２２条の規定にかかわらず従前の例による。 

附 則（第２条、第２項、第３項、第４項、第５項、第６項、第７項、第８項、第

３条、第５条別表(1)、第８条、第１０条第２項、第１２条の２、第１２条の２第２項、第

１５条、第１５条第２項、第(1)号、第(2)号、第(3)号、第(4)号、第(5)号、第２０条第２

項、第２２条別表(2)の一部改正） 

この学則は、平成１４年４月１日から施行する。ただし、平成１４年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第２２条の規定にかかわらず従前の例による。 

附 則（第１章第１条、第３条、第２章第４条、第４章第７条、第８章第２５条改

正、第６章第１５条の２条、第１８条の２条追加、第４章第９条削除及び各条文を整理し、

簡潔な「項目」の追加） 

１ この学則は、平成１５年４月１日から施行する。ただし、平成１５年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第２２条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 武蔵野女子大学大学院は、平成１５年３月３１日現在、同大学院に在学する者が、在

学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ 前項の期間、武蔵野大学大学院の学長、その他の教職員は武蔵野女子大学大学院の学

長、その他の教職員を兼ねるものとする。 

附 則（第５条別表(1)一部改正、第２７条(7)号(8)号追加） 

この学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（第３章第５条別表(1)一部改正） 

この学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（第３条、第５条別表(1)、第１２条、第２２条別表(2)一部改正） 
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この学則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第２項第(1)(2)(3)(4)号追加、第３条、第５条別表(1)第２１条、第

２４条、第２５条 一部改正） 

この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（第３条、第５条別表(1)、第２２条別表(2)一部改正） 

この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第２項、第３項、第３条、第５条別表(1)、第８条、第１２条の２、

第１５条、第(2)号、第２項第(2)号、第３項第(4)(5)号、第２１条、第２２条別表(2)、第

２３条別表(2)備考、第２５条、第２６条、第２項一部改正、第１５条第３項第(4)号、第

２５条第２項削除） 

この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、平成２１年３月３１日以前

から在学している者の学費は、第２２条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第２条の３、第２３条別表(2)備考 一部改正、第２条の２ 追加） 

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（第２条、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第１２条、第２２条別表(2) 

一部改正） 

この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（第１条、第２条第２項、３項、第２条の２、第２条の３第２項、第３条、第

５条別表(1)、第１２条第１条、第１２条の２第１項、第１３条、第１５条２項、３項、４

項、５項、第２２条別表(2) 、第２３条別表(2) 一部改正） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、平成２４年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、３項、第２条の２、第２条の３第２項、

項、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１条、第１２条の２第１項、第１３条、第１５

条２項、３項、４項、５項、第２２条別表(2) 、第２３条別表(2)の規定にかかわらず、

なお従前の例による。 

２ 人間社会研究科福祉マネジメント専攻は平成２４年度より募集を停止する。ただし、

同専攻は同専攻の学生が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

附 則（第２条第３項、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１項、

第１２条の２、第２３条別表(2)備考 一部改正） 

この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２５年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1)、第１２条第１項の規定にかかわらず、

なお従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第２条の２、第２条の３第２項、第３条、第５条別表(1)、

第１２条第１項、第１３条、第１５条２項、３項、４項、５項、第２２条別表(2) 、第２３

条別表(2)備考 一部改正） 

１ この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前
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から在学している者については、第２条第２項、第２条の２、第２条の３第２項、第３

条、第５条別表(1)、第１２条第１項、第１３条、第１５条２項、３項、４項、５項、第

２２条別表(2) 、第２３条別表(2)備考の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 言語文化研究科日本文学専攻及び言語文化研究科言語教職専攻は平成２６年度より募

集を停止する。ただし、同専攻は同専攻の学生が在学しなくなる日までの間、存続す

るものとする。 

 附 則（第５条別表(1)一部改正） 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1)の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。 

 附 則（第５条別表(1)、第１３条、第２４条 一部改正） 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２６年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1) 、第１３条の規定にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則（第３条 一部改正） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（第５条別表(1)  一部変更） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２７年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1)の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則（第１条の４、第５条別表(1)、第１２条、第１２条の２、第１８条の２、第

２０条、第２２条別表(2)、第２７条  一部変更、第１１章、第１２章追加） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２７年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1)、第２２条別表(2)（教育充実費及び前

期分、後期分への変更を除く）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１項、第

１３条、第２２条別表(2)  一部変更） 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２８年３月３１日以前

から在学している者については、第２条第２項、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１

項、第１３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第５条別表(1)、第１４条  一部変更） 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２８年３月３１日以前

から在学している者については、第５条別表(1)の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。 

附 則（第２条第３項、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１項、第

１２条の２、第２２条別表(2)  一部変更） 
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この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在籍している者については、第３条、第５条別表(1)、第１２条第１項、第２２条別

表(2)の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第５条別表(1)、第１２条の２第１項 一部変更） 

 この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前 

から在籍している者については、第５条別表(1)、第１２条の２第１項の規定にかかわ

らず、なお従前の例による。 

附 則（第２条第２項、第３項、第５条別表(1)、第１５条第２項、第３項、第４項、

第５項、第１８条第１項、第２０条第１項、第２８条 一部変更） 

 この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日以前

から在籍している者についての第５条別表(1)の適用については別に定める。 
附 則（第５条別表(1) 一部変更、第２０条の２ 第１項、第２項 追加） 

この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第２項、第２条第３項、第２条の２、第２条の３第２項、第３条、

第５条別表(1)、第１２条第１項、第１２条の２第１項、第１３条の２、第１５条第２項、

一部変更） 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成３０年３月３１日以前

から在籍している者については、第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 平成３０年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用につ

いては別に定める。 

附 則（第５条別表(1) 一部変更、第１１条の３ 追加） 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 平成３０年３月３１日以前から在籍している者についての第１１条の３の適用につい

ては別に定める。 

附 則（第２条第２項一部変更、第５条別表(1)一部変更、第１２条第１項一部変

更） 

 この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（第５条別表(1)、第２２条別表(2)、第２３条別表(2)一部変更） 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用につ

いては、別に定める。 

附 則（第２条第２項、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第７条、第１２条、

第１３条、第２２条別表(2)、第２３条別表(2)備考一部変更） 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、平成３１年３月３１日以前

から在学している者については、第３条及び第５条別表(1)の規定にかかわらず、なお従

前の例による。 
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附 則（第１１条第２項 一部変更） 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（第５条別表(1)、第１２条一部変更） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（第２条の３第６項追加、第５条別表(1)、第１２条第１項、第１２条の２、

第１３条第 1 項、第２２条別表(２)、第２６条第２項一部変更） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、令和２年３月３１日以前から

在学している者については、第２条の３第６項、第５条別表(1)、第１３条第 1 項、第２

２条別表(２)の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（第５条別表(1)一部変更） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（第５条別表(1)一部変更） 

１ この学則は令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用について

は、別に定める。 

附 則（第１条の４追加、第１条の５、第５条別表(1)一部変更） 

１ この学則は令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用について

は、別に定める。 

附 則（第５条別表(1)一部変更） 

１ この学則は令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和３年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用につい

ては、別に定める。 

附 則（第２条の３第７項追加、第２条第２項、第２条第３項、第３条、第５条別

表(1)、第１１条第２項、第１１条の２、第１１条の２第２項、第１２条第１項、第１２

条の２、第２２条別表(2)、第２３条別表(2) 備考一部変更） 

１ この学則は令和３年４月１日から施行する。ただし、令和３年３月３１日以前から在

学している者については、第２条第２項、第２条の３第７項、第３項、第３条、第１１

条第２項、第１１条の２、第１１条の２第２項、第１２条第１項、第１２条の２、第２

２条別表(2)、第２３条別表(2)備考の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

２ 令和３年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用につい

ては、別に定める。 

附 則（第２条第２項、第２条第３項、第２条の２、第３条、第５条別表(1)、第１

２条第１項、第１２条の２、第２２条別表(2) 一部変更） 

１ この学則は令和４年４月１日から施行する 

２ 令和４年３月３１日以前から在籍している者についての第５条別表(1)の適用につい

ては、別に定める。 
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別表（１）
①修士課程
文学研究科 日本文学専攻

必修 選択

Ⅰ【日本文学・伝統文化科目群】
古典文学研究１Ａ 2
古典文学研究１Ｂ 2
古典文学研究２Ａ 2
古典文学研究２Ｂ 2
古典文学研究３Ａ 2
古典文学研究３Ｂ 2
近代文学研究Ａ 2
近代文学研究Ｂ 2
現代文学研究Ａ 2
現代文学研究Ｂ 2
文芸創作研究Ａ 2
文芸創作研究Ｂ 2
伝統文化研究１Ａ 2
伝統文化研究１Ｂ 2
伝統文化研究２Ａ 2
伝統文化研究２Ｂ 2
伝統文化研究３Ａ 2
伝統文化研究３Ｂ 2
比較文学研究Ａ 2
比較文学研究Ｂ 2
史学古文書研究Ａ 2
史学古文書研究Ｂ 2

Ⅱ【研究指導】

修士論文演習 6

必修12単位、選択18単位の
合計30単位を修得し、かつ
修士論文の審査に合格しな
ければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
言語文化研究科　言語文化専攻　言語文化コース

必修 選択

【共通科目群】

　言語文化研究概論 1

　言語文化研究法（量的及び質的研究の演習） 2

【日本語教育科目群】
日本語特殊研究Ａ（音声学） 2
日本語特殊研究Ｂ（音声学） 2
日本語教育学演習Ａ（第２言語習得論） 2
日本語教育学演習Ｂ（第２言語習得論） 2
日本語教育文法論Ａ（統語論） 2
日本語教育文法論Ｂ（統語論） 2
日本語教育実践研究Ａ（授業分析） 2
日本語教育実践研究Ｂ（教材開発） 2
日本語教育実習Ａ 2
日本語教育実習Ｂ 2

【異文化コミュニケーション科目群】

異文化コミュニケーション研究Ａ 2
異文化コミュニケーション研究Ｂ 2
言語文化特殊研究Ａ（コミュニケーション論） 2
言語文化特殊研究Ｂ（組織コミュニケーション） 2
言語特殊研究Ａ（第２言語習得論） 2
言語特殊研究Ｂ（社会言語学） 2
日中・中日翻訳演習Ａ 2
日中・中日翻訳演習Ｂ 2
比較文化研究Ａ（比較文化論） 2
比較文化研究Ｂ（比較文化論） 2
異文化教育学演習Ａ（多文化教育論） 2
異文化教育学演習Ｂ（異文化学習デザイン） 2

【修士論文演習】
研究指導 1
修士論文演習 6

授業科目
単位数

備考

合計30単位以上を履修し、かつ、
修士論文の審査に合格しなければ
ならない。

修士（日本語教育学）

課程を修了するために

は、日本語教育科目群

より12単位選択必修

修士（異文化コミュニ

ケーション学）課程を修

了するためには、異文化

コミュニケーション科目

群より12単位選択必修
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別表（１）
  言語文化研究科　言語文化専攻　ビジネス日本語コース

必修 選択

Ⅰ【日本語科目群】
ビジネス日本語演習1A（会話） 1
ビジネス日本語演習1B（口頭表現） 1
ビジネス日本語演習2A（読解） 1
ビジネス日本語演習2B（読解） 1
ビジネス日本語演習3A（文書作成） 1
ビジネス日本語演習3B（文書作成） 1
ビジネス日本語演習3C（ビジネス文書作成） 1
ビジネス日本語演習3D（ビジネス文書作成） 1
ビジネス日本語演習4A（総合） 2
ビジネス日本語演習4B（総合） 2
ビジネス日本語演習4C（総合） 2
ビジネス日本語演習4D（総合） 2
ビジネス日本語情報処理A 2
ビジネス日本語情報処理B 2

Ⅱ【ビジネス科目群】
日本ビジネス特別講義 1
日本企業概説 1
企業文化研究 1
インターンシップ（事前研究） 1
インターンシップ１ 1
インターンシップ２ 2

Ⅲ【特定課題研究演習】
ビジネス日本語ゼミ 2
特定課題研究演習 4

選択科目、または他
コース・他専攻の科目
より4単位選択

合計30単位以上修得し、
かつ特定課題研究成果の
審査に合格しなければな
らない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
法学研究科　ビジネス法務専攻

必修 選択

【総合科目群】
ビジネス民法総合１ 2
ビジネス民法総合２ 2
ビジネス会社法総合１ 2
ビジネス会社法総合２ 2
ビジネス民事訴訟法総合 2
ビジネス倒産・執行・保全法総合 2
起業ビジネス法務総合 2

【特殊科目群】
英米契約法 2
信託法 2
金融法特講１（ＡＢＬ） 2
金融法特講２（ＦｉｎＴｅｃｈ） 2
金融法特講３（信託取引） 2
知的財産法特講 2
知的財産政策 2
企業Ｍ＆Ａ法 2
エンターテインメント法 2
再生可能エネルギー法 2
経済法特講 2
倒産・執行・保全法実務 2
会社法実務 2
国際取引実務（アジア） 2
リーガルライティング 2
国際法特講 2
民法特講（不法行為） 2
民法特講（法律行為） 2
日本民事法特講 2
行政法特講 2
保険法 2
不動産評価論特講
（東京都不動産鑑定士協会寄付講座）

【研究指導】
修士論文指導1 3
修士論文指導2 3

合計３０単位を修得し、修
士論文について本研究科が
行う審査及び試験に合格す
ること。

6単位以上選択必修

2

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
法学研究科　ビジネス法務専攻　社会人１年制短期コース

必修 選択

【総合科目群】
ビジネス民法総合１ 2
ビジネス民法総合２ 2
ビジネス会社法総合１ 2
ビジネス会社法総合２ 2
ビジネス民事訴訟法総合 2
ビジネス倒産・執行・保全法総合 2
起業ビジネス法務総合 2

【特殊科目群】
英米契約法 2
信託法 2
金融法特講１（ＡＢＬ） 2
金融法特講２（ＦｉｎＴｅｃｈ） 2
金融法特講３（信託取引） 2
知的財産法特講 2
知的財産政策 2
企業Ｍ＆Ａ法 2
エンターテインメント法 2
再生可能エネルギー法 2
経済法特講 2
倒産・執行・保全法実務 2
会社法実務 2
国際取引実務（アジア） 2
リーガルライティング 2
国際法特講 2
民法特講（不法行為） 2
民法特講（法律行為） 2
日本民事法特講 2
行政法特講 2
保険法 2
不動産評価論特講
（東京都不動産鑑定士協会寄付講座）

【研究指導】
特定課題研究演習 6

授    業    科    目
単 位 数

備     考

合計３０単位を修得
し、特定課題研究演習
について本研究科が行
う審査及び試験に合格
すること。

6単位以上選択必修

2
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別表（１）
①修士課程
政治経済学研究科　政治経済学専攻

必修 選択

【理論・分析科目群】
[基幹科目]
政治経済学総論 4

［政治学科目群］
現代政治学特論 2
計量政治学特論 2
現代政治理論特論 2
政治思想史特論 2
憲法特論 2
日本政治特論 2
政治史特論 2
現代行政学特論 2
公共政策特論 2
比較政治学特論 2
地域研究特論 2
国際政治学特論 2
外交政策特論 2

[経済学科目群]
ミクロ経済学特論 2
マクロ経済学特論 2
ゲーム理論特論 2
計量経済学特論 2

経済思想史特論 2
経済史特論 2
公共経済学特論 2
財政学特論 2
経済政策特論 2
金融経済特論 2
応用計量経済学特論 2
国際経済学特論 2

【事例研究】

事例研究 4

【修士論文演習】
修士論文演習 4

授    業    科    目
単 位 数

備     考

合計30単位以上を修得す
るとともに、修士論文に
ついて本研究科が行う審
査及び試験に合格するこ
と。

　　政治学コースは
　　12単位以上選択必修

　　経済学コースは
　　12単位以上選択必修
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別表（１）
①修士課程
経営学研究科　会計学専攻

必修 選択

【基盤科目群】
経営学・会計学の展望 4
会計学特論 2
経営学特論 2 2単位以上選択必修
コーポレートファイナンス特論 2

【専門科目群】
税法特論Ⅰ 4
税法特論Ⅱ 4
財務会計特論 2
管理会計特論 2
会計・税務事例研究 2
非営利会計特論 4
公会計特論 2
経営戦略特論 2
経営組織特論 2
マーケティング特論 2
エリアマネジメント特論 2
交通とエリアマネジメント 2

【修士論文演習】
修士論文演習 4

合計30単位以上を修得す
るとともに、修士論文に
ついて本研究科が行う審
査及び試験に合格するこ
と。

授    業    科    目
単 位 数

備     考

学則-26



別表（１）
①修士課程
データサイエンス研究科　データサイエンス専攻

必修 選択
【基盤科目】
データサイエンス先端研究 2

【専門科目】
＜データサイエンス技術＞
マルチメディア知識ベース特論 2
データ・テキストマイニング特論 2
人工知能特論 2
機械学習特論 2 　2単位以上選択必修
サイバー・フィジカルシステム特論 2
サイバーセキュリティ特論 2

＜データサイエンス応用＞
複合現実特論 2
ロボティクス特論 2 　2単位以上選択必修
グローバル環境データベースシステム特論 2

＜ソーシャルイノベーション＞
情報経済・データサイエンス特論 2
データサイエンス・ビジネスデザイン特論 2 　2単位以上選択必修
ソーシャルイノベーション特論 2

【専門実践科目】
国際連携データサイエンス特別研究１(インターンシップ) 2
国際連携データサイエンス特別研究２(インターンシップ) 4

【研究指導】
未来創造特別研究１ 2
未来創造特別研究２ 2
未来創造特別研究３ 4
未来創造特別研究４ 4

合計30単位を修得し、かつ
修士論文の審査及び試験に
合格しなければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科　人間学専攻  臨床心理学コース

必修 選択

Ⅰ【人間学特別講義科目】
　人間学特別講義 2

Ⅱ【専門科目】
　臨床心理学特論１ 2
　臨床心理学特論２ 2

  臨床心理面接特論１
 （心理支援に関する理論と実践）

2

　臨床心理面接特論２ 2

  臨床心理査定演習１（心理的アセス
メントに関する理論と実践）

2

　臨床心理査定演習２ 2
　臨床心理基礎実習 2
　臨床心理実習１（心理実践実習１） 4
　臨床心理実習２ 2
　心理実践実習２ 2
　心理実践実習３ 2
　心理実践実習４ 2
　心理実践実習５ 2
　臨床心理学総合演習１ 1
　臨床心理学総合演習２ 1
　人間科学演習 4
国際臨床心理学特論 1
福祉分野に関する理論と支援の展開 2
教育分野に関する理論と支援の展開 2

産業・労働分野に関する理論と支援の展
開

2

家族関係・集団・地域社会における心理
支援に関する理論と実践

2

心の健康教育に関する理論と実践 2

＜臨床心理士科目Ａ群＞
　心理学研究法特論 2
　心理統計法特論 2
＜臨床心理士科目Ｂ群＞
　認知心理学特論 2
　認知神経科学特論 2
　発達心理学特論１ 2
　発達心理学特論２ 2
＜臨床心理士科目Ｃ群＞

社会病理学特論（司法・犯罪分野に
関する理論と支援の展開）

2

　社会心理学特論 2
　グリーフケア特論 2
＜臨床心理士科目Ｄ群＞

精神医学特論（保健医療分野に
関する理論と支援の展開）

2

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科　人間学専攻  臨床心理学コース

必修 選択
授    業    科    目

単 位 数
備     考

　臨床薬理学特論 2
＜臨床心理士科目Ｅ群＞
　心理療法特論１ 2
　心理療法特論２ 2

Ⅲ【修士論文演習科目】
　修士論文演習 6

合計34単位以上修得し、か
つ、修士論文の審査に合格
しなければならない。
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 人間学専攻 人間行動学コース

必修 選択
Ⅰ【人間学特別講義科目】
　人間学特別講義 2

Ⅱ【専門科目】
　心理統計法特論 2
　生理心理学研究法 2

　社会病理学特論（司法・犯罪分野に
  関する理論と支援の展開）

2

　臨床薬理学特論 2
　発達心理学特論１ 2
　発達心理学特論２ 2

ターミナルケア特論 4
認知心理学特論 2
認知心理学特論演習 2
認知神経科学特論 2
認知神経科学特論演習 2
社会心理学特論 2
社会心理学特論演習 2
心理学研究法特論 2
人間科学演習 4

産業・労働分野に関する理論と支援の展
開

2

Ⅲ【修士論文演習科目】
　修士論文演習 6

必修12単位、選択18単位、
合計30単位を修得し、かつ
修士論文の審査に合格しな
ければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース

必修 選択

Ⅰ【専門基礎科目】
医学総論 1
基礎医学各論(解剖・生理・病理) 2
内科学・小児科学・リハビリテーション医学 2
精神医学 1
臨床神経学 1
耳鼻咽喉科学 1
形成外科学 1
臨床歯科医学・口腔外科学 1
音声・言語・聴覚医学Ⅰ(神経系) 2
音声・言語・聴覚医学Ⅱ(呼吸・発声系) 2
音声・言語・聴覚医学Ⅲ(聴覚系) 2
臨床心理学 2
生涯発達心理学 2
学習・認知心理学 2
心理測定法 2
言語学 2
音声学 2
言語発達学 1
音声音響学 2
音声・聴覚心理学 2
社会保障制度・関連法規 1
リハビリテーション概論 1

Ⅱ【専門科目】
言語聴覚障害学概論 2
言語聴覚障害診断学 2
失語・高次脳機能障害１ 2
失語・高次脳機能障害２ 1
失語・高次脳機能障害３ 1
失語・高次脳機能障害演習１ 1
失語・高次脳機能障害演習２ 1
言語発達障害１ 2
言語発達障害２ 1
言語発達障害３ 1
言語発達障害演習１ 1
言語発達障害演習２ 1
運動障害性構音障害１ 2
運動障害性構音障害２ 1

　器質性構音障害 1
　音声障害 1
摂食嚥下障害１ 2
摂食嚥下障害２ 2
機能性構音障害 1
脳性まひ 1
吃音 1
発声発語・摂食嚥下障害演習１ 1
発声発語・摂食嚥下障害演習２ 1
聴覚障害１ 2

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース

必修 選択
授    業    科    目

単 位 数
備     考

聴覚障害２ 2
聴覚障害３ 2
視覚聴覚二重障害 1
臨床実習 12
総合演習 2

Ⅲ【専門発展科目】
言語聴覚学研究 4
言語聴覚障害発展Ａ 2
言語聴覚障害発展Ｂ 2
高次脳機能障害発展Ａ 2
高次脳機能障害発展Ｂ 2
言語発達障害発展Ａ 2
言語発達障害発展Ｂ 2

Ⅳ【研究科目】
特定課題研究演習 4
修士論文演習 8

① 言語聴覚士の資格を有す
る者は、専門科目8単位以上、
専門発展科目のうち「言語聴
覚学研究」4単位を含む14単位
以上、及び修士論文演習8単
位、合計30単位以上を修得
し、かつ、修士論文の審査に
合格しなければならない。

② ①以外の者は、専門科目
51単位、及び特定課題研究演
習4単位を含む計55単位以上を
修得し、かつ、特定課題研究
の審査に合格しなければなら
ない。
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 人間学専攻 言語聴覚コース 社会人１年制短期コース

必修 選択

Ⅱ【専門科目】

臨床実習 12

Ⅲ【専門発展科目】
言語聴覚学研究 4
言語聴覚障害発展Ａ 2
言語聴覚障害発展Ｂ 2
高次脳機能障害発展Ａ 2
高次脳機能障害発展Ｂ 2
言語発達障害発展Ａ 2
言語発達障害発展Ｂ 2

Ⅳ【研究科目】
特定課題研究演習 4

必修20単位及び選択必修10
単位以上、合計30単位以上
修得し、特定課題研究の審
査に合格しなければならな
い。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 実践福祉学専攻

必修 選択

Ⅰ【実践研究基盤科目群】

仏教と共生原理 2

社会福祉理論研究 2

ソーシャルワーク理論研究 2

社会福祉制度政策研究 2

Ⅱ【実践技能研究科目群】
ケースワーク特論 2
グループワーク特論 2
コミュニティワーク特論 2
スーパービジョン特論 2
ケースマネジメント特論 2
ソーシャルアドミニストレーション特論 2
プログラムエバリュエーション特論 2
チームアプローチ特論 2
ソーシャルワークリサーチ特論 2
ケースカンファレンス特論 2

Ⅲ【調査研究指導科目群】
ソーシャルワークリサーチ演習 1
フィールドワーク演習 1
論文研究演習 6

必修科目3単位、論文研究
演習6単位、選択科目21単
位、計30単位以上修得した
上で、修士論文の審査に合
格しなければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
人間社会研究科 実践福祉学専攻　社会人１年制短期コース

必修 選択

Ⅰ【実践研究基盤科目群】

仏教と共生原理 2

社会福祉理論研究 2

ソーシャルワーク理論研究 2
社会福祉制度政策研究 2

Ⅱ【実践技能研究科目群】
ケースワーク特論 2
グループワーク特論 2
コミュニティワーク特論 2
スーパービジョン特論 2
ケースマネジメント特論 2
ソーシャルアドミニストレーション特論 2
プログラムエバリュエーション特論 2
チームアプローチ特論 2
ソーシャルワークリサーチ特論 2
ケースカンファレンス特論 2

Ⅲ【調査研究指導科目群】
ソーシャルワークリサーチ演習 1
フィールドワーク演習 1
特定課題研究演習 4

必修科目3単位、特定課題
研究演習4単位、選択科目
23単位、計30単位以上修得
した上で、特定課題研究の
審査に合格しなければなら
ない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考

学則-35



別表（１）
①修士課程
仏教学研究科 仏教学専攻

必修 選択

Ⅰ【人間学・仏教系科目群】
仏教史特講 4
仏教学特論 4
現代仏教特殊研究 4
人間学特講 4
人間倫理特論 4
ターミナルケア特論 4

Ⅱ【仏教・思想系科目群】
インド思想特講 4
中国思想特講 4
インド仏教特講 4
インド語仏教文献講読 4
中国仏教特講 4
東南アジア仏教特講 4
近代仏教特講 4
外国語仏教文献講読 4
浄土教特講 4
真宗概論 4
真宗史 4
浄土教理史 4
真宗学特講 4
真宗文献講読 4
仏教文化特講 4

Ⅲ【研究指導】

修士論文演習 6 必修14単位、選択16単位の
合計30単位を修得し、かつ
修士論文の審査に合格しな
ければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
工学研究科　数理工学専攻

必修 選択

【基盤科目】
数理工学要論 2

【専門科目】
数理工学発展コミュニケーションA 2

Advanced Mathematical
Engineering

2

数理工学発展コミュニケーションB 2
現象数理モデリング特論 2
構造数理工学特論 2
数値解析特論 2
金融工学特論 2
ネットワーク科学特論 2
現象数理解析特論 2
応用自己組織化特論 2
統計解析特論 2
離散数理工学特論 2
複雑システム特論 2
数理デザイン特論 2
スーパーコンピューティング特論 2

【研究指導】
数理工学特別研究1 3
数理工学特別研究2 3
数理工学特別研究3 3
数理工学特別研究4 3

合計30単位以上を修得す
るとともに、修士論文に
ついて本研究科が行う審
査及び試験に合格するこ
と。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
工学研究科　建築デザイン専攻

必修 選択 自由
【基盤科目】
建築デザインスタジオ 4
建築デザイン特論 2

【専門講義科目】
建築史特論 2
建築計画特論 2
建築環境特論 2
建築構造特論 2
空間デザイン特論 2
地域防災特論 2
地域計画特論 2

【専門実践科目】
建築設計演習 4
インターンシップ１ 4
インターンシップ２ 4
インターンシップ３ 6

【研究指導】
建築デザイン特別研究１ 2

　建築デザイン特別研究２ 2
　建築デザイン特別研究３ 4
　建築デザイン特別研究４ 4

修了要件単位数には
含めない。

合計30単位以上を修得す
るとともに、修士論文又
は特定課題研究（修士制
作）について本研究科が
行う審査及び試験に合格
すること。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
環境学研究科　環境マネジメント専攻

必修 選択

【共通科目】
持続可能な発展研究１ 4
環境経営論 4
環境学演習 4

【地域環境マネジメント科目群】
緑地環境計画論 2
都市環境心理学 2
地域環境政策論 2
環境コミュニケーション論 2
システム・ダイナミックス論 2

【環境経営科目群】
ＣＳＲ論 2
環境マネジメントシステム論 2
持続可能な発展研究２ 2
ライフサイクルアセスメント論 2
環境会計論 2
省資源・省エネルギー論 2

【エコプロダクツ科目群】
環境バイオ技術論 2
環境化学物質論 2
環境材料工学 2
環境配慮設計・プロセス論 2
地域活性化デザイン論 2
資源循環・リサイクル論 2

【課題研究演習】
特定課題研究演習 4

合計30単位以上を修得する
とともに、特定課題研究演
習について本研究科が行う
研究成果の審査及び試験に
合格すること。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
環境学研究科　環境マネジメント専攻　社会人１年制短期コース

必修 選択

【共通科目】
持続可能な発展研究１ 4
環境経営論 4
環境学演習 4

【地域環境マネジメント科目群】
緑地環境計画論 2
都市環境心理学 2
地域環境政策論 2
環境コミュニケーション論 2
システム・ダイナミックス論 2

【環境経営科目群】
ＣＳＲ論 2
環境マネジメントシステム論 2
持続可能な発展研究２ 2
ライフサイクルアセスメント論 2
環境会計論 2
省資源・省エネルギー論 2

【エコプロダクツ科目群】
環境バイオ技術論 2
環境化学物質論 2
環境材料工学 2
環境配慮設計・プロセス論 2
地域活性化デザイン論 2
資源循環・リサイクル論 2

【課題研究演習】
特定課題研究演習 4

合計30単位以上を修得す
るとともに、特定課題研
究演習について本研究科
が行う研究成果の審査及
び試験に合格すること。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
教育学研究科 教育学専攻

必修 選択

Ⅰ【教育学研究科目群】
教師論研究 2
学校教育史研究 2
学級経営論研究 2
教育心理学研究 2
特別支援教育研究 2
教育制度研究 2
比較教育研究 2
人間形成論研究 2
教育相談とカウンセリング研究 2
生徒指導研究 2
特別活動論研究 2
道徳教育方法論研究 2
学校カウンセリング研究 2

Ⅱ【教育方法科目群】
国語科指導法研究Ａ 2
国語科指導法研究Ｂ 2
国語科指導法特別演習Ａ 2
国語科指導法特別演習Ｂ 2
書道科指導法研究Ａ 2
書道科指導法研究Ｂ 2
書道科指導法特別演習Ａ 2
書道科指導法特別演習Ｂ 2
英語科指導法研究Ａ 2
英語科指導法研究Ｂ 2
英語科指導法特別演習Ａ 2
英語科指導法特別演習Ｂ 2
理科指導法研究Ａ 2
理科指導法研究Ｂ 2

理科指導法特別演習Ａ 2

理科指導法特別演習Ｂ 2

初等教育指導法研究Ａ 2

初等教育指導法研究Ｂ 2

初等教育指導法特別演習Ａ 2

初等教育指導法特別演習Ｂ 2
国際教育研究１（理論） 2

Ⅲ【実践研究】
教職インターンシップ（中等） 2

教職インターンシップ（初等） 2
国際教育研究２（実践） 2

Ⅳ【研究指導】
修士論文演習 6

教育学研究科目群から14単
位以上、実践研究から2単
位、その他選択科目を合わ
せて24単位以上選択及び必
修6単位、合計30単位以上
を修得し、かつ修士論文の
審査に合格しなければなら
ない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
薬科学研究科　薬科学専攻

必修 選択

【専門科目】
（化学系薬学）
化学系薬学特論 2
化学系薬学特別研究演習１ 4
化学系薬学特別研究演習２ 4
化学系薬学特別研究１ 4
化学系薬学特別研究２ 12

（物理系薬学）
物理系薬学特論 2
物理系薬学特別研究演習１ 4
物理系薬学特別研究演習２ 4
物理系薬学特別研究１ 4
物理系薬学特別研究２ 12

（生物系薬学Ⅰ）
生物系薬学特論Ⅰ 2
生物系薬学特別研究演習Ⅰ-１ 4
生物系薬学特別研究演習Ⅰ-２ 4
生物系薬学特別研究Ⅰ-１ 4
生物系薬学特別研究Ⅰ-２ 12

（生物系薬学Ⅱ）
生物系薬学特論Ⅱ 2
生物系薬学特別研究演習Ⅱ-１ 4
生物系薬学特別研究演習Ⅱ-２ 4
生物系薬学特別研究Ⅱ-１ 4
生物系薬学特別研究Ⅱ-２ 12

（医薬品開発）
医薬品開発特論 2
医薬品開発特別研究演習１ 4
医薬品開発特別研究演習２ 4
医薬品開発特別研究１ 4
医薬品開発特別研究２ 12

（レギュラトリーサイエンス）
レギュラトリーサイエンス特論 2
レギュラトリーサイエンス特別研究演習１ 4
レギュラトリーサイエンス特別研究演習２ 4
レギュラトリーサイエンス特別研究１ 4
レギュラトリーサイエンス特別研究２ 12

選択した領域の特論科目2
単位、演習科目8単位、研
究科目16単位及び他領域の
特論科目4単位、計30単位
以上を履修した上で修士論
文の審査に合格しなければ
ならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
①修士課程
看護学研究科　看護学専攻

必修 選択

【専門支持科目】

看護研究 2
看護理論 2
看護倫理 2
看護管理 2
看護教育 2
看護政策 2
応用統計学 2
コンサルテーション論 2
フィジカルアセスメント 2
病態生理学 2
臨床薬理学 2

【専門科目】
［母子看護学］
母子看護学特論Ⅰ 2
母子看護学特論Ⅱ 2
母子看護学特論Ⅲ 2
母子看護学特論Ⅳ 2
母子看護学演習Ⅰ 2
母子看護学演習Ⅱ 2
母子看護学演習Ⅲ 2
母子看護学演習Ⅳ 2

[地域看護学]
地域看護学特論Ⅰ 2
地域看護学特論Ⅱ 2
地域看護学演習Ⅰ 2
地域看護学演習Ⅱ 2

[成人看護学]
成人看護学特論Ⅰ 2
成人看護学特論Ⅱ 2
成人看護学特論Ⅲ 2
成人看護学特論Ⅳ 2
成人看護学演習Ⅰ 2
成人看護学演習Ⅱ 2
成人看護学演習Ⅲ 2
成人看護学演習Ⅳ 2

[看護管理学]
看護管理学特論Ⅰ 2
看護管理学特論Ⅱ 2
看護管理学演習Ⅰ 2
看護管理学演習Ⅱ 2

授    業    科    目
単 位 数

備     考

教育研究コースのみ受講可能
12単位以上選択必修

教育研究コースは共通科目Ａ

より必修科目2単位、「看護理

論」 「看護倫理」のうち2単

位以上を含む8単位を選択必修

専門看護師コースは共通科目

Ａより必修科目2単位、「看護

理論」 「看護倫理」のうち2

単位以上を含む6単位及び共通

科目Ｂより6単位を選択必修

共通科目Ａ

共通科目Ｂ
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別表（１）
①修士課程
看護学研究科　看護学専攻

必修 選択
授    業    科    目

単 位 数
備     考

[看護教育学]
看護教育学特論Ⅰ 2
看護教育学特論Ⅱ 2
看護教育学演習Ⅰ 2
看護教育学演習Ⅱ 2

[精神看護学]
精神看護学特論Ⅰ 2
精神看護学特論Ⅱ 2
精神看護学特論Ⅲ 2
精神看護学特論Ⅳ 2
精神看護学演習Ⅰ 2
精神看護学演習Ⅱ 2
精神看護学演習Ⅲ 2
精神看護学実習 10

　特別研究 8 教育研究コース

　特定課題研究 4 専門看護師コース

教育研究コースの者は、合計30単位以上修得し、
かつ特別研究の審査に合格しなければならない。

専門看護師コースの者は、合計42単位以上を修得
し、かつ特定課題研究の審査に合格しなければな
らない。

教育研究コース・専門看護師コース
共に受講可能

※専門看護師コースは
24単位選択必修
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別表（１）
② 博士後期課程
文学研究科　日本文学専攻

必修 選択

Ⅰ【特別研究】
近現代文学研究1 4
近現代文学研究2 4
古典文学研究 4
日本文化研究 4

Ⅱ【研究指導】
文学特殊研究1 4
文学特殊研究2 4
文学特殊研究3 4

必修12単位、選択8単位、
合計20単位を修得し、かつ
博士論文の審査及び試験に
合格しなければならない。

授業科目
単位数

備考
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別表（１）
② 博士後期課程
言語文化研究科　言語文化専攻

必修 選択

Ⅰ【特別研究】
日本語教育研究 4
言語文化研究 4
異文化コミュニケーション研究 4
比較文化研究 4
多文化共生教育研究 4

Ⅱ【研究指導】
特定研究(研究指導）1 4
特定研究(研究指導）2 4
特定研究(研究指導）3 4

必修16単位、選択8単位、
合計24単位を修得し、かつ
博士論文の審査及び試験に
合格しなければならない。

授業科目
単位数

備考
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別表（１）
②博士後期課程
法学研究科　ビジネス法務専攻

必修 選択
【特殊研究】
民法特殊研究 2
民事訴訟法特殊研究 2
知的財産法特殊研究 2
会社法特殊研究 2
信託法特殊研究 2
行政法特殊研究 2
中国法特殊研究 2

【専門教育教授法】
ビジネス法務専門教育教授法 2

【研究指導】
博士論文研究指導１ 4
博士論文研究指導２ 4
博士論文研究指導３ 4

必修科目12単位、選択科目
6単位の合計18単位を修得
し、かつ博士論文の審査及
び試験に合格しなければな
らない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
② 博士後期課程
政治経済学研究科　政治経済学専攻

必修 選択

政治学コース
【演習】
政治学演習 4

【特論】
政治経済学特論２ 2

経済学コース
【演習】
経済学演習 4

【特論】
政治経済学特論１ 2

【研究指導】
博士論文研究指導1 4
博士論文研究指導2 4
博士論文研究指導3 4

必修科目12単位、各コース
の演習4単位及び特論2単位
の合計18単位を修得すると
ともに、博士論文の審査及
び試験に合格しなければな
らない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
② 博士後期課程
データサイエンス研究科　データサイエンス専攻

必修 選択
【発展科目】
データサイエンス先端発展研究１ 1 1
データサイエンス先端発展研究２ 1 1
未来創造発展セミナー１Ａ 2 1
未来創造発展セミナー１Ｂ 2 1
未来創造発展セミナー２Ａ 2 1
未来創造発展セミナー２Ｂ 2 1

【研究指導】
未来創造発展研究(研究指導)１ 1 4
未来創造発展研究(研究指導)２ 2 4
未来創造発展研究(研究指導)３ 3 4

授    業    科    目
授業
年次

単 位 数
備     考

必修14単位、選択2単
位、合計16単位を修得
し、博士論文の審査及び
試験に合格しなければな
らない。

「未来創造発展セミ

ナー１Ａ、１Ｂ」又

は「未来創造発展セ

ミナー２Ａ、２Ｂ」

のいずれか２単位選

択必修
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別表（１）
② 博士後期課程
人間社会研究科　人間学専攻

必修 選択
人間倫理研究 4
ターミナルケア研究 4
グリーフケア研究 4
認知神経科学研究 4
社会心理学研究 4
社会病理学研究 4
心理療法研究 4
国際臨床心理学研究 1
特殊研究(研究指導)1 4
特殊研究(研究指導)2 4
特殊研究(研究指導)3 4

授    業    科    目
単 位 数

備     考

以上、必修12単位を含め合
計20単位以上修得し、か
つ、博士論文の審査及び最
終試験に合格しなければな
らない。
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別表（１）
② 博士後期課程
仏教学研究科　仏教学専攻

必修 選択

【特別研究】
仏教学研究1 4
仏教学研究2 4
仏教倫理研究 4

【研究指導】
特殊研究(研究指導)1 4
特殊研究(研究指導)2 4
特殊研究(研究指導)3 4

必修16単位、選択4単位、
合計20単位を修得し、博士
論文の審査及び試験に合格
しなければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
②博士後期課程
環境学研究科　環境システム専攻

必修 選択
Ⅰ【共通科目】
環境学基盤研究 2

Ⅱ【環境マネジメント科目群】
環境マネジメント研究 2
先端環境マネジメント演習 2

Ⅲ【エコプロダクツ科目群】
エコプロダクツ研究 2
先端エコプロダクツ演習 2

Ⅳ【研究指導】
環境学個別研究 4
特殊研究（研究指導）1 4
特殊研究（研究指導）2 4
特殊研究（研究指導）3 4

必修18単位、選択した分野
の科目群から計4単位、合
計22単位を修得し、博士論
文の審査及び試験に合格し
なければならない。

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
②博士後期課程
工学研究科　数理工学専攻

必修 選択
【発展科目】
数理工学発展講義１ 1
数理工学発展講義２ 1
数理工学発展セミナー１Ａ 1
数理工学発展セミナー１Ｂ 1
数理工学発展セミナー２Ａ 1
数理工学発展セミナー２Ｂ 1

【研究指導】
数理工学発展研究(研究指導)１ 4
数理工学発展研究(研究指導)２ 4
数理工学発展研究(研究指導)３ 4

合計16単位を修得し、かつ
博士論文にの審査及び試験
に合格しなければならな
い。

授    業    科    目
単 位 数

備     考

「数理工学発展セミ

ナー１Ａ、１Ｂ」又

は「数理工学発展セ

ミナー２Ａ、２Ｂ」

のいずれか２単位選

択必修
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別表（１）
② 博士後期課程
薬科学研究科　薬科学専攻

必修 選択

Ⅰ【高度薬科学研究者養成コース科目】

　薬化学選択課題検証実習 2
　薬化学特別実験1 5
　薬化学特別実験2 5
　薬化学特別実験3 5
　薬化学演習1 5
　薬化学演習2 5
　薬化学演習3 5
　天然物化学選択課題検証実習 2
　天然物化学特別実験1 5
　天然物化学特別実験2 5
　天然物化学特別実験3 5
　天然物化学演習1 5
　天然物化学演習2 5
　天然物化学演習3 5
　分析化学選択課題検証実習 2
　分析化学特別実験1 5
　分析化学特別実験2 5
　分析化学特別実験3 5
　分析化学演習1 5
　分析化学演習2 5
　分析化学演習3 5
　製剤学選択課題検証実習 2
　製剤学特別実験1 5
　製剤学特別実験2 5
　製剤学特別実験3 5
　製剤学演習1 5
　製剤学演習2 5
　製剤学演習3 5
　生物化学選択課題検証実習 2
　生物化学特別実験1 5
　生物化学特別実験2 5
　生物化学特別実験3 5
　生物化学演習1 5
　生物化学演習2 5
　生物化学演習3 5
　薬理学選択課題検証実習 2
　薬理学特別実験1 5
　薬理学特別実験2 5
　薬理学特別実験3 5
　薬理学演習1 5
　薬理学演習2 5
　薬理学演習3 5
　薬物療法学選択課題検証実習 2
　薬物療法学特別実験1 5
　薬物療法学特別実験2 5
　薬物療法学特別実験3 5

授    業    科    目
単 位 数

備     考
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別表（１）
② 博士後期課程
薬科学研究科　薬科学専攻

必修 選択
授    業    科    目

単 位 数
備     考

　薬物療法学演習1 5
　薬物療法学演習2 5
　薬物療法学演習3 5

Ⅱ【高度実務薬科学研究者養成コース科目】

　課題探索コースワーク実習 2
　高度実務薬科学特別実験1 5
　高度実務薬科学特別実験2 5
　高度実務薬科学特別実験3 5
　高度実務薬科学演習1 5
　高度実務薬科学演習2 5
　高度実務薬科学演習3 5

以上、合計32単位以上を修
得し、かつ、博士論文の審
査及び最終試験に合格しな
ければならない。
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別表（１）

② 博士後期課程
看護学研究科　看護学専攻

必修 選択

【共通科目】
看護研究方法論 2
看護理論 2
高等統計学 2

【専門科目】
（母子看護学領域）
＜母性看護学分野＞
母性看護学特講 2
母性看護学演習 2

＜小児看護学分野＞
小児看護学特講 2
小児看護学演習 2

（地域看護学領域）
＜地域看護学分野＞
地域看護学特講 2
地域看護学演習 2

（成人・精神看護学領域）
＜成人看護学分野＞
成人看護学特講 2
成人看護学演習 2

＜精神看護学分野＞
精神看護学特講 2
精神看護学演習 2

（看護教育・管理学領域）
＜看護教育学分野＞
看護教育学特講 2
看護教育学演習 2

＜看護管理学分野＞
看護管理学特講 2
看護管理学演習 2

　特別研究1 4
　特別研究2 4

授    業    科    目
単 位 数

備     考

必修10単位、専攻する分野
において選択4単位、合計
14単位を修得し、博士論文
の審査及び試験に合格しな
ければならない。
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別表（２） 学費
修士課程［文学研究科、言語文化研究科、教育学研究科］

通常 長期履修者
２５０，０００円 ２５０，０００円
５３０，０００円 ２６５，０００円
１６２，０００円 　８１，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額１７２，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
教育充実費は、２年目年額８１，０００円、３・４年目年額８６，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。

2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。

修士課程［言語文化研究科言語文化専攻ビジネス日本語コース］

通常 長期履修者
２００，０００円 ２００，０００円
６００，０００円 ３００，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。

修士課程［政治経済学研究科、経営学研究科、人間社会研究科］

通常 長期履修者※
２５０，０００円 ２５０，０００円
５３０，０００円 ２６５，０００円
１６２，０００円 　８１，０００円

※人間社会研究科については人間行動学コースのみ
備考

1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
教育充実費は、２年次年額１７２，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
教育充実費は、２年目年額８１，０００円、３・４年目年額８６，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。

2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 人間社会研究科人間学専攻臨床心理学コースの1・2年次、実費弁償分の実験実習料については

別に定める。

修士課程［データサイエンス研究科］

通常 長期履修者
２５０，０００円
４７０，０００円
１６５，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額１７５，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。

修士課程［人間社会研究科人間学専攻言語聴覚コース]

通常 長期履修者
２５０，０００円
７００，０００円
２６２，０００円

 備考 
1. 授業料及び教育充実費は前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 留年の場合は別に定める。
4. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

修士課程［人間社会研究科人間学専攻言語聴覚コース　社会人１年制短期コース]

 備考 
1. 授業料及び教育充実費は前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 留年の場合は別に定める。
4. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

修士課程［人間社会研究科実践福祉学専攻社会人１年制短期コース]

 備考 

金 額

入 学 金
授 業 料
教　育　充　実　費

授 業 料 ８３０，０００円
教　育　充　実　費 ３１２，０００円

金 額

教　育　充　実　費

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円

学 費 金 額
入 学 金 ２００，０００円

授 業 料 ８００，０００円
教　育　充　実　費 ２６２，０００円

授 業 料

入 学 金
授 業 料

学 費

入 学 金
授 業 料

教　育　充　実　費

学 費

学 費

学 費
金 額

金 額

教　育　充　実　費

学 費
金 額

入 学 金
授 業 料

入 学 金
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別表（２） 学費
1. 授業料及び教育充実費は前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 留年の場合は別に定める。

修士課程［法学研究科、仏教学研究科、環境学研究科］

通常 長期履修者
２５０，０００円 ２５０，０００円
４３０，０００円 ２１５，０００円
１６２，０００円 　８１，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額１７２，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
教育充実費は、２年目年額８１，０００円、３・４年目年額８６，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。

2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

修士課程［工学研究科数理工学専攻］

通常 長期履修者
２５０，０００円
４６４，０００円
１４５，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額１５５，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

修士課程［工学研究科建築デザイン専攻］

通常 長期履修者
２５０，０００円
４７３，０００円
１７８，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額１８８，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

修士課程［法学研究科ビジネス法務専攻　社会人１年制短期コース、
　　環境学研究科環境マネジメント専攻社会人１年制短期コース］

 備考 
1. 授業料及び教育充実費は前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 留年の場合は別に定める。

修士課程［薬科学研究科］

通常 長期履修者
２５０，０００円 ２５０，０００円
６００，０００円 ３００，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。

入 学 金
授 業 料

教　育　充　実　費

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円

学 費
金 額

授 業 料 ７３０，０００円
教　育　充　実　費 １６２，０００円

授 業 料

教　育　充　実　費

学 費
金 額

入 学 金
授 業 料

教　育　充　実　費

学 費
金 額

入 学 金
授 業 料

学 費
金 額

入 学 金
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別表（２） 学費
修士課程［看護学研究科］

通常 長期履修者
２５０，０００円 ２５０，０００円
８５０，０００円 ４２５，０００円
２６２，０００円 １３１，０００円

 備考 
1. 授業料は、２年次据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次年額２７２，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
なお、長期履修者について授業料は、２年目以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
教育充実費は、２年目年額１３１，０００円、３・４年目年額１３６，０００円を前期分、後期分の２期に分納す

2. 本学卒業生についての入学金は別に定める。
3. 実費弁償分の実験実習料については別に定める。

博士後期課程［文学研究科、言語文化研究科、政治経済学研究科、人間社会研究科、
　　 仏教学研究科、環境学研究科］

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次以降年額１３６，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

博士後期課程［法学研究科]

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次以降年額１３６，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

博士後期課程［データサイエンス研究科]

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次以降年額１７５，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

博士後期課程［工学研究科]

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次以降年額１５５，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

博士後期課程［薬科学研究科］

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

博士後期課程［看護学研究科］

 備考 
1. 授業料は、２年次以降据え置きとし、前期分、後期分の２期に分納する。

教育充実費は、２年次以降年額２７２，０００円を前期分、後期分の２期に分納する。
2. 本学卒業生並びに本大学院修士課程修了生についての入学金は別に定める。

教　育　充　実　費 １３１，０００円

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円
授 業 料 ４６４，０００円
教　育　充　実　費 １４５，０００円

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円
授 業 料 ４７０，０００円
教　育　充　実　費 １６５，０００円

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円
授 業 料 ４３０，０００円

入 学 金
授 業 料

学 費

授 業 料 ５３０，０００円
教　育　充　実　費 １３１，０００円

教　育　充　実　費

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円

授 業 料 ６００，０００円

学 費 金 額

学 費 金 額
入 学 金 ２５０，０００円

教　育　充　実　費 ２６２，０００円

入 学 金 ２５０，０００円
授 業 料 ８５０，０００円

金 額
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○データサイエンス研究科委員会運営内規（案）

（令和３年 ４月 １日）

改正 令和 ４年 ４月 １日 

第１条 この内規は、武蔵野大学大学院学則（以下「学則」という。）第２６条に規定す

るデータサイエンス研究科の研究科委員会運営に必要な事項について定める。

第２条 学則第２７条第１項第３号に含まれる教員資格審査に関する事項の審議を行う

委員については、研究科長と協議して学長が委嘱する。

２ 博士後期課程を担当する教員資格審査については、教員資格審査対象者の専攻分野に

おける学外の学識経験者を加えることができる。 

第３条 学則第２７条第１項第１号のうち、入学に関する事項の審議については、理事長

及び学長が出席できるものとする。

第４条 学則第２７条第１項第１号の課程の修了及び第２号の学位授与に関する事項の

審議については、修士論文審査又は博士論文審査を経た上で行う。

第５条 研究科委員会は、原則として毎月１回開催する。ただし、研究科長が必要と認め

たときは、臨時に研究科委員会を開催することができる。

２ 研究科長は、構成員の３分の１以上の請求があったときは、研究科委員会を招集しな

ければならない。

第６条 委員会は構成員の２分の１以上の出席がなければ議事を開くことができない。こ

の場合、海外留学、国内研究及び休職中の者は、構成員の定数には加えないものとする。

第７条 議事録は、学部事務課が保管し、構成員から請求があったときは、これを閲覧さ

せるものとする。

第８条 委員会の庶務は、学部事務課が行う。

第９条 この内規の改廃は、データサイエンス研究科委員会の議を経て学長が行う。

附 則

この内規は、令和３年４月１日から施行する。

 附 則 

この内規は、令和４年４月１日から施行する 
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○データサイエンス研究科教員資格審査内規（案） 

（令和 ３年 ４月 １日） 
改正 令和 ４年 ４月 １日 

 
 
第１条 この内規は、武蔵野大学大学院学則（以下「学則」という。）第２７条第１項第

３号に含まれる大学院担当教員の資格審査（以下「資格審査」という。）に必要な事項

について定める。 
第２条 資格審査は、あらかじめ学長の了承を得た上で行う。 
第３条 資格審査は、データサイエンス研究科委員会運営内規第２条第１項に定める者の

３分の２以上の出席をもって成立し、無記名投票の多数決をもって審査を決する。 
第４条 大学院担当教員の資格は、その担当する専門分野に関し高度の教育研究上の指導

能力があり、かつ原則として別表１又は別表２に定める基準を満たす者とする。 
第５条 大学院担当教員は、５年ごとに又は必要があるときは再審査をうけるものとする。 
２ 再審査の基準及び方法については、学長が別に定める。 
第６条 この内規の改廃は、データサイエンス研究科委員会の議を経て学長が行う。 
 

附 則 
この内規は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 
  この内規は、令和４年４月１日から施行する。 

 
 

別表１データサイエンス研究科修士課程教員資格基準（以下のいずれかを満たす者） 

研究指導教員 

（Ｍ○合） 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．准教授で博士の学位を有し、前記１に準ずる研究業績を有する者 

研究指導補助

教員（Ｍ合） 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．准教授又は講師で博士の学位を有し、専門分野の著書１点以上及 

び論文７本以上あること 
講義科目担当

教員 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．大学での教育歴が２年を超える者で、専門分野の著書１点以上及

び論文３本以上あること 
 

別表２ データサイエンス研究科博士後期課程教員資格基準（以下のいずれかを満た

す者） 

研究指導教員 

（Ｄ○合） 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．准教授で博士の学位を有し、前記１に準ずる研究業績を有する者 

研究指導補助

教員（Ｄ合） 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．准教授又は講師で博士の学位を有し、専門分野の著書１点以上及

び論文１０本以上あること 
講義科目担当

教員 

１．教授で博士の学位を有し、研究上の業績を有する者 
２．教授で前記１に準ずる研究業績を有する者 
３．修士課程での教育歴が２年を超える者で、専門分野の著書１点以

上及び論文５本以上あること 
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注１ 研究業績は、当該教員が担当する授業科目に関係あるものとする。 
２ 全頁数の３分の１以上を執筆している場合には、共編著及び共著を著書と見なす。 
３ 全頁数の３分の１未満を執筆している場合には、共編著及び共著２点を著書(単著) 

１点と換算できるものとする。 
４ 著書・論文は博士論文に準ずると認められるものとする。 
５ 著書（単著）１点と論文３本とを相互に換算できるものとする。 
６ 作品・翻訳等は著書又は論文に準ずるものとして考慮する。 
７ 実務家については、実務上の業績等を考慮して論文数に換算できるものとする。 
８ 本学他研究科又は他大学等で既に資格審査を受けている者については、研究科長  

の判断により、その審査結果をもって本研究科の資格審査を行うことができる。 
９ 文部科学省の審査で修士課程・博士後期課程の研究指導教員と認められた者につい

ては、その審査結果をもって本研究科の審査とすることができる。 
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①設置の趣旨及び必要性 

(１) 本学の教育理念及び沿革 

 本学は、大正 13 年に創設された武蔵野女子学院を母体としており、創設者高楠順次郎博士の

「仏教主義により、未来の母性たるべき女子の智能を啓き、以てその徳を涵養する」という建学

の精神に基づき昭和 40 年度に文学部を設置して以来、時代とともに変遷する多様な社会ニーズ

に対応しながら、専門的知識・能力を有する人材を養成し、社会貢献を行ってきた。また、その

間、平成 15 年度には校名を武蔵野女子大学から武蔵野大学に変更し、平成 16 年４月からは男女

共同参画社会の実現に向けて、全学部を男女共学とした。平成 24 年４月１日には法人名を学校

法人武蔵野大学に変更、東京都江東区有明の臨海副都心に有明キャンパスを開設し、立地を活か

して企業や官公庁との産官学連携や国内外の教育研究機関との交流等を推進している。現在、通

学制 12 学部 13研究科、通信制２学部３研究科を擁する総合大学であり、更なる教育研究の充実

に努力している。 

 また、平成 28 年度より「世界の幸せをカタチにする。」を本学のブランドステートメントと

し、世界の幸せをカタチにするために、学生、教職員、本学に関わりのあるすべての人々が感

性、知恵、響創力を高め合うことを推進している。このブランドステートメントは、教育研究を

通して、世界へ広め響き合わせる精神でもある。 

 

(２) データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の設置の趣旨 

武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）（以下、本

課程）の設置の趣旨は、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための分

野横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育

研究を実現し、この分野でのプロフェッショナルとなる人材を育成することにある。 

本学では令和３年度に「データサイエンス技術」、「データサイエンス応用」、「ソーシャル

イノベーション」を主要３基軸とし、この３基軸を対象とする科目群を設定したデータサイエン

ス研究科データサイエンス専攻（修士課程）を設置した。修士課程では、国際的な大学・研究機

関との連携によるプロジェクトにより、先端的なデータサイエンスの知識と技能を有する職業

人・研究者としてのデータサイエンティストの育成を行なっている。 

 本課程においては、修士課程で培ったデータサイエンスの高度な知識と技能を基盤とし、具体

的には下記の人材を育成する。 

（i）国際的な大学・研究機関等で最先端のデータサイエンス研究を先導する研究プロフェッシ   

ョナル 

最先端のデータサイエンスの学術研究を行う国際的な大学や研究機関において、データサ

イエンス領域の高度専門知識と新技術を有し、それらを基礎とした自らの創造的、独創的な

アイディアを発し、新たな知識創出、機能設計、システム構築を行うデータサイエンス研究

スペシャリスト、研究プロフェッショナルとなる人材。 

（ii）産業界において国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェ 

ッショナル 

   産業界において、データサイエンスの機能とデータ資源、知識資源を組み込み、データサ   

イエンスのプロセスを伴った経営方法を構築し、国際的なイノベーションを実現するデータ

サイエンス経営・開発プロフェッショナルとなる人材。 
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本課程を設置することにより、本学におけるデータサイエンスの人材育成を学部、修士課程、

博士後期課程の各課程で行い、現代社会において大変重要となっている“データサイエンティス

トの育成”に貢献するとともに、地球規模での社会の持続的発展、自然環境の改善に向けて、デ

ータサイエンスの高度な知識と技能をもって取り組む人材を継続的に育成できるようになる。 

 
図１育成する人材：データサイエンス研究プロフェッショナル/データサイエンス経営・開発プ

ロフェッショナル 

 
 

（３）データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の設置の必要性 

今日データサイエンスは、多様な分野における活用の期待が高まっており、小売、流通、広

告、金融、証券、製造等の産業、医療、政府の政策立案、自然環境の保全など様々な分野におい

て、その応用可能性が探究されている。 

高度研究分野においては、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く活用するため

の分野横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス

研究を実現し、地球規模での課題を対象とした先進的な研究を国際的に先導するデータサイエン

ス研究プロフェッショナルが求められる。 

また、産業界においては、多様なデータ資源を対象とした数理的、計算機科学的な分析能力

と、マーケティング方法論、起業プロセスの知見を伴って、独創的なイノベーションを引き起こ

す経営・開発プロフェッショナルが求められている。 

地球規模での環境問題におけるデータサイエンス技術の適用例として、データベース、データ

マイニング、機械学習、地理情報システム、時系列データ分析、情報可視化などによる環境状況

把握、状況分析、未来状況予測、対応方法の発見が挙げられる。森林火災、海洋・河川へのプラ

スチックの流出による大量蓄積・汚染による生態系の破壊など、グローバルな領域での課題にお
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いて、データサイエンス研究は、専門知識、新技術の適用と、国際的な連携によって、それらを

解決へ導くことが期待されている。 

他にも、感染症の拡散について、感染拡大・収束の予測方式、経済への影響、医学的解析(ゲ

ノム解析、拡散経路分析)が挙げられる。感染症が及ぼす社会構造変化予測等において、データ

サイエンス研究の貢献が期待されている。 

 上記の適用例が示すとおり、地球規模の課題を対象として、新たな方法論を導くためにデータ

サイエンス領域の専門知識、新技術を有し、それらを基礎として、新たなデータサイエンスの知

識体系、機能、システムを設計、構築できる専門家、スペシャリストとして、データサイエンス

研究プロフェッショナルの育成が必要である。 

 また、産業界におけるデータサイエンスの適用として、データ資源とＡＩ技術の構築への探求

に加え、それらをベースとしたグローバル・ビジネスへの発展のための、経営方法論の構築を探

求する研究が推進されている。経営分野におけるデータサイエンスの適用は多岐にわたると考え

られるが、具体的には、以下の５項目に大別される。 

 

（ⅰ）データ資源、ＡＩ先端技術を対象としたグローバル・ビジネス展開のための経営方法の 

構築。 

（ⅱ）既存経営におけるデータ分析、ＡＩ技術の活用による経営の効率化、広範化、活性化の 

方法論の構築。 

（ⅲ）既存の経営資源、経営基盤への新たなデータ資源、ＡＩ技術の連結による既存経営方法の 

実現(経営における消費者に関するデータの活用による新サービスの実現)。 

（ⅳ）起業におけるデータ資源、ＡＩ技術を活用した経営方法の構築。 

（ⅴ）データ資源とＡＩ技術による地球レベルでの社会・自然環境改善に寄与する発展を導く 

経営方法論の構築。 

 

データ資源、ＡＩ技術の基礎となる知識、技能を有する人材が、これら５項目に大別される対

象について、これらを実現する経営方法を探求し、さらには、グローバル・ビジネスへと発展さ

せるための経営方法を探求し、国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発

プロフェッショナルを育成することが必要である。 

さらに、政府は内閣に統合イノベーション戦略推進会議を設置し、令和元年６月 11 日に「Ａ

Ｉ戦略２０１９」の決定事項として、世界において先駆的にＡＩ時代に対応した人材の育成を行

うこと、ＡＩの応用でトップランナーとなり、産業競争力の強化を行うことを戦略目標として掲

げ、ＡＩの研究開発、人材育成、SDGs の達成を加速するとしている。同戦略の具体的な施策の

一つとして、「データサイエンス・ＡＩを駆使してイノベーションを創出し、世界で活躍できる

レベルの人材を年間約 2000 人発掘・育成する」としている。本学では、データサイエンス学部

及び修士課程を設置し、我が国のデータサイエンス・ＡＩ人材の育成を行ってきているが、世界

で活躍するレベルの人材、特にトップクラスの人材の育成を行う必要があると考える。 

本課程では、建学の精神と理念を踏まえ、これらの社会の状況、要請に応えるために、地球規

模での課題を対象とした先進的な研究を国際的に先導するデータサイエンス研究プロフェッショ

ナル及び国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルを

育成する。 
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国際的なレベルでプロフェッショナルとしての最先端のデータサイエンス研究を先導する研究

者、産業界での独創的なイノベーションを起こす経営者・開発者の人材を育成し、本学のデータ

サイエンス学を探究する最高位としての学問の場として、データサイエンス研究科データサイエ

ンス専攻（博士後期課程）が必要であると考え、設置するものである。 

 

（４）養成する人材像、教育研究上の目的及び学位授与の方針（ディプロマポリシー） 

（ⅰ）養成する人材像 

データサイエンスの先端技術を探求し、それらを広く応用するための分野横断型研究

を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的データサイエンス教育研究を

実現し、地球規模での課題を対象とした先進的な研究を国際的に先導するデータサイエ

ンス研究プロフェッショナル、及び、産業界において国際的なイノベーションを実現す

るデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルを育成する。 

 

（ⅱ）教育研究上の目的 

     最先端のデータサイエンスの学術研究を行う国際的な大学や研究機関において、デー

タサイエンス領域の高度専門知識と新技術を有し、それらを基礎とした自らの創造的、

独創的なアイディアを発し、新たな知識創出、機能設計、システム構築を行うデータサ

イエンス・スペシャリスト、プロフェッショナルとなる能力を修得させる。 

     また、産業界において、データサイエンスの機能とデータ資源、知識資源を組み込

み、データサイエンスのプロセスを伴った経営方法を構築し、世界規模での国際的なイ

ノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルとなる能力を

修得させる。 

 

（ⅲ）学位授与の方針（ディプロマポリシー） 

以下の要件を満たすとともに、所定の単位を修得し、かつ、博士論文についての審査 

及び試験に合格した者に、博士（データサイエンス学）の学位を授与する。 

・最先端のデータサイエンスの研究・教育システムの中で、世界規模での重要な研究対

象（イシュー）を発想し、それに対応するプロジェクトを設計・推進する能力を有す

ること。 

・プロジェクトを通して、国際的に適用可能な実現方法・発信方法の設計・構築、及 

び、それらを活用するグローバルコミュニティの形成を行う能力を有すること。 

・国際レベルのスペシャリストとしての能力を有すること。 

 

（５）組織として研究対象とする中心的な学問分野 

 本課程の中心的な学問分野は、データサイエンスを中心とした科学技術、社会環境、自然環

境、ビジネス分野である。これらの分野の横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携

による最先端のデータサイエンスの研究・教育システムの中で、世界規模での重要な研究対象

（イシュー）を発想し、それに対応するプロジェクトを設計し、国際的に適用可能な実現方法・

発信方法の設計・構築、及び、それらを活用するデータサイエンスを高度応用するための分野で

ある。 
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（６）研究者養成と専門的職業人の養成のいずれに重点を置くのか 

最先端のデータサイエンスの学術研究を行う国際的な大学や研究機関において、データサイエ

ンス領域の高度専門知識と新技術を有し、それらを基礎とした自らの創造的、独創的なアイディ

アを発し、新たな知識創出、機能設計、システム構築を行うプロフェッショナルな研究者を養成

するとともに、産業界において、データサイエンスの機能とデータ資源、知識資源を組み込み、

データサイエンスのプロセスを伴った経営方法を構築し、国際的なイノベーションを実現するプ

ロフェッショナルな専門職業人を育成する。 

 

（７）修了後の進路・人材需要の見通し 

 本課程を修了し、プロフェッショナルとしてのデータサイエンス、人工知能の最先端技術を身

に付けた人材は、社会、環境や金融、流通等のビジネス分野、広域にわたって創造的価値、イノ

ベーションを国際的に発信する能力を有し、自らプロジェクトを設計し、先導することが可能で

あり、企業、研究機関、教育機関、行政機関等、多種多様な分野・業種からの需要を期待でき

る。 

 

②課程の構想 

 データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための分野横断型研究を行い、

国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育研究を実現し、この分

野でのプロフェッショナルとなる人材育成に重点を置いた教育研究を実現する博士後期課程の設

置を目指す。 

 

③研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

（１）研究科・専攻名・学位の英訳名称 

  研究科名： データサイエンス研究科  ［Graduate School of Data Science］ 

  専攻名：  データサイエンス専攻   ［Doctoral Program in Data Science］ 

  学位： 博士（データサイエンス学）［Doctor of Data Science］ 

 

（２）当該名称とする理由 

 本課程の育成する人材は、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するため

の分野横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス

教育研究を実現し、この分野でのプロフェッショナルとなる人材である。そこで、当該研究科名

称を既存の研究科と同じく「データサイエンス研究科」、専攻名称を「データサイエンス専攻」

とし、学位に付記する専攻分野の名称を「データサイエンス学」とする。 

 英語名称は、国際的な通用性に留意しつつ、教育研究の内容が容易に理解されるよう、国内外

の採用例を参考にした上で、研究科英語名称を「Graduate School of Data Science」、専攻英

語名称を「Doctoral Program in Data Science」、学位に付記する専攻分野の英語名称を

「Doctor of Data Science」とする。 

 

④教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）教育課程の編成方針（カリキュラムポリシー） 
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本課程は、学位授与の方針（ディプロマポリシー）の達成のため、カリキュラムを『発展科

目』及び『研究指導』から構成する。 

『発展科目』には、最先端のデータサイエンス領域の専門知識、新技術を修得し、それらを基

礎とし、新たな事実の解明、独創的な価値創造を発信する能力を養成する「データサイエンス先

端発展研究１、２」を１・２年次に配置する。さらに、履修者の研究に関するプレゼンテーショ

ンを通じ、多様な分野の教員と研究討議を行う「未来創造発展セミナー１、２」を１・２年次に

配置し、「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」ではデータサイエンス・スペシャリスト、プロフ

ェッショナルの研究者として必要なデータサイエンス領域の高度専門知識と新技術について、ま

た「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」では、データサイエンス経営・開発プロフェッショナル

として必要なデータサイエンス領域の専門知識、新技術を活かした独創的な高度産業的応用を生

みだし、それを構築し、国際的なイノベーションを実現する手法を身につける。 

『研究指導』には、研究指導科目である「未来創造発展研究（研究指導）１－３」を１～３年

次に配置し、履修者は、独創的な研究を発信するデータサイエンス・スペシャリスト、プロフェ

ッショナルの研究者として、また産業界において独創的なイノベーションを実現する開発、経営

プロフェッショナルとして必要な能力を身につけると同時に、博士論文の執筆に資する研究を行

う。単位については、必修科目 14 単位、選択２単位（「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」２

単位又は「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」２単位）の合計 16 単位を修得する。 

 

（２）教育課程の編成について 

本課程は、最先端のデータサイエンス領域の専門知識、新技術を修得し、それらを基礎とし、

新たな事実の解明、独創的な価値創造を発信する能力を養成するための科目として『発展科目』

を配置する。 

 『発展科目』において、1年次は「データサイエンス先端発展研究１，２」を履修する。この

講義科目で、本課程学生は、社会、経済、医療、科学技術、環境などの多様な分野・領域で、新

たな事実の解明、価値創造をするデータサイエンスの先端研究を広く俯瞰し、履修者の対象研究

分野に応じた専門知識と先端的技術の修得のため、担当教員と受講内容を組み立て、独自の研究

テーマの発展への知見と技術を修得する。 

 ２年次は「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」または「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」を

選択する。 

「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」の講義科目では、修士課程での専門科目のデータサイエ

ンス技術、データサイエンス応用を基礎としており（資料 10）、最先端のデータサイエンス技

術を探求し、新たなデータサイエンス応用の創造を目指すものである。本課程学生は、データサ

イエンスの知識と技能を基礎として、社会、経済、医療、科学技術、環境などの多様な分野・領

域で、新た事実の解明、価値創造するデータサイエンス技術・応用を修得する。具体的には、Ａ

Ｉシステムデザイン、ＡＩアルゴリズム、機械学習等のデータサイエンス・スペシャリスト、プ

ロフェッショナルの研究者として必要な高度専門知識と新技術を修得する。 

 「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」の講義科目は、修士課程での専門科目のソーシャルイノ

ベーションを基礎としており（資料 10）、データサイエンスの知識と技能（ＡＩアルゴリズ

ム、ＡＩ応用）を活用した経済的価値、経営的価値を創造するモデルや方法論の研究・構築を目

指すものである。本課程学生は、データサイエンスの知識と技能を基礎として、社会的、産業
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的、経済的価値を創造する社会・経済モデリング、社会・経済動向解析、経営方法論などを修得

する。具体的には情報システム、データベース、機械学習を活用したＡＩ、データサイエンス・

ビジネスデザイン、ソーシャルイノベーション等、データサイエンス経営・開発プロフェッショ

ナルとして必要な専門知識、独創的な高度産業的応用を修得する。 

また、本課程は、独創的な研究を発信するデータサイエンス・スペシャリスト、プロフェッシ

ョナルの研究者として、また産業界において独創的なイノベーションを実現する開発、経営プロ

フェッショナルとして必要な能力を身につける『研究指導』の科目を初学年より配置し、自らプ

ロジェクトを設計し、先導する機会を実現する。 

本課程学生は、この教育課程による学修と研究を推進し、その成果を博士論文としてまとめ、

所定の審査を受け、それに合格することにより、博士後期課程を修了とする。 

 

（３）中央教育審議会答申「新時代の大学院教育―国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて

―」を踏まえて 

 中央教育審議会答申「新時代の大学院教育―国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて―」

（平成 17 年９月５日）を踏まえ、本課程では『発展科目』及び『研究指導』の２つの科目区分

からなる体系的な教育課程を編成し、最先端のデータサイエンス領域の専門知識、新技術を修得

し、それらを基礎とし、新たな事実の解明、独創的な価値創造を発信する能力を養成するための

指導をする。また、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育研

究機能を実現し、育成する。 

 

⑤教員組織の編成の考え方及び特色 

本課程は、大学院設置基準第９条に定められる教員数を満たす教員で構成し、専任の教授７名

（ただしうち 1名は初年度、非常勤、次年度以降専任）、准教授６名、講師１名の合計 14 名を

擁する。 

 本構成において、教授５名は工学の学位を有し、コンピューターサイエンス、人工知能、デー

タベース、自然言語処理、複合現実、サイバーセキュリティ等において、国内外において長く高

等教育機関において教育研究指導を行ってきた。これら教授５名は、本研究科の最先端データサ

イエンス技術を指導・先導するための豊富な研究業績と多数の国際的発表論文数を備え、国際的

な大学・研究機関との関係も深いため、世界的なレベルの教育・研究を実現することができる。 

また他の教授２名は、それぞれ工学及び政策・メディアの学位を有し、ビジネスデザイン、ソ

ーシャルイノベーションを専門として研究指導を行ってきた。内１名は起業を通じた実務経験を

有しており、データサイエンス実践を指導するに十分な教育研究実績がある。 

 准教授５名と講師１名は、工学、理工学又は政策・メディアの学位を有し、コンピューターサ

イエンス、人工知能、機械学習、複合現実、ロボティクス、環境情報の研究指導を行ってきた。

国際的な大学・研究機関での活動実績もあり、国内外の論文数が多数ある。 

 このように、専任教員全員が博士の学位を有し、工学又は理工学の学位が９名、政策・メディ

アの学位が５名であり、様々な教育研究実績の教員を配置する事により、本研究科の特徴であ

る、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための分野横断型研究を行

い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育研究を実現し、こ

の分野でのプロフェッショナルとなる人材を育成することができる。 
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 本課程には、完成年度（令和６年度）に 65 歳を超える教員が４名いるが、事前相談結果の附

帯事項の助言事項として「完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教員数の割合

が高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来

構想を策定し、着実に実行すること」との指摘があり、この点について、本学の定年規程では、

原則として 65 歳としている大学教員の定年を、大学院担当教員については 70 歳まで延長するこ

とができるとしており、その規定を適用する（資料１）。 

 更なる取り組みとして、当該規定に基づいて定年を延長する教員の後任については、教員年齢

構成を踏まえて 50 歳以下の若手教員を積極的に採用する計画とし、教員組織の継続性を実現し

ていく。 

 若手教員の育成については、教育・研究レベルの継続性を実現するために、本学大学院の教員

資格審査の際の基準となる研究業績に応じて、積極的な研究支援を行う。 

教員資格審査については、学会の発行する学会誌への掲載や、研究機関等の発行する学会雑誌

や研究報告書への論文掲載、研究紀要等への積極的な投稿が対象となる。研究支援については、

通常の研究費に加え、学内審査を経た上で、特別研究費を配当する制度を設けている。更に、教

員の図書出版助成の制度により、著書出版の奨励を行っている。また、教員海外留学規程によ

り、本学の費用負担による長期留学（６カ月以上１年以内）及び短期留学（３カ月以上６カ月以

内）を奨励し、外部機関・団体からの給費や自費による１年以内の留学を奨励している。 

 以上のような取組を通して、研究論文の執筆、研究所の紀要への投稿、著書の出版、学外の学

会発表等を奨励し、若手教員が早期に教授の資格を有することができるような体制を整えてい

る。 

 

⑥教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

（１）教育方法 

 本課程では、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための分野横断型

研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育研究を実

現し、この分野でのプロフェッショナルとなる人材を育成するという理念を掲げている。これを

実現するために、教育方法を以下のとおりに設定した。 

まず『発展科目』の内、必修科目である「データサイエンス先端発展研究１」では、人工知

能、知識ベース、サイバーフィジカルシステム、知能機械学研究とＶＲ応用、データサイエン

ス・ビジネスモデリング、データサイエンス・ソーシャルイノベーション、マルチデータベース

システムを中心とし、履修者の対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得のため、担当

教員と受講内容を組み立て、独自の研究テーマの発展への知見と技術を学ぶ。 

また同じく『発展科目』の内、必修科目である「データサイエンス先端発展研究２」では、人

工知能、知識ベース、サイバーフィジカルシステム、データサイエンス・ビジネスモデリングを

中心とし、履修者の対象研究分野に応じた専門知識と先端的技術の修得のため、担当教員と受講

内容を組み立て、独自の研究テーマの発展への知見と技術を学ぶ。 

次に『発展科目』の内、選択科目である、「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」と「未来創造

発展セミナー２Ａ、２Ｂ」を設定し、履修者の進路希望によりどちらかを選択する。履修者が参

加する未来創造発展研究プロジェクトにて、履修者自身の研究に関するプレゼンテーションを行

い、担当教員と履修者同士で研究討議を行う科目である。履修者は、担当教員以外の教員の指導
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や他の履修者のコメントを受けながら、博士後期課程における履修者自身のデータサイエンス研

究の広がりと深さを創造する。 

 

(ⅰ) 未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ 

・ＡＩシステムデザイン、データマイニング、セマンティック・コンピューティング、Ａ

Ｉ応用 

・ＡＩアルゴリズム、ロボティクス/サイバーセキュリティ、機械学習、深層学習、ＡＩ応

用  

・複合現実、ＡＩ応用 

 

(ⅱ) 未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ 

・ソーシャルイノベーション、データテキストマイニング、ソーシャルイノベーション、

ＡＩ応用 

・情報社会論、情報経済論、データサイエンス・ビジネスインキュベーション 

・データサイエンス・ビジネスマーケティング 

 

上記『発展科目』のうち必修科目から２単位、選択科目から２単位の計４単位履修する事とし

ている。 

「未来創造発展研究１－３」（必修）は、共同的・協調的発展研究活動を実施することにより、

自身のデータサイエンス研究とともに、他者のデータサイエンス研究との連携による新たな研究

発展の機会を獲得し、主担当の教員と副担当の教員を決め各教員の指導の元、独創的な研究活動

を効率的に指導できる体制としている。 

 必修科目 14 単位、『発展科目』の「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」又は「未来創造発展

セミナー２Ａ、２Ｂ」から２単位、合計 16 単位を修得条件とする。さらに、養成する人物像、

進路イメージに沿って以下の２つの履修モデルを設定する（資料２）。 

 
モデル１：国際的な大学・研究機関等で最先端のデータサイエンス研究を先導する研究プロ

フェッショナル 

 『発展科目』の内、必修科目である「データサイエンス先端発展研究１、２」２科目計２

単位を履修した上で、選択科目の「未来創造発展セミナー１Ａ、１Ｂ」２科目２単位の計４

科目４単位を履修することにより、自らの学修に必要な知識を修得し、「未来創造発展研究

１－３」（必修）３科目12単位で、国際的な大学・研究機関等で最先端のデータサイエンス

研究を先導する研究プロフェッショナルとなる知識の修得について教員の指導を受ける。 

 

モデル２：産業界において国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発

プロフェッショナル      

 『発展科目』の内、必修科目である「データサイエンス先端発展研究１、２」２科目計２

単位を履修した上で、選択科目の「未来創造発展セミナー２Ａ、２Ｂ」２科目２単位の計４

科目４単位を履修することにより、自らの学修に必要な知識を修得し、「未来創造発展研究

１－３」（必修）３科目12単位で、産業界において国際的なイノベーションを実現するデー

タサイエンス経営     ・開発     プロフェッショナルとなる知識の修得について教員の指

導を受ける。 
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（２）履修指導の方法 

 入学後に履修ガイダンスを実施し、履修登録の方法やシラバスの閲覧方法を教示するとともに、

学生の興味関心や修了後の進路先に合わせた履修指導を行う。適宜指導教員や事務窓口が相談に

対応することで学生の疑問・不安点を随時解消していく。 

 

（３）研究指導の方法 

 本課程の学位授与の基準と学内手続き及び学位授与の申請に要する手続きについては、「武蔵

野大学学位規程」（資料３）及び「データサイエンス研究科学位論文の取扱内規」（資料４）に

基づいて行うものとする。 

 

（ⅰ）スケジュール 

 博士論文の研究指導は「未来創造発展研究１－３」において、それぞれ以下のスケジュールに

より行う（資料５）。 

１年次 ４月 指導教員（主担当・副担当）の決定 
研究指導の開始 

５月 研究課題及び研究計画書の提出 

２年次  学会発表など、外部への研究成果の報告を意識 

３年次 ５月 博士論文の題目 提出 

７月 博士論文提出資格審査願の提出 

８月 博士論文提出資格審査 

10 月 博士論文の提出 

12 月 博士論文の最終試験 

２月 口頭試問・公聴会 
博士論文の合否判定 

 

 １年次４月に指導教員（主担当・副担当）を決定し、研究指導を開始する。研究計画の実現性

及び研究の適切性の面からアドバイスを行い、５月に研究課題及び研究計画書を提出させる。 

２年次には、博士論文を構成する複数の研究について、各研究が論理的な整合性をもって有機

的に結びつき、全体の結論を導き出せているかどうかに特に着目する。また、最終成果を国際的

なレベルにするために、学会発表等、外部への研究成果の報告を推奨する。 

 ３年次には、それまで得た知見を整理・集約して、十分に深掘りがなされているか、またオリ

ジナリティを有しているかを確認、指導・助言を行う。 

 

（ⅱ）博士論文審査体制 

 博士論文は、審査願及び要旨を添えて最終学年の 12 月までに、指導教員（主担当・副担当）

を通じて、研究科長に提出する。研究科長は、提出された博士論文ごとに審査委員会を設置し、

審査を付託する。審査委員会は、研究科委員会の議を経て、主査１名、副査１名で構成する。な

お、複数名による審査の必要がある場合は、研究科委員会の議を経て研究科の教員等を審査委員

に加えることができる。専門性を担保し、公正公平な審査を行うため、主査及び副査の選出は研

究科委員会が指名する。選出の観点は、主査はⅮ○合、副査はⅮ○合又はⅮ合の資格を有する、

又はそれに準ずる業績を有し、高い倫理遵守意識を有する教員とする。 

 審査委員会は主査が招集する。審査委員会では博士論文が研究科の論文審査基準を満たしてい
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るか審査を行い、公開形式の口頭試問を行う。審査委員会は主査を中心に論文審査結果の報告書

を作成し、研究科長に審査の結果及び評価を報告する。研究科長は、審査委員会の報告を受けて

研究科委員会を開催し、最終試験の合否を判定する。 

 本研究科における博士号の学位審査に係る博士論文は、データサイエンスに関する、執筆者の

深く幅広い専門知識と独自の問題意識のもとに、その解明・解決を図ることが期待されるもので

あり、以下の基準によって評価される。 

１．博士論文において、研究課題にかかわる従来の知見を系統的かつ過不足なく総括できてい

ること。 

２．博士論文に、従来の研究と比較して新たな知見・考察・展望が含まれていること。 

３．博士論文は、高い倫理遵守意識に基づいた国際的な研究規範を十分に満たしていること。 

４．申請者が研究内容の意義、結果について十分に理解していることを、博士論文及び公聴会

において適切に示せること。 

 

（ⅲ）博士論文の公表 

 公聴会の開催及び、研究成果を反映した紀要の図書館への寄贈及び武蔵野大学学術機関リポジ

トリに掲載することで公表を行う。また、優れた研究に対しては、学会発表や学会誌への投稿

等、研究成果を世に問うことを推奨するものとする。 

 

（４）研究の倫理審査体制の具体的内容等 

 研究が本学「武蔵野大学研究倫理委員会規程」（資料６）に定める理念に即しているか否かを

審議するため、大学に「全学研究倫理委員会」を置き、全学的な研究倫理の調整をすることを目

的とし、次の者をもって組織する。 

 ・副学長 

 ・大学院研究科長 

 ・各学部長 

 ・学識経験者 若干名 

 ・その他学長が必要と認めたもの 若干名 

 

（５）修了要件 

 必修科目 14 単位、選択科目２単位、合計 16 単位を修得するとともに、博士論文について本研

究科が行う審査及び試験に合格することを修了要件とする。 

 なお、本研究科では博士論文の作成に関連する研究活動を単位として認定する。指導教員（主

担当）は週１回１時間程度の面談を行い、学生に対して博士論文作成の進め方について必要な助

言を行う。また指導教員（副担当）は適宜、面談を行い学生に対して博士論文作成について、別

の観点から必要な助言を行う。博士論文を執筆するためには膨大な文献やデータの渉猟、教員か

らの指導等、多くの時間を要する。そのため、これら学修成果の評価をもって単位認定すること

は適切であると考える。 

 

（６）学位の授与 

 博士の学位の授与の判定について、研究科委員会にて学位を授与することの合否を判定する。
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この判定は研究科委員総数の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成を必要とす

る。研究科長は、判定結果を学長に報告する。学長は、研究科長の報告を聴き、学位を授与し学

位記を交付する。学位を授与する時期は、学年末及び前期末とする。なお、学位を授与できない

者には、その旨を通知する。 

 

⑦施設・設備等の整備計画 

（１）校地の整備計画 

 本課程は、現在、基礎となるデータサイエンス学部及びデータサイエンス研究科データサイエ

ンス専攻（修士課程）が利用する有明キャンパスの既存施設・設備を利用する。図書館等の情報

サービス施設や学生ホール、食堂、売店等の福利厚生施設も全て同敷地内にあり、本課程の学生

は現在の教育環境をそのまま利用する。敷地内には学修施設の他、３号館に学生食堂やカフェ、

学生ホールといった休息の場を整備しており、多くの学生が余裕をもって休息、交流その他に利

用している。また、今後の教育研究の発展に伴い、段階的な施設設備の充実を行う。 

 

（２）校舎等施設の整備計画 

 本課程の教育課程、授業形態、学生人数等を実施するためには、専任教員の研究室、授業を実

施するための教室が必要である。 

 教員の研究室について、14人の専任教員それぞれに研究室を割り当てる（有明キャンパス５号

館６階 14 室、14 人の専任教員はデータサイエンス学部及びデータサイエンス研究科データサイ

エンス専攻（修士課程）との兼務であり、既に研究室が割り当てられており新しく確保する必要

はない）。 

 必要な教室についても、基盤となるデータサイエンス学部及びデータサイエンス研究科データ

サイエンス専攻（修士課程）が利用している有明キャンパスの教室を利用する。 

 本課程の時間割案は資料７のとおりであり、５号館６階に用意されている専任教員の研究スペ

ースを使用するため、本課程の設置後も教育を行うに十分な余裕がある。 

 有明キャンパス１号館の７階及び８階には、大学院生専用の自習室が４室あり、本課程の学生

も利用できる（資料８）。自習室４室のうち３室はＰＣルームとなっており、計 40 台のＰＣと

３台のプリンタを備えている。他１室には書籍や資料を置く棚の他、自学自習可能な机を設置し

ている。また、大学院自習室には、合計 16 基のロッカーを備え付けており、大学院生に個別貸

出を行っている。利用時間は、平日午前９時から午後９時 50 分まで、土曜日は午前９時から午

後７時 30 分までとしており、遅くまで研究に励む学生にも配慮している。（※コロナウイルス

感染拡大状況によっては記載の内容と異なる対応が発生する場合がある。） 

 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

 本学は、総合大学として、既に文学部、グローバル学部、法学部、経済学部、経営学部、アン

トレプレナーシップ学部、データサイエンス学部、人間科学部、工学部、教育学部、薬学部、看

護学部の 12 学部及び大学院文学研究科、言語文化研究科、法学研究科、政治経済学研究科、経

営学研究科、データサイエンス研究科、人間社会研究科、仏教学研究科、環境学研究科、工学研

究科、教育学研究科、薬科学研究科、看護学研究科の 13 研究科、更には各学部・研究科に研究

所を設置している。教育研究に必要な図書・文献については既に十分所蔵しており、これらの図
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書等を有効に活用する。また、必要に応じて更なる充実を図っていく予定である。 

 本学では、約 3,500 タイトルの学術雑誌(そのうち、Elsevier、Springer Nature、Wiley、

American Chemical Society 等主な出版社の電子ジャーナル約 2,000 タイトル）の閲覧が可能で

ある。 

また、データサイエンス研究科の学生が教育研究に必要と考えられる「応用数理」「サイエン

ス」「人工知能」「数学セミナー」「Japan Journal of Industrial and Applied 

Mathematics」「Journal of Mathematics and the Arts」「Science」「SIAM Journal on 

Applied Mathematics」「Natural language engineering」等、23 種のジャーナルを整備してい

る。（資料９）。 

国内の新聞データベースにおいては「聞蔵（朝日新聞）」「日経テレコン（日本経済新聞）」

等をそろえ、海外の新聞データベース「EBSCOhost Newspaper SourcePlus」「ProQuest NewYork 

Times」とともに各種学習・研究のサポートをしている。さらに、雑誌記事検索・書籍情報・論

文収録データベースとして、「JDreamIII」「EBSCOhostBusiness Source Elite」「EconLit」

「ProQuest Research Library」等の利用が可能である。また、電子書籍の導入も積極的に進め

ており国内の学術系電子書籍 2,600 タイトル、海外の学術系電子書籍 5,900 タイトル以上が閲覧

可能である。 

本学図書館では、学生が来館時に閲覧・借用できることに加え、以下のサービスを提供するこ

とで、自宅での学習・研究にも配慮する。 
（ⅰ）インターネットによる蔵書検索 

 インターネットに接続していれば、本学の図書館 WEB から、本学図書館の蔵書（約４２

万冊）を検索することが可能である。また、該当の図書が貸出中であるかどうかも同時に

確認することができる。 

（ⅱ）貸出予約 

 希望する図書が貸出中の場合、当該図書が返却された後に優先的に利用できる制度を設

け、学生は、貸出窓口あるいは図書館のホームページ上から予約申込をし、当該図書が返

却された後、来館により貸出を可能にする。 

（ⅲ）２キャンパス間のシャトル便サービス 

 両キャンパスに所蔵する図書資料についても、相互に予約・貸出ができる図書館システ

ム機能を導入し、キャンパス間の定期便等で相互に資料の転送を行い利用者サービスの向

上を行っている。 

（ⅳ）文献複写 

 既に本学所蔵の図書・雑誌については、著作権法に反しない範囲で文献複写サービスを

行っているが、学生が検索した結果、本学に所蔵していない図書資料については、他大学

図書館等に文献複写・資料貸借の依頼をすることを可能にする。平成 29 年度からは海外の

雑誌資料の文献複写サービスである ReprintDesk を導入した。 

（ⅴ）他大学等の図書館の閲覧案内 

 本学図書館では、他大学図書館のほか、国立国会図書館をはじめとした全国の公共図書

館の情報も学生に提供する。学生が検索した結果、本学に所蔵していない図書資料につい

ては、レファレンスカウンターでの申込により、当該大学図書館を検索し、閲覧の依頼を

可能とする。 
 また、国立国会図書館でデジタル化した図書や雑誌のうち、絶版等で現在手に入らない

約 152 万点について、国立国会図書館館の承認を受け平成 26 年６月から両キャンパス図書

館で「デジタル化資料送信サービス」（閲覧・複写）の運用を開始した。 

（ⅵ）文献調査、事項調査 

 学生が希望する研究分野・テーマに関する文献調査、事項調査に対応する。 
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（ⅶ）全資料の開架化 

 有明キャンパスの図書館は貴重書以外のすべての図書資料を開架図書として自由に閲

覧、貸出が可能である。大学院の学生については、学術雑誌バックナンバーの貸出にも対

応している。これは、研究、調査の内容が高度かつ広範囲である学生の特性を考慮し、必

要文献を即座に閲覧、貸出ができるようにするためである。 
 武蔵野キャンパスの図書館は、一般図書、基本文献等については、開架図書として自由

に閲覧、貸出が可能であるが、大学院の学生についてのみ、閉架書庫（学術雑誌バックナ

ンバー、外国書等）への入室を可能とする。これは、研究、調査の内容が高度かつ広範囲

である学生の特性を考慮し、必要文献を即座に閲覧、貸出ができるようにするためであ

る。 

（ⅷ）研究閲覧室の設置 

 有明キャンパスの図書館には、296 席の閲覧室があり、このうち大学院生に対応した 12

席の「研究閲覧室」を設置している。また、館内には 34 台のパソコン（うち 12 台は館内

貸出用ノートパソコン）を有する。これにより、学生がインターネットを利用し、研究に

必要な情報の収集及び論文作成を行うことを可能にする。 
 武蔵野キャンパスの図書館には、796 席を有する閲覧室があり、館内には 50 台のパソコ

ン（うち 10 台は館内貸出用ノートパソコン）を有する。また、両キャンパス図書館とも館

内には無線ＬＡＮの環境が整備されており、学生が持ち込んだノートパソコン、タブレッ

ト端末等で、インターネットを利用して、研究に必要な情報の収集及び論文作成を行うこ

とを可能にする。 

（ⅸ）電子リソースの遠隔地利用 

 本学では図書館の電子化を積極的に推進しており、自宅からのデータベース利用を実現

すべく、EzProxy というソフトを導入し、教職員及び大学院の学生を対象に平成 21 年５月

から運用を開始した。更に、平成 25 年４月からは、一部のデータベースを除き、学部生に

も遠隔地利用を可能とした。 

 

⑧基礎となる修士課程との関係 

本課程はデータサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）を基礎としている。本課

程を設置するにあたっては、以下に述べるように、基礎となるデータサイエンス研究科データサ

イエンス専攻（修士課程）と適切な連携を図ることにより、本課程の組織が設置の目的にふさわ

しいものとなるように配慮する（資料 10）。 

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）は、教育研究上の目的を「分野横

断型研究、国際的な大学・研究機関との連携を基礎として、先端的データサイエンス教育研究を

実現する新たな教育研究システムを構築し、国際的なリーダーとなる人材を育成する」として、

令和３年度に設置した。 

 データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）の中心的な学問分野は、データサ

イエンスを中心とした科学技術、社会環境、自然環境、ビジネス分野である。これらの分野の横

断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携により、先端的データサイエンス教育研究を

実現し、データサイエンスを高度応用するための分野である。具体的には以下の３点を基軸と

し、これらをバランス良く学修し、実践的研究を行うとした。 

（ⅰ）人工知能、機械学習、データベース等の最先端データサイエンス技術分野 

（ⅱ）複合現実、ロボティクス等のデータサイエンスの高度応用分野 

（ⅲ）情報経済、ビジネスデザイン、グローバル環境データベース等のソーシャルイノベーシ

ョン分野 

 既設のデータサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）を基礎として設置する本課
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程の教育研究上の目的は、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための

分野横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教

育研究を実現し、この分野でのプロフェッショナルとなる人材を育成することである。   

本課程では、最先端のデータサイエンス領域の専門知識、新技術を修得し、それらを基礎と

し、新たな事実の解明、独創的な価値創造を発信する能力を養成するための科目として『発展科

目』を配置し、データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）の専門科目を発展す

ることができる。 

 また、独創的な研究を発信するデータサイエンス・スペシャリスト、プロフェッショナルの研

究者として、また産業界において独創的なイノベーションを実現する開発、経営プロフェッショ

ナルとして必要な能力を身につける『研究指導』の科目を初学年より配置し、データサイエンス

研究科データサイエンス専攻（修士課程）の専門実践科目及び、研究指導と連携し、修士課程と

同じ専任教員が教育にあたるため、本課程と修士課程の教育課程は一貫したものになる。 

 

⑨入学者選抜の概要 

（１）基本的な考え方（アドミッションポリシー） 

 本課程では、以下のような能力・意欲を有する者を求める。 

１．修士課程修了、または、企業等において同等の業務経験が認められる者。 

２．自ら課題を発掘し、論理的思考をもって課題解決に積極的に取り組み、社会への応用を

志向する者。 

 

（２）留学生の定義 

 本課程が選抜対象とする留学生は、在留資格が「留学」又は「留学」に更新可能であり、本学

在学中の学費、生活費を支弁する能力を有する者かつ、高い日本語能力又は英語能力を証明でき

る者とする。 

 

（３）社会人の定義 

 本課程が選抜対象とする社会人は、入学年度４月１日現在３年以上の社会人経験を有する 27

歳以上の者と定義する。 

 

（４）入学試験の概要 

（ⅰ）出願資格 

 出願資格は以下の１～４のいずれかに該当していることとする。 

１ 修士の学位を有する者、又は入学前年度３月末までに修士の学位取得見込みの者 

２ 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者、または入学予定前年度

３月末までに授与見込みの者 

３ 文部科学大臣の指定した者 

４ その他、本大学院において、個別の出願資格審査により、修士の学位を有する者と

同等以上の学力があると認めた者で入学年度４月１日現在 24 歳に達している者 

※３、４資格で出願しようとする者は個別の出願資格審査が必要となる。資格審査は最終学歴の

卒業証明書、成績証明書、最終学校以降の学習歴、職務経歴書等に基づき審査を行う。 
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（ⅱ）入試区分 

 入試区分は以下の１～４とする。また、それぞれ入学前年度に入試を実施する。 

１．一般入試 

 書類審査、研究発表(英語または日本語)、面接（口頭試問）によって入学者を選抜する。 

２．留学生入試 
上記（２）で定義する留学生を対象として、書類審査、研究発表(英語または日本語)、面

接（口頭試問）によって入学者を選抜する。 

３．社会人入試 
上記（３）で定義する社会人を対象として、書類審査、研究発表(英語または日本語)、面

接（口頭試問）によって入学者を選抜する。 

４．学内選抜入試 
本研究科を専願とする者を対象とし、書類審査、研究発表(英語または日本語)、面接（口

頭試問）によって入学者を選抜する。 

 

（５）社会人の積極的な受入れの方策等具体的な計画 

 本課程の趣旨に基づき、社会人も積極的に受け入れる。そのため、入試日程については、社会

人の就業形態を考慮し日曜日に実施し、社会人入試の選抜方法を書類審査、研究発表(英語また

は日本語)、面接（口頭試問）とすることで社会人の便宜を図る。 

授業実施方法については、時間割を５・６限に配置することで社会人学生にも無理なく履修で

きるよう配慮している（資料７）。 

 研究指導については、指導教員による学位論文作成のための研究指導時間を設け、対面による

きめ細やかな指導を行う。また、直接の研究指導を軸にしながら適宜電子メール、テレビ会議等

の各種リモートシステムによる補助的な研究指導も活用する。学生は疑問点の解消や進捗状況の

報告、論文内容の確認等を、電子メール、テレビ会議等の各種リモートシステムによる質問や執

筆した学位論文のデータ送付を通して行うことで、昼夜の時間・場所を問わず学位論文の執筆に

必要なやりとりを行うことができる。 

 本学では、修了延期者の授業料は１単位 30,000 円（薬科学研究科・看護学研究科・人間社会

研究科人間学専攻言語聴覚コースは 40,000 円）として定めている。またその他の学費（教育充

実費等）は免除としている。これにより学生が就業状況の変化等によりやむを得ず修了延期した

場合でも、必要な単位数分だけ学費を納入することで済み、研究に励む学生を支援している。な

お、長期履修制度についても現在検討中である。 

 

⑩管理運営 

 本研究科にデータサイエンス研究科委員会（以下「委員会」という。）及びデータサイエンス

研究科長（以下「研究科長」という。）を置く。委員会は、研究科長及び本研究科担当の専任教

員をもって構成し、研究科長が召集し議長となる。月１回を目安に委員会を開催し、次の各号に

掲げる事項を審議する。 

（１） 学生の入学及び課程の修了に関する事項 

（２） 学位の授与に関する事項 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

（４） 学生の休学･退学・再入学･転学･留学に関する事項 
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（５） 教育課程に関する事項 

（６） 学生の指導及び賞罰に関する事項 

（７） 上記各号に関する諸規程の制定・改廃に関する事項 

（８） その他教育及び研究に関する重要事項 

（９） 研究科運営上研究科長が必要と認めた事項 

 なお、上記の（３）に含む教員資格審査に関する事項の審議については、資格審査対象者の教

育研究業績によるものとする。また、上記の（１）のうち、入学に関する事項の審議について

は、理事長及び学長が出席できるものとし、上記の（２）学位授与に関する事項の審議について

は、博士論文の審査を経た上で行う。 

 このように、大学院の管理運営については、研究科委員会においてカリキュラム等を審議する

ことで、大学院としての独立性を確保している。 

 

⑪自己点検・評価 

（１）実施方法 

本学の自己点検・評価は、教育改革推進会議で定めた方針に従い、武蔵野大学自己点検・評価

委員会（以下「自己点検・評価委員会」という。）が主体となって全学的に点検・評価を行って

いる。また、平成 24 年度から各学部・研究科及び事務局等に自己点検・評価小委員会を置き、

各学部・研究科・事務局内の点検・評価を行っている 

直近では、平成 30 年度において、平成 28 年度～平成 30 年度の本学の取組について自己点

検・評価を実施し、自己点検・評価報告書を作成した。さらに、令和元年には武蔵野大学外部評

価委員会（以下「外部評価委員会」という。）を立ち上げ、この自己点検・評価報告書に基づい

た外部評価を行って、客観的な評価による教育水準の向上に取り組んでいる。 

また、自己点検・評価の一環として学生による授業評価を平成 10 年に開始し、以降、原則的

に毎年実施している。結果については教員に通知し、授業の改善・水準向上に役立てている。平

成 27 年度からは、授業評価に対する授業改善の取組を実質化させるべく、全学科・全科目(実

習・実技・少人数授業を除く)を対象とした教員アンケートを実施し、自己評価と授業改善案を

提出させている。平成 28 年度からは授業評価の対象を大学院科目にも拡大し、これを継続して

実施している。 

 

（２）実施体制 

平成４年に学則を改正し、自己点検・評価に関する規程を設けた。これに基づき、自己点検・

評価委員会を設置し、その下に専門事項を点検・評価するための専門委員会として、複数の自己

点検・評価小委員会を設けている。平成 30 年度には自己点検諸規程の見直しを行い、「武蔵野

大学自己点検・評価規程」、「武蔵野大学自己点検・評価委員会規程」「武蔵野大学外部評価委

員会規程」の制定・改正を行うとともに、自己点検・評価の方針を定める責任主体を教育改革推

進会議と定めて「武蔵野大学教育改革推進会議規程」を改正した。 

 なお、自己点検・評価委員会は、毎年度１～３回程度の頻度で開催している。 

 

（３）点検・評価の進め方 
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【教育改革推進会議】 
点検・評価の方針を定める。 

【自己点検・評価委員会】 
 点検・評価の実施方法を策定し大学全体の点検・評価を行うと共に、各学部・研究科等

の自己点検・評価小委員会が行う点検・評価を統括し報告書を作成する。 

【自己点検・評価小委員会】 
 点検方針、基準、実施方法に基づき、各学部・研究科・事務局における点検・評価を実

施する。 

【外部評価委員会】 
 自己点検・評価委員会が行う自己点検・評価について検証及び評価を行い、評価結果を

教育改革推進会議に報告する。 

 

（４）評価項目 

 「武蔵野大学自己点検・評価規程」において、評価項目を次のように定めている。 

１．建学の精神、教育理念・目的、２．内部質保証、３．教育研究組織、４．教育課程・学習成

果、５．学生の受け入れ、６．教員・教員組織、７．学生支援、８．教育研究等環境、９．社会

連携・社会貢献、１０．大学運営・財務、１１．その他 

 

（５）結果の活用 

 自己点検・評価報告書は大学ホームページで公開している（https://www.musashino-

u.ac.jp/guide/information/inspection.html）。自己点検・評価委員会及び外部評価委員会か

らの報告を受けて教育改革推進会議で改善が必要と認めた事項については、その事項を所管する

部局に対し、改善を要請する。また、自己点検・評価小委員会において改善が必要と認められた

事項については、各学部長・研究科長・事務局部長を中心に改善を図っている。 

 

（６）第三者評価への取組 

 平成 18 年７月に（公財）日本高等教育評価機構による認証評価の実施を受け、平成 19 年３月

に同機構が定める大学評価基準を満たしていると認定された。また、平成 24 年度と令和元年度

には（公財）大学基準協会による認証評価を受審し、それぞれ平成 25 年３月、令和２年３月に

同協会が定める大学基準に適合していると認定された。なお、いずれの認証評価においても是正

勧告は受けていない。また、これらの評価結果並びに自己点検・評価報告書は大学のホームペー

ジで公開している（https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/accredited.html）。 

 

⑫情報の公表 

 仏教による人格教育という明確な建学の精神を掲げ、その精神のもとに独自の特色ある教育を

展開し、社会の各方面で活躍する実践的な人材を育成している本学においては、社会から信頼・

支持され、期待される大学になることを何より重要かつ必要不可欠とし、高等教育機関としての

社会的役割を堅実に果たしていくことが最も重要であると考えている。 

 そのために、教育力の向上、その裏付けとなる研究水準の維持・向上、社会貢献力の強化に、

不断の努力を傾注することはもちろんのこと、本学の現状を示す情報を積極的に公開し、社会か

らの批判的意見や評価を真摯に受け止め、日々、改革・前進に努めることとしている。 

 本学では、前述の方針及び社会に対する説明責任を果たし、教育と研究の質の維持向上を図る
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ため、学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の２に基づき、教育研究活動等の情

報を公表している。 

 公表している情報については、本学ホームページ上に「公開情報一覧」としてまとめて掲載し

ている（https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/）。なお、公開情報の項目及びそ

の掲載箇所については、資料 11 のとおりである。 

 また、ホームページの他、以下の冊子等を作成し、学内教職員を初め全国の大学・研究機関、

官公庁等に配布し、教員の教育研究についての情報公開を行っている。 

・「大学紀要」 

・「学内学会誌」 

・「センター報」、「研究所報」、「年報」（附置機関の教育研究活動状況） 

・「自己点検・評価報告書」：平成 23 年度刊行 

 更に、授業評価の結果についてもホームページ上で公開している 

（https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/evaluation.html）。 

 

⑬教育内容等の改善のための組織的な研修等 

 本学では、平成 10 年 12 月に全学一斉による授業評価を実施し、調査結果を各教員に報告し

た。この全学調査を契機に、個々の教員が授業内容・授業手法の研究、開発に着手し、シラバス

作成や授業運営への反映とともに、学部・学科単位でＦＤ活動が拡大していった。平成 16 年の

全学部男女共学化並びに薬学部設置を契機に、大学改革をより積極的に推進させ、新設学部着任

の教員中心に綿密な学部・学科の授業構成が練られ、それに伴う授業改善の回路が定着していっ

た。並行して学内では新設学部に対し原則学部完成年度に至るまで、「運営委員会」が開催さ

れ、学部・学科の自律的な授業改善の試みに対する進捗確認と同時に、新設学部における教育の

質保証、更に教職員連携、関わる職員の能力開発の在り方が議論された。 

 令和３年４月現在で 12 学部 20 学科、13 大学院研究科、通信教育部２学部３研究科、１専攻

科と２別科、24 研究所・センターに本学は拡大したが、これは全学的なＦＤ活動と教職協働、

職員の能力開発により、その実効性が担保されてきた。 

 例えば令和２年度は、本学の抱える教育課題を解決するための全学ＦＤ研修を年２回開催し

た。昨今の新型コロナウイルス感染症の状況等に鑑み、動画での配信となったが、いずれの回も

教職員ともに理解度の高い研修機会になっている（事後アンケート：「理解できた」＋「まあ理

解できた」の割合は全て 90％以上）。 

また全学的なＦＤ活動以外にも、学科ＦＤ、研究科ＦＤや学生ＦＤを実施している。これら

は、学修者本位の教育へ転換するべく、各学科・研究科主体のＦＤ活動を推進し、各学科・研究

科の教育活動を充実させることや、学生の授業への主体的参加を引き出すための課題、ノウハ

ウ、スキルの学科・研究科内での共有を目的とした活動である。 

 

令和２年度武蔵野大学全学ＦＤ研修実施一覧 

 タイトル 動画配信期間 

第１回 
ＭＵＳＩＣ・データサイエンス学科の Good Practice の

共有及びＩＣＴ利活用による授業運営の推進に向けて 

令和２年５月 27 日 
～ 

令和２年９月 14 日 
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第２回 
学修者本位の教育への転換に向けて－東京都市大学の事

例を参考にして－ 

令和２年９月 22 日 
～ 

令和２年 12 月 31 日 

 

令和３年度も複数回の全学ＦＤ研修及び目的別ＦＤ、そして各学科・教科グループ、研究科Ｆ

Ｄを開催予定である。目的別ＦＤでは、学生の汎用的スキル向上のための教授法に関するワーク

ショップ型ＦＤの実施や、コロナ禍におけるＩＣＴ利用及び情報セキュリティに関するｅラーニ

ング研修の導入を検討している。教職員ともに同一の課題を同じ視点で考え、実務に反映する機

会を安定的に設けている。 

このほか、教職協働の取り組みとして、2024 年の法人創立 100 周年に向けた記念事業にかか

る委員会や、2050 年の未来を眺望した中長期計画の計画・推進委員会などが挙げられる。特に

中長期計画においては、「自己と世界を問う」「未来の世界を創る creative な実践者になる」

「AI 世界に即応した Smart Intelligent を身に付ける」「Global & Universal」「MU-GEN

（Musashino University GENerations）につながる Infinite Linking」という５つのチャレン

ジを掲げ、チャレンジ毎に設置された委員会において具体的な目標設定や事業計画を立案し、令

和３年度からは目標達成のための具体的施策に着手し始めている。特に、「自己と世界を問う」

において検討され生み出された本学独自の学びのスタイル「響学スパイラル」は、今後の教育改

革施策を検討していくうえで指針となるものであり、同時に教育活動を自己点検するためのガイ

ドラインとしても重要な成果といえる。同様に、いずれのチャレンジにおいても、委員会におい

ては教員・職員の双方から建設的な意見が出されており、課題を多角的に捉えながら教育改革を

実践できる創造的な職能開発の場となっている。 

令和２年度の大学職員のＳＤについては、帰属意識の向上、令和２年度の私学法改正に伴うガ

バナンス体制強化、個々のビジネススキル向上を目的に、「建学の精神涵養研修」、「ガバナン

ス・コンプライアンスの強化」、「事務職員のビジネススキル向上」を実施した。 

「建学の精神涵養研修」は、主に新入事務職員を対象に、仏教教育部長による建学の精神研修

動画の配信を行い、習熟度テストを実施した。 

「ガバナンス・コンプライアンスの強化」は、役職者を対象に、本学の顧問弁護士がガバナン

スとコンプライアンスに関する研修を実施した。 

「事務職員のビジネススキル向上」は、ＳＭＢＣコンサルティング㈱主催のビジネスセミナー

の受講をオンラインや対面式で実施した。 

令和３年度以降の大学職員のＳＤについては、法人事務局の長期計画で「組織の活性化と職場

環境改善の推進」、中期計画として「人事・組織の活性化」を掲げており、その上で事業計画に

おける人事に関する計画の取り組みとして人事制度の見直しを行っており、導入予定の資格制度

に連動した新たな職員研修制度を構築すべく現在検討している。 

以 上 
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資料１
本文９ページ参照

○学校法人武蔵野大学定年規程

（昭和５０年 ４月 １日） 
改正 平成 元年 ４月 １日 平成 ２年 ３月 １日

平成 ８年 ９月１３日 平成 ９年 ７月 １日

平成１２年 ５月２９日 平成１４年 ３月１５日

平成１５年 ５月２８日 平成１７年 ５月２７日

平成１９年１１月１９日 平成２１年 ３月２５日

平成２３年 ５月２４日 平成２５年 ４月 １日

平成２６年 ４月 １日 平成２６年１１月２７日

平成２７年 ３月２６日 平成２９年 ４月 １日

平成３０年 ４月 １日 平成３０年 ５月２５日

平成３１年 ４月 １日 令和 ２年 ６月 １日

令和 ３年 ４月 １日 

第１条 専任教職員の定年を次のとおり定める。

（１） 大学

教員 満６５歳

（２） 高等学校、中学校

教員 満６５歳

（３） 幼稚園

教員 満６０歳

ただし、管理職については、満６５歳とする。

（４） こども園

職員 満６０歳

ただし、管理職については、満６５歳とする。

（５） 事務

職員 満６５歳

（６） 保育園

職員 満６０歳

ただし、管理職については、満６５歳とする。

２ 前項第１号の規定にかかわらず、大学院担当教員、大学の教員管理職及び付属施設の

長にあっては、特に必要ある者について、常務理事会の了承を得て、１年毎に最長満７

０歳まで定年を延長することができる。

３ 幼稚園の教員で定年に達した者が継続して雇用を希望した場合は、幼稚園非常勤講師

として雇用することができる。

４ こども園の職員で定年に達した者が継続して雇用を希望した場合は、非常勤嘱託職員

として雇用することができる。

５ 保育園の職員で定年に達した者が継続して雇用を希望した場合は、非常勤嘱託職員と

して雇用することができる。

６ 学長及び事務局長について、任期中は第１項の規定を適用しないことができる。

第２条 定年により退職する時期は、定年に達した日の属する学年度の末日とする。

第３条 この規程の改廃は、理事会が行う。

附 則

１ この規程は、昭和５０年４月１日から施行する。

２ 平成８年度設置認可申請にかかる新学部設置のため、理事会が特に必要と認めた教職

員については、新学部の完成年度末までの間第１条の規定を適用しないことができる。 
３ 平成１２年度設置認可申請にかかる大学院人間社会・文化研究科の新専攻設置のため、

理事会が特に必要と認めた教員については、新専攻の完成年度末までの間第１条の規定

を適用しないことができる。
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４ 平成１５年度設置認可申請にかかる薬学部設置のため、理事会が特に必要と認めた教

員については、薬学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことができる。 
５ 平成１７年度設置認可申請にかかる看護学部設置のため、理事会が特に必要と認めた

教員については、看護学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことがで

きる。

６ 平成２１年度設置認可申請にかかる大学院看護学研究科設置のため、理事会が特に必

要と認めた教員については、大学院看護学研究科の完成年度末までの間、第１条の規定

を適用しないことができる。

７ 平成２３年度課程変更認可申請にかかる大学院看護学研究科看護学専攻(博士後期課

程)設置のため、理事会が特に必要と認めた教員については、大学院看護学研究科看護学

専攻（博士後期課程）の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことができる。

８ 平成２５年度設置届出にかかる法学部及び経済学部設置のため、理事会が特に必要と

認めた教員については、法学部及び経済学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適

用しないことができる。

９ 平成２６年度設置届出にかかる工学部設置のため、理事会が特に必要と認めた教員に

ついては、工学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことができる。

１０ 平成２７年度設置届出にかかるグローバル学部設置のため、理事会が特に必要と認

めた教員については、グローバル学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しな

いことができる。

１１ 平成３０年度設置届出にかかる教育学部こども発達学科設置のため、理事会が特に

必要と認めた教員については、教育学部こども発達学科の完成年度末までの間、第１条

の規定を適用しないことができる。

１２ 平成３１年度設置届出にかかるデータサイエンス学部データサイエンス学科設置の

ため、理事会が特に必要と認めた教員については、データサイエンス学部データサイエ

ンス学科の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことができる。

１３ 平成３０年度設置届出にかかる経営学部設置のため、理事会が特に必要と認めた教

員については、経営学部の完成年度末までの間、第１条の規定を適用しないことができ

る。

１４ 附則第２項から第１３項に規定する教職員の任期、給与等の勤務条件については、

理事会が別に定める。

附 則 （第１条、第２条、第３条、附則改正、附帯議決削除） 

この規程は、平成元年４月１日から施行する。 

附 則 （第１条、附則改正） 

１ この規程は、平成２年３月１日から施行する。 

２ 第１条において大学・短期大学部教授等（定年年齢満７０歳の者）が幼稚園の園長又

は副園長を兼務する場合の定年年齢は、同条の定めにかかわらず満７０歳とする。 

３ この規程施行の日に、第１条（２）に定める定年を超えている校長、副校長、主事、

教頭がいる場合、それらの者の定年年齢は、同条の定めにかかわらずなお従前の例によ

る。 

附 則 

１ この規程は、平成８年９月１３日から施行する。 

２ この規程による改正後の定年規程附則第２項は、新学部設置に伴う新規採用の人事に

限り適用するものとする。 

附 則（附則改正） 

この規程は、平成９年７月１日から施行する。

附 則（附則改正） 

１ この規程は、平成１２年５月２９日から施行する。 

２ 学校法人武蔵野女子学院定年規程（就業規則第２３条）改正規程（平成８年９月１３

日施行）の一部を次のように改正する。附則第２項中「及び第３項」及び「し、新学部
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の完成年度をもって削除」を削る。 

３ 定年規程附則第２項適用者の勤務条件に関する内規の一部を次のように改正する。第

１条中「附則第３項」を「附則第４項」に改める。 

附 則（第１条改正） 

１ この規程は、平成１４年４月１日から施行する。 

２ この規程施行の日の前日に在職し、改正前の第１条第１号の規定の適用を受けていた

者については、改正後の第１条第１項第１号の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（附則改正） 

この規程は、平成１５年５月２８日から施行する。

附 則（附則改正） 

この規程は、平成１７年５月２７日から施行する

附 則（第１条改正） 

１ この規程は、平成１９年１１月１９日から施行する。 

２ この規程施行の日の前日に在職し、改正前の第１条第２項の規定の適用を受けていた

者については、改正後の第１条第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（附則改正） 

この規程は、平成２１年３月２５日から施行する。

附 則（附則改正） 

この規程は、平成２３年５月２４日から施行する。

附 則

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（附則改正）

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（附則改正）

この規程は、平成２６年１１月２７日から施行する。

附 則（附則改正）

この規程は、平成２７年３月２６日から施行する。

附 則（第１条改正）

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（第 1 条、附則改正） 
この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（附則改正）

この規程は、平成３０年５月２５日から施行する。

附 則（第１条改正）

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（専務理事及び学院長並びに学内理事者会の廃止に伴う規程改正規程制定に

よる改正）

この規程は、令和２年６月１日から施行する。

附 則（第１条改正）

この規程は、令和３年４月１日から施行する。
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学年 １年 ２年 ３年
合計

単位数
学期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

必修
14単位

選択
2単位

合計
16単位

必修
14単位

選択
2単位

合計
16単位

未来創造発展研究（研究指導）１〜３（各４単位）
データサイエンス領域の専⾨知識、新技術を有する、データサイエンスに関する国際的な研究を推進するリーダーを養成する

データサイエンス先端発展
研究１、２（各１単位）
最先端のデータサイエンス研究の基盤
となる分野横断的かつ独創的な思考⼒

を養成する

未来創造発展セミナー
１Ａ、１B（各１単位）
地球規模の課題に向けて、新たな⽅
法論を導く、独創的な研究⼒

を養成する

未来創造発展研究（研究指導）１〜３（各４単位）
データサイエンス領域の専⾨知識、新技術を⽤い、新たなイノベーションの実現を推進する国際的なリーダーを養成する

最先端のデータサイエンスの学術研究を⾏う、
国際的な⼤学や研究機関において、データサ
イエンス領域の専⾨知識、新技術を有し、そ
れらを基礎とし⾃らの創造⼒、独創的な感性
を発し新たなデータサイエンスに関する知識、
機能を設計、構築できる専⾨家、スペシャリ
スト、プロフェッショナルとなる⼈材

履修モデル１
国際的な⼤学・研究機関等
で最先端のデータサイエン
ス研究を先導する研究プロ
フェショナル

履修モデル２
産業界において国際的なイ
ノベーションを実現する
データサイエンス経営・
開発プロフェショナル

データサイエンス先端発展
研究１、２（各１単位）
最先端のデータサイエンス研究の基盤
となる分野横断的かつ独創的な思考⼒

を養成する

未来創造発展セミナー
２Ａ、２B （各１単位）
産業界において、新たなイノベー
ションを実現する、研究・開発⼒

を養成する産業界において、データサイエンスの機能と
データ資源、知識資源を組み込み、データサ
イエンスのプロセスを伴った経営⽅法を構築
し、国際的なイノベーションを実現するプロ
フェッショナルとしてのデータサイエンス経
営・開発プロフェショナルとなる⼈材

⻘・・・必修科⽬ 緑・・・選択科⽬ データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博⼠後期課程）履修モデル

資料２

本文10ページ参照
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資料３ 
本文1 1ページ参照 

○武蔵野大学学位規程

（平成２２年 ４月 １日）
改正 平成２３年 ４月 １日 平成２４年 ４月 １日

平成２５年 ４月 １日 平成２５年 ８月 ７日

平成２６年 ４月 １日 平成２７年 ４月 １日

平成２８年 ４月 １日 平成２９年 ４月 １日

平成３０年 ４月 １日 平成３１年 ４月 １日

 令和 ２年 ４月 １日 令和 ３年 ４月 １日

令和 ４年 ４月 １日 

第１章 総則

（目的）

第１条 この規程は、武蔵野大学学則（以下「大学学則」という。）、武蔵野大学通信教育

部学則（以下「大学通信学則」）という。）、武蔵野大学大学院学則（以下「大学院学則」

という。）及び武蔵野大学大学院通信教育部学則（以下「大学院通信学則」という。）に

規定する学位について必要な事項を定める。

（学位）

第２条 本学において授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２ 学位の名称を用いるときは、武蔵野大学と明記するものとする。

３ 学士、修士及び博士は、次のとおり専攻分野の名称を付記する。

（１）学士

学部等 学科等 学位名称（学士） 

文学部 日本文学文化学科 学士（文学） 

グローバル・コミュ

ニケーション学部

グローバル・コミュニケーシ

ョン学科 
学士（文学） 

グローバル学部 

グローバルコミュニケーショ

ン学科

学士（グローバルコミ

ュニケーション） 

日本語コミュニケーション学

科 

学士（日本語コミ

ュニケーション） 

グローバルビジネス学科 
学士（グローバル

ビジネス） 

政治経済学部 政治経済学科 学士（政治経済学） 

法学部 
法律学科 学士（法律学） 

政治学科 学士（政治学） 

経済学部 

経済学科 学士（経済学） 

経営学科 学士（経営学） 

会計ガバナンス学科 学士（会計学） 

経営学部 
経営学科 学士（経営学） 

会計ガバナンス学科 学士（会計学） 

アントレプレナー

シップ学部
アントレプレナーシップ学科 学士（ビジネス） 

データサイエンス

学部 
データサイエンス学科 

学士（データサイ

エンス学）

人間科学部 
人間科学科 学士（人間学） 

社会福祉学科 学士（社会福祉学） 

工学部 

環境システム学科 
学士（環境システ

ム学）

数理工学科 
学士（工学） 

建築デザイン学科 

教育学部 教育学科 学士（教育学） 
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幼児教育学科 学士（幼児教育学） 

薬学部 薬学科 学士（薬学） 

看護学部 看護学科 学士（看護学） 

通信教育部 

人間科学部 

人間科学科心理学専攻 

学士（人間学） 人間科学科仏教学専攻 

人間科学科社会福祉専攻 

通信教育部 

教育学部 
教育学科 学士（教育学） 

（２）修士、博士

研究科 専攻 コース 学位名称（修士） 
学位名称（博

士） 

文学研究科 日本文学専攻 － 修士（文学） 博士（文学） 

言語文化研究科 言語文化専攻 

言 語 文 化 コ ー

ス 

修士（日本語教育学） 

博士（文学） 
修士（異文化コミュニ

ケーション学）

ビ ジ ネ ス 日 本

語コース 
修士（日本語） 

法学研究科 
ビジネス法務

専攻 
－ 修士（法学） 博士（法学） 

政治経済学研究

科 

政治経済学専

攻 
－ 修士（政治経済学） 

博士 (政治学) 

博士（経済学） 

経営学研究科 会計学専攻 － 修士（会計学） － 

データサイエン

ス研究科

データサイエ

ンス専攻
－ 

修士（データサイエン

ス学）

博士（データサ

イエンス学）

人間社会研究科 

人間学専攻 

人 間 行 動 学 コ

ース 
修士（人間行動学） 

博士（人間学） 
臨 床 心 理 学 コ

ース 
修士（臨床心理学） 

言 語 聴 覚 コ ー

ス 
修士（言語聴覚学） － 

実践福祉学専

攻 
－ 修士（社会福祉学） － 

仏教学研究科 仏教学専攻 － 修士（仏教学） 博士（仏教学） 

工学研究科 

数理工学専攻 － 修士(工学) 博士（工学） 

建築デザイン

専攻 
－ 修士(工学) － 

環境学研究科 

環境マネジメ

ント専攻
－ 修士（環境学） － 

環境システム

専攻 
－ － 博士（環境学） 

教育学研究科 教育学専攻 － 修士（教育学） － 

薬科学研究科 薬科学専攻 － 修士（薬科学） 博士（薬科学） 

看護学研究科 看護学専攻 － 修士（看護学） 博士（看護学） 

通信教育部 

人間社会研究科 

人間学専攻 － 修士（人間学） － 

実践福祉学専

攻 
－ 修士（社会福祉学） － 

仏教学専攻 － 修士（仏教学） － 
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通信教育部 

仏教学研究科 
仏教学専攻 － 修士（仏教学） 

通信教育部 

環境学研究科 

環境マネジメ

ント専攻
－ 修士（環境学） － 

（学位授与の要件）

第３条 学士の学位は、大学学則及び大学通信学則の定める大学を卒業した者に授与する。 
２ 修士の学位は、大学院学則及び大学院通信学則の定める修士課程を修了した者に授与

する。

３ 博士の学位は、大学院学則の定める博士後期課程を修了した者に授与する。

４ 博士の学位は、前項の規定にかかわらず、本大学院博士後期課程を経ない者であって

も、学位論文を提出して、その審査に合格し、かつ、専攻学術に関し本大学院博士後期

課程を終えて学位を授与された者と同等以上の学識を有することを確認された者にも

授与することができる。

第２章 修士の学位

（学位の申請）

第４条 修士の学位を申請する者は、修士論文又は特定課題研究の成果（以下「修士論文」

という。）に所定の書類を添えて、指導教員を通じて、当該研究科長（以下「研究科長」

という。）に提出するものとする。

（修士論文の審査）

第５条 研究科長は、前条により提出された修士論文について研究科委員会（以下「委員

会」という。）の議を経て、修士論文ごとに修士課程研究指導担当教員１名を主査、1 名

を副査とした審査委員会を設置し、審査を付託するものとする。ただし、特定課題研究

については、研究指導担当教員 1 名が審査を実施することができる。 
２ 前項の規程にかかわらず、必要があるときは、委員会の議を経て研究科の教員等を審

査委員会に加えることができる。

３ 受理した論文は、返還しない。

（審査結果の報告及び判定）

第６条 審査委員会は、審査の結果について審査報告書を、研究科長に提出しなければな

らない。

２ 研究科長は、前項の報告を受けて委員会を開催し、最終試験の合否を判定する。

（学位授与の判定）

第７条 委員会は、第３条の学位授与の要件に基づいて審議のうえ、修士の学位を授与す

ることの合否を判定する。

２ 前項の判定は、当該研究科委員総数の３分の２以上が出席し、出席委員の３分の２以

上の賛成を必要とする。

３ 研究科長は判定結果を学長に報告しなければならない。

（学位の授与）

第８条 学長は、研究科長の報告を聴き、学位を授与し学位記を交付する。

（通信教育部の学位）

第９条 通信教育部の学位の手続きについては別に定める。

第３章 博士の学位

（学位の申請）

第１０条 第３条第３項により博士の学位を申請する者は、学位論文に所定の書類を添え

て、研究科長に提出するものとする。ただし、事前の手続きを含め、休学中の者は学位

を申請することができない。

２ 博士後期課程に所定の年限以上在学し、所定の単位を取得したが、学位論文を提出し

ないで退学した者で、退学後３年以内に博士論文を提出する場合は、課程博士として取
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扱い、これ以後は論文博士として取扱う。

３ 第３条第４項の規定により博士の学位を申請する者は、学位論文に所定の書類を添え

て、研究科長に提出するものとする。

４ 博士の学位を申請する者に対する論文審査料は、学費等に関する規程のとおりとする。 
（博士論文の受理）

第１１条 研究科長は、提出された学位論文について、委員会に報告するとともに１カ月

間委員の閲覧に供するものとする。

２ 研究科長は、前項の後委員会の議を経て受理し、博士論文ごとに 1 名の主査及び２名

以上の副査をもって審査委員会を設置して、審査を付託するものとする。

３ 受理した学位論文及び納付された審査料は、返還しない

（審査の期間）

第１２条 第３条第３項による者の学位論文の最終試験は、在学期間中に終了するものと

する。

２ 第３条第４項による者の学位論文の最終試験及び学識の確認、又は、第１０条第２項

による者の最終試験は、その提出日から１年以内に終了するものとする。

３ 学位論文審査の結果、その内容が学位を授与するのに値しないと認めたときは、口述

試問を行わない。

（学識の確認）

第１３条 第３条第４項に定める同等以上の学識の確認は、委員会の議を経て、審査委員

会及び研究科の教員が行う。

２ 学位論文以外の業績及び経歴の審査によって、委員会が学識の確認の一部若しくは全

てを行う必要がないと認めた場合には、当該審査をもって学識の確認の一部若しくは全

てに代えることができる。 

３ 博士後期課程に所定の年限以上在学し、所定の単位を取得したが、学位論文を提出し

ないで退学した者については、学識の確認は原則として行わない。 

（審査結果の報告）

第１４条 審査委員会は、審査の結果について、審査の要旨及び最終試験の成績に、学位

を授与できるか否かの意見を添えた審査報告書を、研究科長に提出する。前条による学

識の確認についても同様とする。

（学位授与の判定）

第１５条 研究科長は前条の報告を受けて委員会を開催し、第３条の学位授与の要件に基

づいて審議のうえ、博士の学位を授与することの合否を判定する。

２ 前項の判定は、研究科委員総数の３分の２以上が出席し、出席委員の３分の２以上の

賛成を必要とする。

３ 研究科長はその結果を文書をもって学長に報告しなければならない。

（学位の授与）

第１６条 学長は、研究科長の意見を聴き、学位を授与し学位記を交付する。

（論文等の公表及び報告）

第１７条 本学大学院は、博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その学位論文の内

容要旨及び審査の要旨をインターネットの利用により公表する。

２ 学長は、博士の学位を授与したとき学位授与名簿に登録し、当該博士の学位を授与し

た日から３ヶ月以内に、学位授与報告書を文部科学大臣に報告しなければならない。

３ 博士の学位を授与された者は、その学位を授与された日から１年以内に、当該博士論

文の全文を公表するものとする。ただし、当該博士の学位を授与される前に既に公表し

たときは、この限りでない。 

４ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむをえない事由がある場

合には、委員会の承認を受けて、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものを印

刷公表することができる。この場合、本大学は当該論文の全文を求めに応じて閲覧に供

するものとする。

５ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、本学の協力を得て、イ
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ンターネットの利用により行うものとする。

６ 第３項の規程により公表する場合は、当該論文に武蔵野大学審査学位論文（博士）と、

また第４項の規定により公表する場合には、武蔵野大学審査学位論文（博士）の要旨と

明記するものとする。

第４章 学位記の取り消し、学位記及び関係書類の様式

（学位授与の取り消し）

第１８条 学長は、学位を授与された者が次の各号の一に該当するときは、委員会又は教

授会の意見を聴き、既に授与した学位を取り消したうえ学位簿より削除し、学位記を還

付させるものとする。

（１） 不正の方法により学位を受けたことが判明したとき。

（２） 授与された学位の名誉を著しく汚辱する行為があったとき。

２ 前項の議決には、委員会又は教授会の構成員の３分の２以上の出席を必要とし、かつ、

出席者の４分の３以上の投票による賛成がなければならない。

（学位記及び書類の様式）

第１９条 学位記及び関係書類の様式は、別表の通りとする。

（内規等）

第２０条 この規程に定めるもののほか、学位の申請に要する手続き等の取扱いは、別に

定める。

（改廃）

第２１条 この規程の改廃は、学部長会議及び研究科長会議の議を経て学長が行う。 

附 則

１ この規程は、平成２２年４月１日から施行する。

２ この規程施行に伴い、従前の武蔵野大学大学院学位規程（平成１７年４月１日制定）

は廃止する。

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正）

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正）

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正）

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（第１７条一部改正）

この規程は、平成２５年８月７日から施行し、平成２５年４月１日から適用す

る。

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正）

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正） 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（１）、（２）、第１０条第１項一部改正） 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する 

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正） 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（１）、（２）、第５条第１項一部改正） 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（１）、（２）一部改正） 
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この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（第２条第３項（２）一部改正） 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。
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資料４ 
本文 1 1ページ参照 

○データサイエンス研究科学位論文の取扱内規

（令和３年 ４月 １日）
改正 令和４年   ４月   １日

第１章 総則

（趣旨）

第１条 武蔵野大学学位規程（以下「規程」という。）第２０条の規定に基づく学位授与

の申請に要する手続き等については、この「学位論文の取扱内規」の定めるところによ

る。

第２章 修士の学位

（修士論文題目の届出）

第２条 修士論文を提出する者は、最終学年の５月中旬までに修士論文の題目を所定の届

出用紙により、指導教員の承認を得て研究科長へ提出する。

（修士論文の提出）

第３条 修士論文は、修士論文審査願及び学位論文の要旨を添えて最終学年の１月中旬又

は７月上旬までに、指導教員の承認を得て研究科長に提出する。ただし、次年度の前期

末に課程を修了しようとする者の修士論文の提出は、次年度の７月上旬とする。

（修士論文の様式）

第４条 修士論文の様式は、各専攻において定める。

（修士論文の最終試験）

第５条 修士論文の最終試験は、２月中旬又は８月下旬までに行う。なお、第３条ただし

書に該当する場合は、８月下旬までに行う。また原則として、最終試験の後、各専攻で

論文内容の報告を行う。

（学位授与の時期）

第６条 修士の学位を授与する時期は、学年末及び前期末とする。

２ 学位を授与できない者には、その旨を通知する。

第３章 博士の学位

（研究指導）

第７条 博士後期課程の学生は、入学又は進学した年度の５月中旬までに、指導教員の指

導により研究課題及び研究計画書を研究科長に提出し、研究科委員会の承認を得なけれ

ばならない。

（博士論文提出予定の届出）

第８条 規程第３条第３項の規定（以下「課程博士の規定」という。）により博士論文を

提出する者は、最終学年の５月下旬までに、指導教員の承認を経て、研究科長へ所定の

届出用紙を提出しなければならない。

（課程博士の博士論文提出の要件）

第９条 課程博士の規定により博士の学位の授与を申請する者は、在学中に博士論文を提

出するものとする。

２ 博士論文を提出できる者は、次の各号のすべてに該当する者で、各専攻で定める一定

の要件を備えた者とする。

（１） 博士後期課程修了に必要な所定の単位を修得した者、又は博士論文審査終了まで

に所定の単位を修得することができると認められた者。

（２） 博士論文の作成等に対する研究指導を、本学大学院において受けた者。
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（論文博士による学位授与の要件）

第１０条 規程第３条第４項の規定（以下「論文博士の規定」という。）により学位を申

請することができる者は、次の各号の１に該当するものとする。

（１） 博士後期課程に所定の年限以上在学し、所定の単位を修得し、かつ必要な研究指

導を受けた後、学位論文を提出しないで退学した者。

（２） 大学院修士課程又は博士前期課程の修了者で、４年以上の研究歴を有する者。

（３） その他、前各号以外の学歴を有する者で、研究歴が博士課程修了者と同等以上と

認められた者。

（学位論文予備審査の申請）

第１１条 論文博士の規定により博士の学位を申請する者は、次の書類を研究科長に提出

し、博士学位論文予備審査（以下「予備審査」という。）を受けなければならない。

（１） 予備審査願（指定用紙）              １部

（２） 予備審査論文                  各３部

（３） 学位論文要旨（指定用紙）             ３部

（４） 予備審査論文目録（指定用紙）           ３部

（５） 参考論文（必要に応じ）              ３部

（６） 履歴書（指定用紙）                ３部

（７） 業績書（指定用紙）                １部

２ 前項の申請書類は、次の要領で作成するものとする。

（１） 予備審査論文は、論文テーマに関して執筆された査読制学会誌の原著論文１編以

上を含む公刊論文３編以上の別刷を提出する。未刊行であっても、審査に合格したこと

が証明された論文は、これに含めることができる。

（２） 学位論文要旨は、論文の全体構成（章、節立て）及び要旨を、８,０００字程度に

まとめる。

（３） 参考論文とは、学位論文に対する補助的論文として一体的に審査を受ける場合の

ものをいい、主論文以外の、共同研究者として掲載された論文や学会等での口頭発表要

旨等で、審査上参考となる論文をいう。参考論文は、指導教員の指示に従って、論文の

別刷を提出するものとする。

（予備審査）

第１２条 予備審査は、学位論文審査の対象となるか否かを審査するものとし、必要に応

じて試問を行うこととする。

２ 研究科長は、申請ごとに当該専攻長へ審査を付託する。

３ 専攻長は、博士後期課程研究指導教員全員で審査し、結果を研究科長へ報告するもの

とする。

４ 研究科長は、前項の報告を受けて研究科委員会を開催し、学位論文提出資格の有無を

審議する。また、研究科委員会で審査するまでの所定の期間、予備審査論文等を閲覧に

供するものとする。

５ 研究科長は、前項による審査で承認された者に、学位論文提出資格を与える。

（課程博士学位論文提出の時期及び手続き）

第１３条 課程博士の規定による学位論文は、指導教員の承認を得て、最終学年の１０月

上旬までに次の書類に審査料を添えて研究科長に提出する。

（１） 学位論文審査願（指定用紙）          １部

（２） 学位論文（原則としてＡ４版）         ３部

（３） 学位論文要旨（指定用紙）           ３部

（４） 論文目録（指定用紙）             ３部

（５） 参考論文（必要に応じ）            ３部

（６） 履歴書（指定用紙）              ３部

（７） 業績書（指定用紙）              ３部

２ 前項の提出書類は、次の要領で作成するものとする。

（１） 学位論文は、原則６０，０００字以上とする。
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（２） 学位論文要旨及び参考論文については、第１１条第２項第２号及び第３号に準ず

る。

（論文博士学位論文提出の時期及び手続き）

第１４条 論文博士の規定による学位論文は、次の書類に審査料を添えて研究科長に提出

するものとする。

（１） 前条第１項第１号から第７号に定める書類及び部数

（２） 住民票（外国籍の場合、同等の書類） １部

（３） 最終学歴の卒業又は修了証明書 １部

（４） 博士課程単位修得後満期退学者はその証明書 １部

２ 前項の提出書類は、前条第２項を準用して作成する。

（学識の確認）

第１５条 学識の確認は、学位論文に関連のある研究分野の科目及び外国語について、筆

答又は口頭の試問により行う。

２ 前項に定める外国語の試問については、原則として２ヶ国語（母国語を除く。）を課す

る。ただし、研究科委員会が特別の事由があると認めたときは、１カ国語のみとするこ

とができる。

（審査結果の報告）

第１６条 規程第１４条に定める報告書は次の通りとし、審査委員会はこれを２月上旬ま

でに研究科長に提出しなければならない。ただし、論文博士の報告時期については研究

科委員会で定める。

（１） 学位論文審査結果報告書（指定用紙） １部

（２） 学位論文内容の要旨（4,000 字以内） １部

（３） 学位論文審査結果の要旨（2,000 字以内） １部

（４） 口述試問結果の要旨（1,000 字以内） １部

２ 学位を授与できない者には、その旨を通知する。

３ 研究科長は、第１６条の報告を受けて、研究科委員会で審議終了までの所定の期間、

学位論文等を閲覧に供するものとする。

（学位論文の公聴会）

第１７条 学位論文の公聴会は、学位授与の判定までに開くこととする。ただし、論文博

士の公聴会の時期については研究科委員会で定める。

（学位授与の判定）

第１８条 博士学位授与の合否の判定は、原則として２月中旬までに行うものとする。た

だし、論文博士の時期については研究科委員会で定める。

第４章 雑則

（本取扱内規にない事項）

第１９条 この取扱内規に定めるもののほか、必要な事項は、研究科委員会の議を経て研

究科長が別に定める。

（改廃）

第２０条 この内規の改廃は、研究科委員会の議を経て学長が行う。

附 則

この内規は、令和３年４月１日から施行する。

附 則 （旧第３章繰下、第３章追加）

この内規は、令和４年４月１日から施行する
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資料５

４月

５月

５月

７月

８月

10月

12月

２月

本文11ページ参照

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）

研究計画の実現性・適切性の判断と指導

博士論文の執筆に向け、客観的・批判的な視点から
自らの研究を分析し、最終成果を社会に還元するた
め、自らの専門分野の学会に所属して発表を行うな
ど、外部への研究成果の報告を推奨する。

研究指導スケジュール

１

年

次

指導教員の決定、研究指導の開始

研究課題及び研究計画書 提出

指導教員の指導の下、講義・演習科目の履修をすす

め、多角的な視点と高度な知識を身につける。

３

年

次

博
士
論
文
の
執
筆

個
別
指
導

２

年

博士論文提出資格審査

博士論文の提出

博士論文の最終試験

口頭試問・公聴会

博士論文の合否判定

博士論文の題目 提出

博士論文提出資格審査願の提出

設置の趣旨（資料）-15



資料６
本文 12ページ参照 

○武蔵野大学研究倫理委員会規程

（平成１７年 ４月 １日）
改正 平成２６年 ４月 １日

平成２７年 ４月 １日

（目的）

第１条 この規程は、武蔵野大学（以下「本学」という。）の研究者（大学院の学生を含む。）

が、人間を対象とし、個人の行動、環境、心身等に関する情報及びデータ等を収集・採

取して行われる研究のうち、倫理上の問題が生じるおそれのある研究及びこれらの研究

結果の公表（以下「研究」という。）を行う場合の理念及び研究倫理委員会に関する事項

を定めることにより、研究対象者及びその関係者（以下「対象者等」という。）の人権を

擁護するとともに、本学における研究の円滑な推進に資することを目的とする。

（研究倫理理念）

第２条 前条の研究を行おうとする研究者（以下「研究者」という。）は、各人の自覚に

基づいた高い倫理性を保持するとともに、次の各号に留意しなければならない。

（１） ヘルシンキ宣言の趣旨に則して研究を行うこと。

（２） 対象者等の人権を尊重すること。

（３） 研究を行うことにより、対象者等に不利益及び危険が生じないよう十分配慮す

ること。

（４） あらかじめ対象者等に研究の内容及び方法等を説明し、理解を求めた上で、研

究対象者から書面により同意（研究対象者が未成年者の場合は、本人及び保護者

等の同意）を得ること。なお、研究対象者が年少者又は障害者等で、本人の同意

を確認することが困難な場合にあっては、保護者等から書面により同意を得るこ

と。

（研究倫理委員会）

第３条 研究が前条に定める理念に則しているか否かを審議するため、大学に「全学研究

倫理委員会」（以下「全学委員会」という。）を、各学部に「学部研究倫理委員会」（以

下「学部委員会」という。）、各研究科に「研究科研究倫理委員会」（以下「研究科委

員会」という。）を置く。

（全学委員会）

第４条 全学委員会は、全学的な研究倫理の調整をすることを目的とし、次の各号に掲げ

る者をもって組織する。

（１） 副学長

（２） 大学院研究科長

（３） 各学部長

（４） 学識経験者 若干名

（５） その他学長が必要と認めたもの 若干名

２ 前項第４号及び５号の委員は学長が委嘱し、その任期は２年とする。

３ 全学委員会に委員長を置き、副学長をもって充てる。

（学部委員会）

第５条 学部委員会は、学部における個別の研究の倫理を審議する。

２ 学部委員会に関する事項は、別に定める。

（研究科委員会）

第６条 研究科委員会は、研究科における個別の研究の倫理を審議する。

２ 研究科委員会に関する事項は、別に定める。

（庶務）

第７条 委員会に関する庶務は、大学事務部学部事務課が行う。

（改廃）

第８条 この規程の改廃は、学部長会議の意見を聴き、学長が行う。
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附 則

この規程は、平成１７年１２月２１日から施行し、平成１７年４月１日から適用す

る。

附 則

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（第１条、第７条及び第８条改正）

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。
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資料７

本文13、17ページ参照

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）　時間割
１年次
【前期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30 必修
データサイエン
ス先端発展研
究１

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）１

担当教
員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

【後期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30 必修
データサイエン
ス先端発展研
究２

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）１

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

曜日 月 火 水 木 金

教員
教室

科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選必・選 科目 科目時限 時間

金

時限 時間 必・選 科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

教員

曜日 月 火 水 木

教室
必・選

必・選 科目 教員
教室

必・選 科目教員
教室

必・選 科目 教員
教室
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データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）　時間割
２年次
【前期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30
必修・
選択

未来創造発展
セミナー１Ａ、１
Ｂ

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）２

担当教
員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

【後期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30
必修・
選択

未来創造発展
セミナー２Ａ、２
Ｂ

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）２

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

教員

曜日 月 火 水 木 金
教室

必・選 科目時限 時間 教員
教室

科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選必・選 科目

曜日 月 火 水 木 金

時限 時間
教室

必・選 科目 教員
教室

科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選必・選 科目 教員
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データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）　時間割
３年次
【前期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）３

担当教
員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

【後期】

No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人) No 定員(人)

1 8:50～10:30

2 10:40～12:20

3 13:10～14:50

4 15:00～16:40

5 16:50～18:30

6 18:40～20:20 必修
未来創造発展
研究（研究指
導）３

担当教員

5号館
６階
研究

スペース

3

7 20:20～22:00

曜日 月 火 水 木 金
教室

教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選 科目 教員 教員時限 時間 必・選 科目 教員
教室

必・選 科目
教室

必・選 科目

曜日 月 火 水 木 金

時限 時間 必・選 科目 教員
教室

必・選 科目
教室

必・選 科目 教員
教室

科目 教員教員
教室

必・選 科目 教員
教室

必・選
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武蔵野大学大学院生自習室図面（有明キャンパス）

大学院自習室（１‐７０１、１‐７１０、１‐７１１）

ＰＣ・・・パソコン（計40台）

ＰＲ・・・・プリンター（計3台）

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC PC

PR

PR

PR

1‐701

1‐711

1‐710

廊

下
ロ
ッ
カ
ー

資料８
本文13ページ参照
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大学院自習室（１-８０８）

1‐808

ロッカー

机 机 机 机

机 机 机 机

机 机 机 机

机 机 机 机

ロッカー

収
納
庫
収
納
庫
収
納
庫
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資料９
本文14ページ参照

No. タイトル 電子ｼﾞｬｰﾅﾙ 外国書
1 ニュートン

2 応用数理

3 科学

4 自然

5 人工知能

6 数学セミナー

7 数理科学

8 サイエンス

9 日経サイエンス

10 情報の科学と技術

11 ACS nano ○ ○
12 British Journal for the History of Science ○ ○
13 Chemical reviews ○ ○
14 Dalton Transactions ○ ○
15 Japan Journal of Industrial and Applied Mathematics ○
16 Journal of Mathematics and the Arts ○ ○
17 Journal of Physics  Pt. A: Mathematical & Theoretical ○ ○
18 Journal of the Physical Society of Japan ○ ○
19 Nanoscale ○ ○
20 Nature ○
21 Physical Review E: Statistical, Nonlinear, and Soft Matter Physics ○ ○
22 Physical Review Letters ○ ○
23 Polar Record ○ ○
24 Proceedings of National Academy of Sciences ○ ○
25 Reviews of Modern Physics ○ ○
26 Science ○ ○
27 Science Translational Medicine ○ ○
28 Scientific American. New series ○
29 SIAM Journal on Applied Mathematics ○ ○
30 SIAM Journal on Financial Mathematics ○ ○
31 Transportation Science ○ ○
32 Natural language engineering ○ ○
33 Network Science ○ ○

計 20 23

データサイエンス研究科に係る学術雑誌整備一覧
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データサイエンスプログラミング演習Ⅰ

データサイエンスプログラミング演習Ⅱ

ソーシャルイノベーションの起こし方

グリーンエコノミー基礎

サイバーフィジカルシステム

マーケティングデータ分析

機械学習デザイン演習Ⅰ

機械学習デザイン演習Ⅱ

人工知能(AI)デザイン演習Ⅰ

人工知能(AI)デザイン演習Ⅱ

データサイエンス特論

データマイニング

マルチメディア知識ベース

人工知能(AI)社会の情報倫理

社会・環境・ビジネスデザイン

社会連携活動概論

未来創造PJ-AⅠ

未来創造PJ-BⅠ

未来創造PJ-AⅡ

未来創造PJ-BⅡ

未来創造PJ-AⅢ

未来創造PJ-BⅢ

未来創造PJ-AⅣ

未来創造PJ-BⅣ

科目
区分

授業科目の名称
科目
区分

授業科目の名称
科目
区分

授業科目の名称
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 本文７、15ページ参照基礎となる学部との科目における関係図

データサイエンス学部
データサイエンス学科

データサイエンス研究科
データサイエンス専攻（修士課程）

データサイエンス研究科
データサイエンス専攻（博士後期課程）

データサイエンス先端発展研究１
人類と人工知能（AI）

メディアクリエーション・データデザイン演習Ⅰ
小計（１科目） データサイエンス先端発展研究２

メディアクリエーション・データデザイン演習Ⅱ

学
科
科
目

専
門
共
通
科
目

データサイエンス学
基
盤
科
目

データサイエンス先端研究

発
展
科
目

専
門
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術

マルチメディア知識ベース特論

機械学習特論 小計（２科目）

サイバー・
フィジカルシステム特論

未来創造発展セミナー２Ａ
機械学習と深層学習

Webテクノロジ
サイバーセキュリティ特論 未来創造発展セミナー２Ｂ

複合現実

小計（２科目）

データと数理Ⅰ
データ・テキストマイニング特論 未来創造発展セミナー１Ａ

データと数理Ⅱ

データと経済統計
人工知能特論 未来創造発展セミナー１Ｂ

データと計量経済学

ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン
・
コ
ー

ス

小計（６科目） 小計（２科目）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

応
用

複合現実特論 未来創造発展研究(研究指導)１

ロボティクス特論 未来創造発展研究(研究指導)２

グローバル環境データベース
システム特論

小計（３科目）小計（３科目）

計（９科目）

情報経済特論

小計（24科目）

小計（6科目）

小計（6科目）

小計（6科目）

演
習

専門(人工知能（AI）クリエーション)コース演習Ⅰ
未来創造特別研究４

専門(人工知能（AI）アルゴリズムデザイン)コース演習Ⅱ

専門（ソーシャルイノベーション）コース演習Ⅲ
小計（４科目）

専
門
コ
ー

ス
科
目

A
I
ク
リ
エ
ー

シ

ョ

ン
・
コ
ー

ス

人工知能(AI)テクノロジ 

ソ
ー

シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー

シ

ョ
ン

情報経済・
データサイエンス特論人工知能(AI)・人間協調進化システム

人工知能(AI)ゲームクリエーション データサイエンス・
ビジネスデザイン特論ロボティクス・IoT

サイバーセキュリティと人工知能(AI)
ソーシャルイノベーション特論

A
I
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
デ

ザ
イ
ン
・
コ
ー

ス

機械学習アルゴリズムデザイン
小計（３科目）

データベースデザイン

画像・音声認識システム
専
門
実
践
科
目

国際連携データサイエンス
特別研究１(インターンシップ)

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
型
科
目

卒業論文創成課題

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

学科科目（小計61科目）

社
会
連
携
型
教
育

計（19科目）
データサイエンス社会実践学習（短期）

データサイエンス社会実践学習（中期）

データサイエンス社会実践学習（長期）

データサイエンス社会実践学習（海外）

小計（3科目）

小計（5科目）

小計（11科目）

未来創造発展研究(研究指導)３

研
究
指
導

マーケティング・オートメーション

研
究
指
導

未来創造特別研究１

グローバル・ビジネス・ガバナンス
未来創造特別研究２

ビジネスモデル創出

社会・環境・ビジネスフィールドワーク
未来創造特別研究３

テキストマイニング

時空間データベース 国際連携データサイエンス
特別研究２(インターンシップ)リアルワールド解析シミュレータ

小計（２科目）
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資料11
本文20ページ参照

ア 大学の教育研究上の目的に関すること

イ 教育研究上の基本組織に関すること

ウ
教員組織、教員の数並びに各教員が有する
学位及び業績に関すること

【学部】 https://www.musashino-u.ac.jp/admission/faculty/policies.html

【研究科】 https://www.musashino-u.ac.jp/admission/graduate_school/policies.html

　　学生数

　　就職状況

カリキュラム・ポリシー

シラバス

　　履修要覧

　　ディプロマ・ポリシー

　　履修要覧

【有明キャンパス】 https://www.musashino-u.ac.jp/guide/campus/ariake_campus.html

【武蔵野キャンパス】https://www.musashino-u.ac.jp/guide/campus/musashino_campus.html

　　図書館

　　研究所・センター等

クラブ情報

　　休息を行う環境

　　学生支援（生活面）

【有明キャンパス】 https://www.musashino-u.ac.jp/ariake/

【武蔵野キャンパス】https://www.musashino-u.ac.jp/musashino/

　　学費等納入金 https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/fees/fees/

　　学生寮費

　　就職・キャリア支援

　　就職支援プログラム

　　心身健康支援

　　奨学金

　　資格取得支援

　　留学生支援

　　障がいをもつ学生への支援

　　学則等各種規程

　　設置計画履行状況等報告書

　　自己点検・評価報告書

　　認証評価の結果

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/inspection.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/accredited.html

　　大学の財務情報に関すること
https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/finance.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/situation.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/facility/healthcare.html

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/fees/scholarship/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/career/qualification.html

https://www.musashino-u.ac.jp/international/international-students/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/campus_life/faq/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/life/dormitory/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/learning/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/life/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/career/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/career/employment_support/employment_support.html

https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/campus_life/club/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/campus_life/faq/

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/campus_life/faq/

コ

その他

カ

学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること

キ

校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること

キャンパス概要

　　交通アクセス

ク

授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること

ケ

大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること

　　修学・生活情報

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/basic/policies/policies.html

https://risyuyouran.musashino-u.ac.jp/

https://www.musashino-u.ac.jp/library/

公開情報及び掲載先一覧

エ

入学者に関する受入れ方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就
職等の状況に関すること

アドミッション・ポリシー

オ

授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/basic/purpose.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/figure.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/professor_profile.html

https://www.musashino-u.ac.jp/guide/information/students.html

https://www.musashino-u.ac.jp/student-life/career/data/

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/basic/policies/curriculumpolicy.html

https://muscat.musashino-u.ac.jp/portal/slbssrch.do

https://risyuyouran.musashino-u.ac.jp/
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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

①学生の確保の見通し

ア 定員充足の見込み

（ⅰ）データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の入学定員設定の考え方

及び充足見込 

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）（以下、本課程）は、データ

サイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用するための分野横断型研究を行い、国際的な

大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサイエンス教育研究を実現し、この分野でのプ

ロフェッショナルとなる人材を育成する。

今回設置する本課程の入学定員は３人、収容定員は９人とする。本課程のカリキュラムは他大

学の状況や社会人のリカレント教育としての需要予想を考慮して定員を設定した。 

 また、修士課程よりもプロフェッショナルとなる人材を育成する高度な教育が求められる博士

後期課程であることから、教育研究の質の担保についても考慮した定員とした。研究指導教員が

計 14 人であるため、仮に各教員が１人ずつ学生の研究指導を担当した場合、在学生９人のほと

んどが１対１の十分な研究指導を受けられる環境となる。これは万が一留年者が出た場合でも教

員数に対して十分に余裕のある学生数であり、教育研究の質を継続的に担保するに適した数であ

ると考える。 

 後述する基礎となる学部等の志願状況からは、本課程の教育研究に対するニーズを伺うことが

でき、本課程が長期的かつ安定的に学生を確保する見込みがあることが分かる。 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要

（ⅰ）既設の学部学科の定員充足状況 

 本課程の基礎となるデータサイエンス学部データサイエンス学科及びデータサイエンス研究科

データサイエンス専攻（修士課程）について、志願者数等推移（資料１）を見てみる。データサ

イエンス学部データサイエンス学科開設の令和元年度の実質倍率は 6.5 倍、令和２年度は 7.8

倍、令和３年度は 5.1 倍であり、令和３年度は実質倍率が前年に比べ低下しているが、これは全

国的な傾向であり、平均 6.5 倍の実質倍率であり、データサイエンス学部データサイエンス学科

に対する希望者は多く安定的に学生を確保できている。また令和３年度に開設したデータサイエ

ンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）の志願者は、定員 10 名に対し実志願者数５名、

実質倍率は 1.3 倍であるが、これはデータサイエンス学部データサイエンス学科からの進学者が

まだいない年度（完成年度前）であり、また後述する進路希望調査結果（資料６）でも在学者４

名の内、進学を希望するものが２名あり、今後、修士課程の定員が充足され、同等な比率で博士

後期課程へ進学することが見込まれる。 

 このことから、本学のデータサイエンス分野における教育研究への信頼をうかがうことがで

き、定員充足の見込みは十分であると言える。 

（ⅱ）競合校の状況 

 競合校を設定し、それらの志願状況を調べた。競合校は「情報科学系の教育研究が可能な研究

科」「キャンパスの場所」を考慮し以下の方法で抽出した。 

まず、「情報科学系の教育研究が可能な研究科」について、各大学のホームページ及びパンフ

レット等を調査し、該当する大学を抽出した。
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 次に、「キャンパスの場所」について、本課程は東京都江東区に位置する有明キャンパスで学

修することから、本課程と同様に首都圏に位置するキャンパスで教育研究を行う大学院を、近隣

の競合校候補として絞り込みを行った。そしてその中から、教育の特徴が類似する３大学院を抽

出した。また、既にデータサイエンス研究科を開設している２校を調査し、近隣の競合校と合わ

せ、合計５校を競合校として抽出した。 

 「競合校」の平成 28 年度から令和２年度の５年間の入学者状況を見てみると（資料２）、ほ

ぼ定員に近い入学者数であったことから本課程においても定員充足の見込みが十分あると考えら

れる。 

 

 （ⅰ）及び（ⅱ）の結果から、本課程は設置後の入学定員の充足の見込みが十分に立つことが

示唆される。本課程は向学意欲のある学生や社会人にとって進学先を検討する際の有力な候補と

なると考える。 

  

ウ 学生納付金の設定の考え方 

 本課程の初年度における学生納付金は、内部からの進学者は 635,000 円、それ以外からの進学

者は 885,000 円と設定した。 

 本学の学費設定にあたっては、収容定員による学納金収入の見込みに対する教育研究費や施設

設備費、教員人件費、図書費等の支出の見込みを踏まえ、採算性及び永続性を考慮している。更

に、本課程の学費設定にあたっては、競合校の学費の状況も参考に、『高度な専門職業人及び研

究者の養成』という本課程における設置の趣旨に鑑み、学生の経済的負担を軽減し、学びやすい

環境を提供するという観点で設定を行った。 

 なお、競合校となり得る、情報科学系を専攻できる他大学大学院（博士後期課程）の初年度に

おける学生納付金を見ると（資料２）、内部からの進学が 600,800 円～1,000,000 円、それ以外

の外部からの進学では 802,800 円～1,300,000 円となっている。本課程の学生納付金は他大学院

と比較して同等か、低い金額に設定しており、受験者への訴求力は高いと考える。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

ア 入試広報等における取組状況（予定を含む）及びその効果、反応等 

本課程の学生募集は、主にＷｅｂサイトや進学相談会により行う。 

まず、Ｗｅｂによる募集広報については、本学ホームページにて研究内容や授業の概要等、入学

後の学修が具体的に伝わるよう紹介している。また、株式会社リクルートの運営する日本最大級

の進学情報サイト「スタディサプリ社会人大学・大学院」へ大学院情報や入試情報の掲載を行う

ことで、本課程をより多くの人々に周知させることができる。 

進学相談会については、年に複数回、大学院相談会を開催する。研究科毎に個別相談の時間を

設け、相談員を当該研究科の教員が担当し、学生の目的や進路に合わせた進学・研究のアドバイ

スを行う。さらに、入学試験に関する相談は、本学入試センターの事務職員が常駐し、質問内容

に合わせた丁寧な説明ができるよう体制を整えている。有明・武蔵野両キャンパスを合わせた大

学院進学相談会への来場者数は、平成 27 年度 194 人、28 年度 190 人、平成 29 年度 176 人、平

成 30 年度 172 人、令和元年度 194 人と、新型コロナウイルス感染拡大防止のためにオンライン

開催となった令和２年度を除き、毎年 200 人近くを集めている（表１）。令和３年度において
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も、同様に大学院相談会開催を予定している。 

 

表１ 大学院進学相談会来場者数（平成 27～令和２年度） 

実施年度 キャンパス 来場者数 合計 

令和２年度 オンライン 104 104 人 

令和元年度 有明 130 
194 人 

武蔵野 64 

平成 30 年度 有明 58 
172 人 

武蔵野 114 

平成 29 年度 有明 49 
176 人 

武蔵野 127 

平成 28 年度 有明 105 
190 人 

武蔵野 85 

平成 27 年度 有明 92 
194 人 

武蔵野 102 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

 本課程において養成する人材像は、データサイエンスの先端技術を探究し、それらを広く応用

するための分野横断型研究を行い、国際的な大学・研究機関との連携を伴った先端的なデータサ

イエンス教育研究を実現し、この分野でのプロフェッショナルとなる人材である。 

 また、教育研究上の目的は、最先端のデータサイエンスの学術研究を行う国際的な大学や研究

機関において、データサイエンス領域の高度専門知識と新技術を有し、それらを基礎とした自ら

の創造的、独創的なアイディアを発し、新たな知識創出、機能設計、システム構築を行うデータ

サイエンス・スペシャリスト、プロフェッショナルとなる能力を修得させる。 

 産業界において、データサイエンスの機能とデータ資源、知識資源を組み込み、データサイエ

ンスのプロセスを伴った経営方法を構築し、世界規模での国際的なイノベーションを実現するデ

ータサイエンス経営・開発プロフェショナルとなる能力を修得させることである。 

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

ア 企業・関係機関等への採用意向調査 

 人材需要をより明確にするため、一般法人等に対し本課程の社会的意義や人材需要を問うアン

ケート調査を行った。調査対象は本課程の研究分野に鑑み、データサイエンスの活用が求められ

ている広範囲な分野（IT エンジニアリング、証券、コンサルタント、報道、IT 系人材紹介、土

木等）の 23 法人とした。選定した法人はアジアＡＩ研究所及びデータサイエンス学部データサ

イエンス学科が連携している法人であり、本課程を修了した学生の受け入れ先としても想定され

得ることから、アンケートの対象として適していると考えた。 

 回答方法は、本課程の概要（資料３）資料を先に目を通してもらったうえでの回答を依頼し、
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依頼した法人の 48％にあたる 11 法人から回答を得られた（資料４）。 

 問１「武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の育

成する人材像について、どのように評価されますか。」という質問に対し、「①大いに評価す

る」との回答が 64％、「②評価する」という回答が 36％であり、全 11 法人が育成する人材像に

ついて大いに評価する又は、評価するとの回答を得た。問２「当該研究科・博士後期課程におけ

る学修について、社会的ニーズがあるとお考えですか。」という質問に対しては、「①大いにあ

る」との回答が 64％、「②ある」という回答が 36％であり、こちらも全 11 法人が教育について

意義があると考えていることがわかった。そして、問３「当該研究科・博士後期課程ではデータ

サイエンス分野における国際的に通用する人材を育成しますが、貴社で採用したいとお考えです

か。」という質問に対して、「①採用したい」との回答が 64％、「②採用しても良い」という

回答 27％であり、10 法人から採用したいとの意向がみられた。 

 

イ 基礎となる修士課程・学部への進学調査 

本課程の基礎となるデータサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）の１年生４人

に進学希望のアンケート調査を行った（資料５）。その内、100％にあたる４人の学生から回答

があった（資料６）。 

問１「データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）修了後の進路をどのように

考えていますか。」に対して、回答者の 25％、１名が「進学」との回答であり、進学意欲がある

ことがわかった。問２「本学にデータサイエンス専攻（博士後期課程）ができた場合、進学を希

望しますか。」に対し回答者の 50％、２名が「希望する」、１名が「検討中」との回答であり、

本課程の入学定員３名に近い回答であった。 

 次にデータサイエンス学部の２年生 64 人、３年生 66 人、計 130 人に進学希望のアンケート調

査を行った（資料７）。その内、57％にあたる 74 人の学生から回答があった（資料８）。 

 問１「データサイエンス学部卒業後の進路をどのように考えていますか。」に対して、回答者

の 20％、15 名が「進学」との回答であり、問２「本学データサイエンス研究科データサイエン

ス専攻（修士課程）への進学を希望しますか。」に対して、回答者の 18％、13 名が「希望す

る」との回答であり、進学意欲が高いことがわかった。また、問３「本学にデータサイエンス専

攻（博士後期課程）ができた場合、進学を希望しますか。」に対し回答者の９％、７名（２年生

４人、３年生３人）が「希望する」との回答であり、本課程の入学定員３名かそれ以上を十分に

満たす回答であった。 

 

ウ 社会人セミナー参加者への入学調査 

本課程は社会人の入学を想定し、一人でも多くのデータサイエンティスト人材を育成し輩出す

ることを目指していることから、社会人に対しても入学希望のアンケート調査を行った（資料

９）。調査対象は昨年度アジアＡＩ研究所で行ってきた社会人セミナーの受講者 14 名とし、そ

の内、21％の３名から回答を得られた（資料 10）。 

問１「武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の育

成する人材像について、どのように評価されますか。」という質問に対し、「①大いに評価す

る」との回答が 33％、「②評価する」という回答が 67％であり、全員が育成する人材像につい

て評価をするとの回答をした。問２「当該研究科・博士後期課程における学修について、社会的
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ニーズがあるとお考えですか。」という質問に対しては、「①大いにある」との回答が実に

67％、「②ある」という回答が 33％であり、こちらも教育について意義があると考えられている

ことがわかった。そして、問３「本学にデータサイエンス専攻（博士後期課程）ができた場合、

入学を希望しますか。」という質問に対して、「①希望する」との回答は０％であったが、問４

「本学にデータサイエンス専攻（博士後期課程）ができた場合、同僚または知人に入学を勧めま

すか。」という質問に対しては、「②勧める」という回答が 67％であり、本課程の社会人からも

評価を得て、関心が示されていることを確認できた。 

 

エ わが国における当該分野の状況 

 政府は内閣府に統合イノベーション戦略推進会議を設置し、我が国におけるＡＩ戦略を令和元

年から押し進めてきたが、令和２年初頭から広がった感染症の影響は、日々の生活のみならず経

済的活動に大きなインパクトを与え、これを克服するためのニュー・ノーマルと言われる急激な

社会変化をもたらしている。この中、内閣府は緊急的に「統合イノベーション戦略 2020」をまと

め、令和２年７月 17 日に要項を閣議決定した（資料 11）。 

この要項の冒頭「１．基本的考え方」に「“Society5.0”は、サイバー空間とリアル空間の融

合によって持続的かつ強靱な「人間中心の社会」を創り上げるとともに、科学技術とそれがもた

らすイノベーションの力によって、我々が直面する難局や迫りくる社会的課題を乗り越え成長に

つなげ、誰一人も取り残されないように、新たな形で人々がつながっていく、そのような社会を

創造する活動である。」とあり、我が国のデジタル化・ＩＴ化の遅れを一気に挽回し、「科学技

術・イノベーション力の向上が喫緊の課題」とし、「危機感とスピード感を持ってデジタル化を

加速し、社会システムを変革するイノベーションを創出するとともに、その源泉である研究力を

強化」と、「統合イノベーション戦略 2020（概要）」（資料 12）に具体的な提言を示してい

る。 

 戦略的に進めていくべき主要分野の第１として、「ＡＩ」を挙げ、「世界最先端の研究開発、

拠点形成や人材育成（途中略）を推進」としている。また、研究力の強化を推進するため、研究

環境づくりをすすめ、世界レベルの研究基盤の構築とある。 

以上の状況から、高度なデータサイエンス知識と技能を基盤として、イノベーションを実現す

るトップレベルの人材が今後、継続的に強く求められている事が明らかになった。 

 本課程では、国際的なレベルで、プロフェッショナルとして最先端のデータサイエンス研究を

先導する研究者、産業界での独創的なイノベーションを起こす経営者・開発者の人材を育成する

ことから、当該の戦略指針において期待される人材に適合している。 

 

オ 国際的状況・動向 

 米国東海岸の大学で、多くの起業家を輩出しているノースイースタン大学の大学院のホームペ

ージで、「未来を形作る 11 のデータサイエンスキャリア（11 Data Science Careers Shaping 

Our Future）」（資料 13）（https://www.northeastern.edu/graduate/blog/data-science-

careers-shaping-our-future/）と題して、データサイエンティストの職業としての魅力と状況

を紹介している。データサイエンティストは４年連続して米国のナンバーワン職業であり、その

需要は 2026 年までに 27.9％上昇するが、依然として有能な人材が不足しており、この分野の上

位の学位をとることが将来の飛躍につながると述べている。 
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また米国においてデータサイエンティストの 88%が修士号、46%が博士号を取得しているとさ

れ、データサイエンティストになるために必要な深い知識を身につけるには、非常に高い教育的

素養が必要と述べている。11 のデータサイエンスキャリアの上位１はデータサイエンティスト

で、平均年収は 139,840 ドル、上位２は機械学習エンジニアリングで平均年収は 114,826 ドルで

ある。この傾向はすぐには衰えることはなく、データサイエンスに関する高い専門知識の修得の

必要性を指摘している。 

 このような状況から、国際的にみてもデータサイエンティスト人材の要求は今後も旺盛であ

り、特に最先端のデータサイエンス教育環境が重要であるという傾向は、日本においても波及し

てくると考えられる。 

 

カ 社会的ニーズ 

 一般社団法人データサイエンティスト協会では、毎年、国内企業におけるデータサイエンティ

ストの採用に関する調査を実施している。『データサイエンティスト国内企業採用動向調査結果

を発表』（令和３年４月７日）（資料 14）によると、コロナ禍においても約半数の企業がデータ

サイエンティスト職の採用を増加しており、データサイエンティストを直近１年で増やした企業

は 49%に上る。また、中途採用や新卒採用が増加傾向とある。さらに、「複数の分野を俯瞰的に

見られる人材」のニーズが増えるとも報告している。本課程が特徴としている分野横断型教育研

究環境、および、教育・研究、国際的な大学・研究機関との先端的な教育研究連携環境は、複数

分野の俯瞰的視野に関する社会的ニーズに合致している。 

 

 以上のことから、本課程の教育内容や養成する人材像について、社会的な需要は十分あるとい

える。 

以 上  
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資料１
本文２ページ参照

データサイエンス学部データサイエンス学科

年度
入学定員
（人）

志願者数
（人）

志願者
倍率

実志願者
数（人）

実質倍率
(受験者数
/合格者）

受験者数
（人）

合格者数
（人）

入学者数
（人）

入学定員
超過率

令和元年度 70 1,767 25.2 871 6.5 1,647 253 71 1.01

令和２年度 70 2,224 31.8 979 7.8 2,110 269 70 1.00

令和３年度 90 1,687 18.7 843 5.1 1,589 312 94 1.04

平均 - 1,893 28.5 898 6.5 1,782 278 71 1.00

※志願者倍率・実質倍率は小数点以下第２位を四捨五入、入学定員超過率は小数点以下第３位を切り捨てて算出。

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（修士課程）

年度
入学定員
（人）

志願者数
（人）

志願者
倍率

実志願者
数（人）

実質倍率
(受験者数
/合格者）

受験者数
（人）

合格者数
（人）

入学者数
（人）

入学定員
超過率

令和３年度 10 5 0.5 5 1.3 5 4 4 0.40

※志願者倍率・実質倍率は小数点以下第２位を四捨五入、入学定員超過率は小数点以下第３位を切り捨てて算出。

武蔵野大学既設学部・研究科の志願者数等推移
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資料２
本文３ページ参照

平成
28

年度

平成
29

年度

平成
30

年度

平成
31

年度

令和
2

年度

武蔵野大学
大学院
データサイエンス研究科
データサイエンス専攻

3

有明
キャンパ
ス
（東京都
江東区）

りんかい線
「国際展示
場駅」
徒歩７分
または
ゆりかもめ
「東京ビッグ
サイト駅」
徒歩６分

データサイエンスの先端技術を
探求し、それらを広く応用するた
めの分野横断型研究を行い、
国際的な大学・研究機関との連
携を伴った先端的データサイエ
ンス教育研究を実現し、地球規
模での課題を対象とした先進的
な研究を国際的に先導する
データサイエンス研究プロフェッ
ショナル及び産業界において国
際的なイノベーションを実現す
るデータサイエンス経営・開発
プロフェッショナルを育成する。

内部からの進学
635,000円

外部からの進学
885,000円

3 1 1 2 4

0 3 3 2 3

NA 10 6 5 4

3

東京理科大学大学院
理工学研究科
情報科学専攻

4

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程）の近隣競合校について

大学名
研究科名
専攻名

入学
定員
（人）

入学者数（人）
平均
定員

充足率

通学
キャンパス

交通
アクセス

研究分野・特徴
育成する人材像等

初年度
納入金

直近5ヵ年の
平均(人)

2.2

明治大学大学院
情報コミュニケーション研
究科
情報コミュニケーション学
専攻

6 37%

駿河台
キャンパ
ス（東京
都千代田
区）

JR中央線・
総武線、丸
の内線「御
茶ノ水駅」徒
歩3分
千代田線
「新御茶ノ水
駅」徒歩5分
三田線・新
宿線、半蔵
門線「神保
町駅」徒歩5
分

既存の専門研究によっては全
体像が捉えきれなかった21世
紀の諸問題を、学際的・複数領
域横断的に把握・定式化し、有
効な学問的・政策的ポートフォリ
オを自ら案出できる確固たる判
断基準をもった研究者や実務
家の育成を目指しています。

内部からの進学
620,000円

外部からの進学
720,000円

京浜急行本
線「金沢八
景駅」徒歩5
分

情報セキュリティ大学院
大学
情報セキュリティ研究科
情報セキュリティ専攻

8 78%

横浜キャ
ンパス（神
奈川県横
浜市神奈
川区）

JR東海道
線・京浜急
行線・東急
東横線・みな
とみらい線・
相鉄線・横
浜市営地下
鉄「横浜駅」
徒歩1分

学際的な総合科学としての情報
セキュリティを広く学んだ素養を
ベースに、各専門分野それ自身
の高度な研究を通して、分野の
発展を担う研究者と研究指導者
を育成し、修了後は、広い視野
と見識に立って、情報セキュリ
ティに関する潜在的な問題の萌
芽を発見し解決していくととも
に、今後のあるべき方向性を示
し、この分野を切り開いてゆけ
る人材を輩出することを目的と
しています。

内部からの進学
1,000,000円

外部からの進学
1,300,000円

直近5ヵ年の
平均(人)

6.3

東武野田線
「運河駅」徒
歩5分

情報を数量化し、情報の役割や
影響を数理的に解明するのが
情報科学です。情報科学を現
実問題の解決に役立てるため
には、計算機による情報処理が
重要です。理工学研究科情報
科学専攻では　1.基礎数理情報
2.応用数理情報　3.計算機科学
を3つの柱に、次のような研究
実践のなかから総合的な知識
を持った研究者、技術者の育成
にあたっています。

内部からの進学
600,000円

外部からの進学
1,000,000円

直近5ヵ年の
平均(人)

2.2

55%

野田キャ
ンパス（千
葉県野田
市）

横浜市立大学大学院
データサイエンス研究科
データサイエンス専攻

3

*開設前

100%

データサイエンスを深く探求しつ
つ、独創的かつ革新的なデータ
サイエンス技術を自ら開発する
など、高度な研究を通じて諸分
野の発展に貢献し、データサイ
エンスの新たな可能性を引き出
す人材の育成を図ります。

内部・横浜市から
の進学

676,800円

外部からの進学
817,800円

直近5ヵ年の
平均(人)

3.0

金沢八景
キャンパ
ス（神奈
川県横浜
市）
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平成
28

年度

平成
29

年度

平成
30

年度

平成
31

年度

令和
2

年度

大学名
研究科名
専攻名

入学
定員
（人）

入学者数（人）
平均
定員

充足率

通学
キャンパス

交通
アクセス

研究分野・特徴
育成する人材像等

初年時
納入金

NA NA NA 9 8

3

※情報は各大学のホームページ及びパンフレット等による。

直近5ヵ年の
平均(人)

8.5

JR中央線
「豊田駅」徒
歩20分また
はバス10分
徒歩5分

従来の工学において普遍的に必要とされ
る要素技術の分析・解析能力に加え、工
学に基づく製品やサービス全体をシステ
ムとして捉え、機能と感性の融和を重視し
た総合的で分野横断的なシステム設計・
開発能力を有する国際感覚をもった研究
者・技術者を育成します。
情報科学域では基礎理論、アーキテク
チャ、コンテンツを柱とするコンピュータサ
イエンスに基盤を置きつつ、特に「ビッグ
データ・マイニング分野」、「人工知能・自
然言語処理分野」、「ソーシャル・マルチメ
ディア分野」の三つの分野を柱としたコン
テンツに関する最先端の技術を重視した
教育研究を実施する。最新かつ実践的な
知識と研究開発能力を身につけることが
できるようカリキュラムを構成することで、
ダイナミックな産業構造を有し、急速な進
展を続ける高度な知的社会の構築に貢
献できる人材の育成を目指す。

東京都立大学大学院
システムデザイン研究科
システムデザイン専攻
情報科学域

6 142%

日野キャ
ンパス（東
京都日野
市）

彦根キャ
ンパス（滋
賀県彦根
市）

JR琵琶湖線
（東海道本
線）「彦根
駅」徒歩25
分、または
バス9分

「データサイエンスに関する新
たな基盤技術を生み出し、新た
な価値創造の「場」の開拓につ
なげることができる」業界を代表
する高度な人材を育成します

817,800円

直近5ヵ年の
平均(人)

3.0

内部・東京都から
の進学

661,800円

外部からの進学
802,800円

滋賀大学大学院
データサイエンス研究科
データサイエンス専攻

3

*開設前

100%
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アンケートのお願い
武蔵野⼤学では令和４(2022)年4⽉、データサイエンス研究科（博⼠後期課程）の開設を構想しています。本課程開
設の参考としたく、以下の資料をお読みの上、アンケート回答にご協⼒をお願いいたします。

現在、世界規模での重要な研究対象（イシュー）を発想し、国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス
スペシャリスト、データサイエンスプロフェッショナルの育成が必要となってます。武蔵野⼤学では、地球規模での課題
を対象とした先進的な研究を国際的に先導するデータサイエンス研究プロフェッショナル、及び、産業界において
データサイエンスの機能とデータ資源、知識資源を組み込み、データサイエンスのプロセスを伴った経営⽅法を構築
し、国際的なイノベーションを実現するデータサイエンス経営・開発プロフェッショナルを育成するデータサイエンス研究
科（博⼠後期課程）を令和４年度に設置します。

武蔵野⼤学⼤学院
データサイエンス研究科（博⼠後期課程）
武蔵野⼤学⼤学院
データサイエンス研究科（博⼠後期課程）

(令和４年設置構想中)

学びの特⾊・カリキュラムの特徴

設置の理念

カリキュラムは『発展科⽬』と『研究指導』から構成されます。
『発展科⽬』では、「データサイエンス先端発展研究1〜2」を必修とし、履修モデルにより、「未来創造発展セミ
ナー１A、１B」か「未来創造発展セミナー２A、２B」を選択し、最先端のデータサイエンス領域の専⾨知識、新
技術を修得します。
『研究指導』では、 「未来創造発展研究1〜3」にて、独創的な研究を発信するデータサイエンス・プロfフェッショナ
ルの研究者として、また産業界において国際的なイノベーションを実現する経営・開発プロフェッショナルとして必要
な能⼒を⾝につけると同時に、博⼠論⽂の執筆に資する研究を⾏います。

資料３
本文４ページ参照
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連携国内外⼤学・研究機関 連携企業

こちらの資料を読んで、
アンケートの回答にご協⼒お願いします

設置計画は現在構想中であり、内容に変更がある場合
があります。

産学連携と国際性を備えたグローバルなデータサイエンス研究科

養成する⼈材像

有明キャンパス（東京都江東区）

りんかい線：国際展⽰場駅 徒歩7分
ゆりかもめ：東京ビッグサイト駅 徒歩5分

アクセス

⼊学定員 ３名

学費
（⼊学⾦、授業料等
含む初年次納⼊⾦） 885,000円

<参考> 
明治⼤学⼤学院情報コミュニケーション研究科 720,000円
法政⼤学⼤学院情報科学研究科・情報科学専攻 900,000円
東京理科⼤学⼤学院理⼯学研究科・情報科学専攻 1,000,000円
東洋⼤学⼤学院情報連携学研究科・情報連携学専攻 1,020,000円

学費・定員・交通アクセス

・国際的な⼤学・研究機関等で最先端データサイエンス研究を先導するプロフェッショナ
ルとしての研究者
・産業界において世界規模での国際的なイノベーションを実現する、プロフェッショナルと
しての、データサイエンス経営者、開発者

武蔵野⼤学アジアAI研究所

武蔵野⼤学アジアAI研究所とデータサイエンス学部は、これまでに、国内外の⼤学・研究機関、企業との研究活
動により連携を深めてきました。データサイエンス研究科は、これらの連携を基礎とし、さらに発展的な国際的活動
を実践し、データサイエンスを主軸とした様々な⾼度応⽤にチャレンジし、また夢のある社会の発展と⾃然環境の
改善に取り組む国際的なリーダーを育成する教育システムを構築します。

データサイエンス学部

データサイエンス研究科

学生確保（資料）-6



企業・関係機関様へ 

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程課程） 

に関するアンケート 

 ご案内資料をお読みの上、該当する選択肢に○をつけて５月 15 日（土）までにご

送信くださいますよう、お願いいたします。

問１．武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期

課程）の育成する人材像について、どのように評価されますか。

① 大いに評価する ② 評価する

③ あまり評価しない ④ 評価しない

問２．当該研究科・博士後期課程における学修について、社会的ニーズがあるとお

考えですか。

① 大いにある ② ある

③ あまりない ④ ない

問３．当該研究科・博士後期課程ではデータサイエンス分野において「国際的なレ

ベルで最先端の研究を先導する研究者、産業界での独創的なイノベーション

を起こす経営者・開発者」の人材を育成しますが、貴社で採用したいとお考

えですか。

① 採用したい ② 採用しても良い

③ あまり採用したくない ④ 採用したくない

※このアンケートはデータサイエンス研究科（博士後期課程）設置の参考としてのみ使用し、それ以外の

目的では利用いたしません。なお、アンケート集計にあたっては貴法人名、お名前、ご連絡先等は公表

いたしません。

  ご回答誠にありがとうございました。 

【アンケート集計部署・お問合せ先】 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 

〒１３５－８１８１ 東京都江東区有明三丁目３番３号 １号館６階 

TEL：０３－５５３０－７４０４  ﾒｰﾙ：kikaku@musashino-u.ac.jp 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 行 

ＦＡＸ送信：０３－５５３０－３８１８ もしくは 

メール送信：kikaku@musashino-u.ac.jp
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資料４ 
本文５ページ参照 

企業・関係機関等への採用意向調査 集計結果 

１．実施時期 令和３年５月 

２．対 象 ２３法人 

３．回 答 １１法人（回答率 48％） 

４．結  果

問１．武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士

後期課程）の育成する人材像について、どのように評価されますか。 

回答 回答数（法人） 割合 

１．大いに評価する ７ 64% 

２．評価する ４ 36% 

３．あまり評価しない ０ 0% 

４．評価しない ０ 0% 

計 １１ 100% 

問２．当該研究科・博士後期課程における学修について、社会的ニーズがある

とお考えですか。 

回答 回答数（法人） 割合 

１．大いにある ７ 64% 

２．ある ４ 36% 

３．あまりない ０ 0% 

４．ない ０ 0% 

計 １１ 100% 

問３．当該研究科・博士後期課程ではデータサイエンス分野において「国際的

なレベルで最先端の研究を先導する研究者、産業界での独創的なイノベ

ーションを起こす経営者・開発者」の人材を育成しますが、貴社で採用

したいとお考えですか。 

回答 回答数（法人） 割合 

１．採用したい ７ 64% 

２．採用しても良い ３ 27% 

３．あまり採用したくない １ 9% 

４．採用したくない ０ 0% 

計 １１ 100% 

以 上
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資料５ 
本文５ページ参照 

データサイエンス研究科 修士１年生向け 進学希望アンケート 

【はじめに】本アンケートは、武蔵野大学データサイエンス研究科修士１年生にお

答えを頂きたいアンケートです。

 ご案内資料をお読みの上、該当する選択肢に○をつけて５月 15 日（土）までにご

送信くださいますよう、お願いいたします。

問１．データサイエンス研究科（修士課程）修了後の進路をどのように考えていま

すか。

① 就職 ② 進学

③ 迷っている・未定

④ その他（ ）

問２．本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、進学を希望し

ますか。

① 希望する ② 希望しない

③ 迷っている・未定

※このアンケートはデータサイエンス研究科（博士後期課程）設置の参考としてのみ使用し、それ以外の

目的では利用いたしません。

  ご回答誠にありがとうございました。 

【アンケート集計部署・お問合せ先】 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 

〒１３５－８１８１ 東京都江東区有明三丁目３番３号 １号館６階 

TEL：０３－５５３０－７４０４  ﾒｰﾙ：kikaku@musashino-u.ac.jp 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 行 

ＦＡＸ送信：０３－５５３０－３８１８ もしくは 

メール送信：kikaku@musashino-u.ac.jp
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資料６ 
本文２、５ページ参照 

データサイエンス研究科 修士 1 年生 進学希望調査 

集計結果 

１．実施時期 令和３年５月 

２．対 象 武蔵野大学データサイエンス研究科 修士１年生 ４人 

３．回 答  武蔵野大学データサイエンス研究科 修士１年生 ４人 

（回答率 100％） 

４．結  果

問１． データサイエンス研究科（修士課程）修了後の進路をどのように考えて

いますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．就職 ２ 50% 

２．進学 １ 25% 

３．迷っている・未定 ０ 0% 

４．その他 

（現行業務復帰（社会人）） 
１ 25% 

計 ４ 100% 

問２．本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、進学を希

望しますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．希望する ２ 50% 

２．希望しない １ 25% 

３．迷っている・未定 １ 25% 

計 ４ 100% 

以 上
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資料７ 
本文５ページ参照 

データサイエンス学部２・３年生向け 進学希望アンケート 

【はじめに】本アンケートは、武蔵野大学データサイエンス学部２・３年生にお答

えを頂きたいアンケートです。

 ご案内資料をお読みの上、該当する選択肢に○をつけて５月 15 日（土）までにご

送信くださいますよう、お願いいたします。

問１．データサイエンス学部卒業後の進路をどのように考えていますか。

① 就職 ② 進学

③ 迷っている・未定

④   その他（                     ）

問２．本学修士課程（データサイエンス専攻）への進学を希望しますか。

① 希望する ② 希望しない

③ 迷っている・未定

問３． 本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、博士後期課程

までの進学を希望しますか。

① 希望する ② 希望しない

③ 迷っている・未定

※このアンケートはデータサイエンス研究科（博士後期課程）設置の参考としてのみ使用し、それ以外の

目的では利用いたしません。

  ご回答誠にありがとうございました。 

【アンケート集計部署・お問合せ先】 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 

〒１３５－８１８１ 東京都江東区有明三丁目３番３号 １号館６階 

TEL：０３－５５３０－７４０４  ﾒｰﾙ：kikaku@musashino-u.ac.jp 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 行 

ＦＡＸ送信：０３－５５３０－３８１８ もしくは 

メール送信：kikaku@musashino-u.ac.jp
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資料８ 
本文５ページ参照 

データサイエンス学部２・３年生 進学希望調査 

集計結果 

１．実施時期 令和３年５月 

２．対  象 武蔵野大学データサイエンス学部２・３年生 １３０人 

（２年生６４人、３年生６６人） 

３． 回  答  武蔵野大学データサイエンス学部２・３年生 ７４人 

（回答率 57％） 

４．結  果

問１． データサイエンス学部卒業後の進路をどのように考えていますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．就職 ５０ 68% 

２．進学 １５ 20% 

３．迷っている・未定 ６ 8% 

４．その他 ３ 4% 

計 ７４ 100% 

問２．本学修士課程（データサイエンス専攻）への進学を希望しますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．希望する １３ 18% 

２．希望しない ５４ 73% 

３．迷っている・未定 ７ 9% 

計 ７４ 100% 

問３． 本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、博士後期 

課程までの進学を希望しますか。 

回答 回答数（法人） 割合 

１．希望する ７ 9% 

２．希望しない ６１ 82% 

３．迷っている・未定 ６ 8% 

計 ７４ 100% 

「１．希望する」と回答した７人の内数：２年生４人、３年生３人 

以 上
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社会人セミナー参加者様へ 

データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程課程） 

に関するアンケート 

 ご案内資料をお読みの上、該当する選択肢に○をつけて５月 15 日（土）までにご

送信くださいますよう、お願いいたします。

問１．武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期

課程）の育成する人材像について、どのように評価されますか。

① 大いに評価する ② 評価する

③ あまり評価しない ④ 評価しない

問２．当該研究科・博士後期課程における学修について、社会的ニーズがあるとお

考えですか。

① 大いにある ② ある

③ あまりない ④ ない

問３．本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、入学を希望し

ますか。

① 希望する ② 希望しない

問４．本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、同僚または知

人に入学を勧めますか。

① 大いに勧める ② 勧める

③ あまり勧めない ④ 勧めない

※このアンケートはデータサイエンス研究科（博士後期課程）設置の参考としてのみ使用し、それ以外の

目的では利用いたしません。なお、アンケート集計にあたっては貴法人名、お名前、ご連絡先等は公表

いたしません。

  ご回答誠にありがとうございました。 

【アンケート集計部署・お問合せ先】 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 

〒１３５－８１８１ 東京都江東区有明三丁目３番３号 １号館６階 

TEL：０３－５５３０－７４０４  ﾒｰﾙ：kikaku@musashino-u.ac.jp 

学校法人武蔵野大学 経営企画部 法人企画課 行 

ＦＡＸ送信：０３－５５３０－３８１８ もしくは 

メール送信：kikaku@musashino-u.ac.jp
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社会人セミナー参加者への入学意向調査 集計結果 

１．実施時期 令和３年５月 

２．対 象 １４人 

３．回 答 ３人（回答率２１％） 

４．結  果

問１．武蔵野大学大学院データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士

後期課程）の育成する人材像について、どのように評価されますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．大いに評価する １ 33% 

２．評価する ２ 67% 

３．あまり評価しない ０ 0% 

４．評価しない ０ 0% 

計 ３ 100& 

問２．当該研究科・博士後期課程における学修について、社会的ニーズがある

とお考えですか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．大いにある ２ 67% 

２．ある １ 33% 

３．あまりない ０ 0% 

４．ない ０ 0% 

計 ３ 100% 

問３． 本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、入学を希

望しますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．希望する ０ 0% 

２．希望しない ３ 100% 

計 ３ 100% 

問４．本学に博士後期課程（データサイエンス専攻）ができた場合、同僚また

は知人に入学を勧めますか。 

回答 回答数（人） 割合 

１．大いに勧める ０ 0% 

２．勧める ２ 67% 

３．あまり勧めない ０ 0% 

４．勧めない １ 33% 

計 ３ 100% 

以 上 
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11 Data Science Careers Shaping
Our Future

For four years in a row, data scientist has been named the number one job
(https://www.businessinsider.com/best-jobs-in-america-2019-1) in the U.S. by Glassdoor.
What’s more, the U.S. Bureau of Labor Statistics reports that the demand for data science
skills will drive a 27.9 percent (https://www.bls.gov/opub/btn/volume-7/big-data-adds-
up.htm) rise in employment in the �eld through 2026. Not only is there a huge demand, but
there is also a noticeable shortage of quali�ed data scientists.

By Kelsey Miller  |  June 4, 2020

INDUSTRY ADVICE (HTTPS://WWW.NORTHEASTERN.EDU/GRADUATE/BLOG/CATEGORY/INDUSTRY-ADVICE/)

ANALYTICS (HTTPS://WWW.NORTHEASTERN.EDU/GRADUATE/BLOG/AREA-OF-STUDY/ANALYTICS/)

COMPUTING AND IT (HTTPS://WWW.NORTHEASTERN.EDU/GRADUATE/BLOG/AREA-OF-STUDY/COMPUTING-IT/)

ENGINEERING (HTTPS://WWW.NORTHEASTERN.EDU/GRADUATE/BLOG/AREA-OF-STUDY/ENGINEERING/)

Daniel Gutierrez, managing editor of insideBIGDATA, told
(https://fortune.com/2018/05/18/best-tech-jobs-data-scientist/) Forbes, “The word on
the street is there’s de�nitely a shortage of people who can do data science.” If you have a
passion for computers, math, and discovering answers through data analysis, then earning
an advanced degree in data science
(https://www.northeastern.edu/graduate/program/master-of-science-in-data-science-
5256/) or data analytics (https://www.northeastern.edu/graduate/program/master-of-
professional-studies-in-analytics-boston-14859/) might be your next step.

What is Data Science?
Martin Schedlbauer (https://www.northeastern.edu/graduate/bio/martin-schedlbauer/),
PhD and data science professor at Northeastern University, says that data science is used
by “computing professionals who have the skills for collecting, shaping, storing, managing,
and analyzing data [as an] important resource for organizations to allow for data-driven
decision making.” Almost every interaction with technology includes data—your Amazon
purchases, Facebook feed, Net�ix recommendations, and even the facial recognition
required to sign in to your phone.

Amazon is a prime example of just how helpful data collection can be for the average
shopper. Amazon’s data sets remember what you’ve purchased, what you’ve paid, and
what you’ve searched. This allows Amazon to customize its subsequent homepage views
to �t your needs. For example, if you search camping gear, baby items, and groceries,
Amazon will not spam you with ads or product recommendations for geriatric vitamins.
Instead, you are going to see items that may actually bene�t you, such as a compact
camping high chair for infants.

Learn More: Data Analytics vs. Data Science: A Breakdown
(https://www.northeastern.edu/graduate/blog/data-analytics-vs-data-science/)

Similarly, data science can be useful for reminding you of habitual purchases. If you order
diapers every month, for example, you might see a strategically placed coupon or deal
around the same time each month. This use of data is meant to act as a trigger, prompting
you to think, “I just remembered I need to buy diapers, and I should buy them now because
they are on sale.”

Data science (https://www.khoury.northeastern.edu/research_areas/data-science/)
bene�ts both companies and consumers alike. McKinsey Global Institute found that big
data can increase a retailer’s pro�t margin by 60 percent, and “services enabled by
personal-location data can allow consumers to capture $600 billion in economic surplus,”
meaning they are able to purchase a good or service for less than they were expecting. For
example, if you budgeted $7,500 to purchase a jacuzzi and then found the exact model you
wanted for $6,000, your economic surplus would be $1,500. Data science can
simultaneously increase retailer pro�tability and save consumers money, which is a win-
win for a healthy economy.

Data Science Is Helping the Future
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Data science enables retailers to in�uence our purchasing habits, but the importance of
gathering data extends much further.

Data science can improve public health through wearable trackers that motivate
individuals to adopt healthier habits and can alert people to potentially critical health
issues. Data can also improve diagnostic accuracy, accelerate �nding cures for speci�c
diseases, or even stop the spread of a virus. When the Ebola virus outbreak
(https://science.howstuffworks.com/life/genetic/10-ways-were-using-data-�ght-
disease.htm#pt4) hit West Africa in 2014, scientists were able to track the spread of the
disease and predict the areas most vulnerable to the illness. This data helped health
of�cials get in front of the outbreak and prevent it from becoming a worldwide epidemic.

Data science has critical applications across most industries. For example, data is used by
farmers for ef�cient food growth and delivery, by food suppliers to cut down on food
waste, and by nonpro�t organizations to boost fundraising efforts and predict funding
needs.

In a 2015 speech, Economist and Freakonomics author Steven Levitt said
(https://www.youtube.com/watch?v=r5jATFtKtI8) that CEOs know they are missing out
on the importance of Big Data, but they do not have the right teams in place to perform the
skills. He says, “I really do believe still that the combination of collaborations with �rms’ big
data and randomization […] is absolutely going to be at the center of what economics
(https://www.northeastern.edu/graduate/program/master-of-science-in-economics-
14279/) is and what other social sciences are going forward.”

Pursuing a career in data science is a smart move, not just because it is trendy and pays
well, but because data very well may be the pivot point on which the entire economy turns.

In-Demand Data Science Careers
Data science experts are needed in virtually every job sector—not just in technology. In
fact, the �ve biggest tech companies—Google, Amazon, Apple, Microsoft, and Facebook—
only employ one half of one percent of U.S. employees
(https://theconversation.com/statistics-and-data-science-degrees-overhyped-or-the-real-
deal-102958). However—in order to break into these high-paying, in-demand roles—an
advanced education is generally required.

“Data scientists are highly educated–88 percent have at least a master’s degree and 46
percent have PhDs–and while there are notable exceptions, a very strong educational
background is usually required to develop the depth of knowledge necessary to be a data
scientist,” reports KDnuggets (https://www.kdnuggets.com/2018/05/simplilearn-9-must-
have-skills-data-scientist.html), a leading site on Big Data.

Here are some of the leading data science careers you can break into with an advanced
degree.

1. Data Scientist
Average Salary: $139,840 (https://www.glassdoor.com/Salaries/data-scientist-salary-
SRCH_KO0,14.htm)

Typical Job Requirements: Find, clean, and organize data for companies. Data scientists
will need to be able to analyze large amounts of complex raw and processed information to
�nd patterns that will bene�t an organization and help drive strategic business decisions.
Compared to data analysts (https://www.northeastern.edu/graduate/blog/data-analytics-
vs-data-science/), data scientists are much more technical.

Learn more: What Does a Data Scientist Do?
(https://www.northeastern.edu/graduate/blog/what-does-a-data-scientist-do/)

2. Machine Learning Engineer
Average Salary: $114,826 (https://www.glassdoor.com/Salaries/machine-learning-
engineer-salary-SRCH_KO0,25.htm)

Typical Job Requirements: Machine learning engineers create data funnels and deliver
software solutions. They typically need strong statistics and programming skills, as well as
a knowledge of software engineering. In addition to designing and building machine
learning systems, they are also responsible for running tests and experiments to monitor
the performance and functionality of such systems.

3. Machine Learning Scientist
Average Salary: $114,121 (https://www.glassdoor.com/Salaries/machine-learning-
scientist-salary-SRCH_KO0,26.htm)

Typical Job Requirements: Research new data approaches and algorithms to be used in
adaptive systems including supervised, unsupervised, and deep learning techniques.
Machine learning scientists often go by titles like Research Scientist or Research Engineer.

4. Applications Architect
Average Salary: $113,757 (https://www.glassdoor.com/Salaries/applications-architect-
salary-SRCH_KO0,22.htm)

Typical Job Requirements: Track the behavior of applications used within a business and
how they interact with each other and with users. Applications architects are focused on
designing the architecture of applications as well, including building components like user
interface and infrastructure.

5. Enterprise Architect
Average Salary: $110,663 (https://www.glassdoor.com/Salaries/enterprise-architect-
salary-SRCH_KO0,20.htm)

Typical Job Requirements: An enterprise architect is responsible for aligning an
organization’s strategy with the technology needed to execute its objectives. To do so, they
must have a complete understanding of the business and its technology needs in order to
design the systems architecture required to meet those needs.

6. Data Architect
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Average Salary: $108,278 (https://www.glassdoor.com/Salaries/data-architect-salary-
SRCH_KO0,14.htm)

Typical Job Requirements: Ensure data solutions are built for performance and design
analytics applications for multiple platforms. In addition to creating new database systems,
data architects often �nd ways to improve the performance and functionality of existing
systems, as well as working to provide access to database administrators and analysts.

7. Infrastructure Architect
Average Salary: $107,309 (https://www.glassdoor.com/Salaries/infrastructure-architect-
salary-SRCH_KO0,24.htm)

Typical Job Requirements: Oversee that all business systems are working optimally and
can support the development of new technologies and system requirements. A similar job
title is Cloud Infrastructure Architect, which oversees a company’s cloud computing
strategy.

8. Data Engineer
Average Salary: $102,864 (https://www.glassdoor.com/Salaries/data-engineer-salary-
SRCH_KO0,13.htm)

Typical Job Requirements: Perform batch processing or real-time processing on gathered
and stored data. Data engineers are also responsible for building and maintaining data
pipelines which create a robust and interconnected data ecosystem within an
organization, making information accessible for data scientists.

9. Business Intelligence (BI) Developer
Average Salary: $81,514 (https://www.glassdoor.com/Salaries/bi-developer-salary-
SRCH_KO0,12.htm)

Typical Job Requirements: BI developers design and develop strategies to assist business
users in quickly �nding the information they need to make better business decisions.
Extremely data-savvy, they use BI tools or develop custom BI analytic applications to
facilitate the end-users’ understanding of their systems.

10. Statistician
Average Salary: $76,884 (https://www.glassdoor.com/Salaries/statistician-salary-
SRCH_KO0,12.htm)

Typical Job Requirements: Statisticians work to collect, analyze, and interpret data in
order to identify trends and relationships which can be used to inform organizational
decision-making. Additionally, the daily responsibilities of statisticians often include
design data collection processes, communicating �ndings to stakeholders, and advising
organizational strategy.

Learn More: What Do Statisticians Do?
(https://www.northeastern.edu/graduate/blog/what-do-statisticians-do/)

11. Data Analyst
Average Salary: $62, 453 (https://www.glassdoor.com/Salaries/data-analyst-salary-
SRCH_KO0,12.htm)

Typical Job Requirements: Transform and manipulate large data sets to suit the desired
analysis for companies. For many companies, this role can also include tracking web
analytics and analyzing A/B testing. Data analysts also aid in the decision-making process
by preparing reports for organizational leaders which effectively communicate trends and
insights gleaned from their analysis.

Learn More: What Does a Data Analyst Do?
(https://www.northeastern.edu/graduate/blog/what-does-a-data-analyst-do/)

Data Scientists Are in Constant Demand
Schedlbauer concludes that while some data science work will likely be automated within
the next 10 years, “there is a clear need for professionals who understand a business need,
can devise a data-oriented solution, and then implement that solution.”

Data science experts are needed in almost every �eld, from government security to dating
apps. Millions of businesses and government departments rely on big data to succeed and
better serve their customers. Data science careers are in high demand and this trend will
not be slowing down any time soon, if ever.

If you want to break into the �eld of data science
(https://www.northeastern.edu/graduate/blog/data-analytics-bootcamp/), there are a
number of ways you can prepare yourself to take on these challenging yet exciting roles.
Perhaps most importantly, you will need to impress future employers by demonstrating
your expertise and previous work experience. One such way you can build those skills and
experience is to pursue an advanced degree program in your area of interest.

Northeastern University, for example, offers master’s degree programs in both data
science (https://www.northeastern.edu/graduate/program/master-of-science-in-data-
science-5256/) and data analytics
(https://www.northeastern.edu/graduate/program/master-of-professional-studies-in-
analytics-boston-14859/) which are designed to develop the skills that employers are
seeking. Both programs also provide students with the opportunity to participate in co-ops
and experiential learning experiences, allowing them to build hands-on experience prior to
graduating. Once you have considered factors like your personal background, interests,
and career aspirations, you will be able to determine which degree program is right for you
and take the next step towards achieving your goals.
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究１ 1前 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

工学博士
ｲﾜﾀ ﾋﾛｵ

岩田　洋夫
＜令和5年4月＞

教授専

4

5日

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（平31.2）

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（令2.4）

5日

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（平31.4）

5日

筑波大学大学院
システム情報工学研究

科
教授

(昭61.4)

5日

3 専 教授
ｲｼﾊﾞｼ ﾅｵｷ
石橋　直樹

＜令和4年4月＞

博士
(政策・
メディア)
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教 員 の 氏 名 等

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単位数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

1 専 教授

ﾀｯｻﾈｰ ﾁｬﾛｴﾝﾎﾟｰﾝ
Thatsanee

Charoenporn
＜令和4年4月＞

Doctor of
Philosophy

in
Technology

(Technology)

(タイ)

2 専 教授

ｳｨﾗｯﾄ ｿﾝﾗｰﾄﾗﾑﾜﾆｯﾁ
Virach

Sornlertlamvanich
＜令和4年4月＞

博士
(工学)

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（令3.4）

5日

6 専
教授
(研究
科長)

ｷﾖｷ ﾔｽｼ
清木　康

＜令和4年4月＞
工学博士

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（令3.4）

5日

5 専 教授
ｷﾀｶﾞﾜ ﾀｶｼ
北川　高嗣

＜令和4年4月＞
工学博士

7 専 教授
ﾀｹﾌｼﾞ ﾖｼﾔｽ
武藤　佳恭

＜令和4年4月＞
工学博士

武蔵野大学
データサイエンス学部

教授
（令3.4）

5日

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平30.4）

5日8 専 准教授
ｻｻｷ ｼｵﾘ

佐々木　史織
＜令和4年4月＞

博士
(政策・
メディア)

兼任 講師
ｲﾜﾀ ﾋﾛｵ

岩田　洋夫
＜令和4年4月＞

工学博士

教員名簿-2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（データサイエンス研究科データサイエンス専攻（博士後期課程））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単位数

年 間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展セミナー２Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー２Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

データサイエンス先端発展研究２ 1後 1 1

未来創造発展セミナー１Ａ 2前 1 1

未来創造発展セミナー１Ｂ 2後 1 1

未来創造発展研究(研究指導)１ 1通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)２ 2通 4 1

未来創造発展研究(研究指導)３ 3通 4 1

9 専 准教授
ﾅｶﾆｼ ﾀｶﾌﾐ
中西　崇文

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平30.4）

5日

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平30.4）

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平31.4）

5日

10 専 准教授
ﾅｶﾑﾗ ﾘｮｳﾀ
中村　亮太

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平30.4）

5日

5日

武蔵野大学
データサイエンス学部

准教授
（平31.1）

5日

14 専 講師
ﾊｾｶﾞﾜ ｵｻﾑ
長谷川　理

＜令和4年4月＞

博士
(理工学)

武蔵野大学
データサイエンス学部

講師
（平30.4）

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾉﾘﾌﾐ
渡邊 紀文

＜令和4年4月＞

博士
(政策・
メディア)

12 専 准教授
ﾌｸﾊﾗ ﾖｼﾋｻ
福原 義久

＜令和4年4月＞

博士
(政策・
メディア)

5日

13 専 准教授

11 専 准教授
ﾊﾔｼ ﾔｽﾋﾛ
林　康弘

＜令和4年4月＞

博士
(政策・
メディア)

教員名簿-3



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 2人 1人 4人 人 7人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5人 1人 人 人 人 6人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6人 3人 1人 4人 人 14人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

教員名簿-4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

学校法人武蔵野大学定年規程第1条第2項
第1回設置準備委員会（令和3年2月10日開催）にて承認

学校法人武蔵野大学定年規程第1条第2項
第1回設置準備委員会（令和3年2月10日開催）にて承認

採 用 根 拠 等

学校法人武蔵野大学定年規程第1条第2項
第1回設置準備委員会（令和3年2月10日開催）にて承認

7 専 教授
ﾀｹﾌｼﾞ ﾖｼﾔｽ
武藤　佳恭

＜令和3年4月＞

学校法人武蔵野大学定年規程第1条第2項
第1回設置準備委員会（令和3年2月10日開催）にて承認

6 専 教授
ｷﾖｷ ﾔｽｼ
清木　康

＜令和3年4月＞

5 専 教授
ｷﾀｶﾞﾜ ﾀｶｼ
北川　高嗣

＜令和3年4月＞

別記様式第３号（その３）の別添資料

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢

4 専 教授
ｲﾜﾀ ﾋﾛｵ

岩田　洋夫
＜令和5年4月＞

教員名簿-5
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